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文化局が各方面の期待に答えて設趾されたのは
、昭和 41年SJl11.Jのこ

とであつた。そして同43年6月15日をもつて新しく設訟される文化fi:Jが1心

発展的解消をすることになっtこ。この 2年余りの期IUJは俎かつたとはいク

文化局においては、文化行政史上、特箪大嗚されるぺき数々の坪かしいil:1i

をしてきたと信ずるものである。したがつてこれを記録に留め後世の参与i：：

保することもまた有意義なことと考え、ここに「文化局の歩み」を:!:とめる

こ ととした次第で•ある。

最後に私はこの2年間、文化行政の振OOという高い班蝕う），しに一放招））し

て駿務に精励された文化局の戟員各位に心からの感謝のことばを作げた＼、ヘ

また文部省の内外の人々特に文化芸術界の各位から文化局の小菜のi必／i6.)に

めに賜わつた御厚偕と御協力に対して深く御礼を申し上げる次第である。

昭和 45年6月14日

安 追他―
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文化局 2年の歩み概観

文化局は、昭和 41年 5月 1日、文化、芸術、国語、著作権、国際文化、

暉の6課をもつて発足した。その発足の経綽については2において詳迩

してあるが、発足当初の局課畏ほつぎのとおりであつた5

局長 蒲生芳郎

審雄官 ＇ 安 遠健 ―

文化課長 屈海信也

芸術諜長 ，土生武則

因語課長 ． 中城墜吉

著作楢課長 佐野文一郎

困際文化課長 三角哲生

宗務課長 萬波 教

面生局長は、‘翌 42年 7月に退験し、後任に安逹審議官が昇格し、特議官

には、内山社会教育局社会教育課長が任命された。また、中城困語陳長9i、

4 1年 7月1日に、日本ユネスコ国内委員会ら［務局科学諒長に、三角国際文

化殺民は、 42年6月 16日に、大学学術局幽尿学術課長になり、それぞれ

の後任に金田智成氏及び篠沢公平氏が就任した。

文化局は発足当時に「当面の文化行政の方針」としてつぎのような方針を

廷し、一般にも発表した。

世界文化の進脱に伍して、わが国文化の振拠をほかり、また、固民生活の

文化的水肌を高める ことほ、 文化固家として狐要な使命の一つであると考え

る。

このたび芸術界をほじめ、各m、らの股望でもあつた文化局が新設された
0で、わが困文化の振興に今後、一段の努力をはらい、施策の充実を期して

いきたい。そのため．•

文化行政を推池するに当つて、文化人や芸術家等との接触の概会を緊密

にして、その怠見を反映するよ う努めたい。

2.芸祖家の自由な創造活動を促進するために、そのは会を与えるとともに

芸術関係団体に補助金を交付して、その活動を強力に助成したい。

-1-
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また、特に新人の発見と百成をはかつていきたい。

5． 大1祁市中心の従来の芸術文化活動をできるだけ改め、地方の芸硝文化嶽

典に賓するよう地方の文化施設の整備充実をはかりたい。

4. 次代を担う宵少年の既かな情操を培・うためには、健全な芸術を荘及する

ことが必要である。 このために資少年が俊れた芸術を鑑貨することのでき

這会を与えるととも9に、肯年自ら美術や音楽や芸術など、芸術活動に参

加することを奨励したい。 • : 

s.. 近年、さ かんになりつつ•ある文化の 1禎際交流を、さらに活発化し、美術

展や芸能公演等の相互開催、芸術家や文化人等の人物の国際交流を促進す

るため、関係各省、各樅I紺との迎格調整を密にするとともに民1柑団体のこ

の種活助をも助成し、その実効が上がるようにしたい。

また、 日本と儲外国との文化交流のために基本的に．璽要な班項である外

困人に対する日本語教育の充突をはかりたい。

6. 落•作権法の改iE および隣接椛制度の削設に1具する苓作楕制度特誡会の芥

申、ならびに今秋、得られる見込である著作権の仲介業務制度の改泥t'ClllJ

する答印m趣旨を尊阻して、早急に立法作業を地め、年来の懸案である若
作楠制度のi睛jiIりな改正、整備を実現し、関係方面の．嬰望にこたえたい。

哨来．今日までの2年 1か月有半は、文化局が、発足初期の体制をやつと

釦備し終えたともいうぺき短いJ月IIUであつたが、内容哉‘＆な多様な懸棠半項

を処理し、文化行政に末だ見ざる前辿をもたらせ_t.:.ということができよう。

以下文化局 2年の歩みを概観することとする。

”予掠i面の延びを挙げておかなくてはなるまい。昭和 41年度の文化屈

発足当時の総領約2{~ 3千万円に対し、43年度ほ約4低8千万円で倍増以

上に迅した。しかも文化局各課のうちで、その所掌半梯上国師課、宗務課・‘

著作椛課には予算の大きな延びはみられないから？この延びは文化課が47 0 

ガカ•も i 低 1. 7 0 0万円で、1{!l 1千万円、芸1釦課が 1億 1,7 0 0万円から

2位50 0万円で8,80 0万円、国際文化課が 1位 10 0万円から 1億

3. 6 0 0万円で3.5 0 0万円の増を示したこと代よるものである。すなわち

社会教科局時代の芸術課の—.iす算約 1 位 2, 0 0 0万円は文化局になつて、文化

...:.2-

料、芸叩課の合計拘環 2,0 0 0万円に膨張・したことになる。

次に出菜i旺ふりかえると、この 2年間は、わが［可著作椛法史上、特trぃさ
るぺき2年であ・ったと言えようo・文化局の 2年は、著作権法にあけくれた2

年であつた。明治52年に制定された著作樅法の全面改正を含む若作権制度
0改正作業は昭和 t,7年以来著作楢制度審議会を設けて進められてきたが、,....： 

文化局発足直前の昭和4.19年1月に堵作楕法の改正と隣接権制度の創設につ
いての審議会の答申が出さ五t-0'これを受けた半務当局は辿日の深夜作菜を

釦ね、次の通柑国会への提案を埠備したが、経済利害のともなう文化立法を

いとめる ことはまことにむづかしく、同年 10月「著作権および隣接栴に関

する法律草案」の文化局試案を作成公表し、広く関係者の意見をきき、より

飢筵な検討を瓜ねることにした。そのため、これまで暫定的に著作権保臨期

1乱を5年延長していたが、昭和 42年には、さらに 2年延長の措品を講じた。

かくしてその後も法案の検討を重ね、長年の苦労が突を結び、遂に成案を得

て、昭和43年 4月2日OO諮において第58回国会へ9の政府提案が決定され

た。しかるに固会に上程される寸niJに到つて、倉石発首による因会の審績迎

淵、教育・三法案すなわち教特法の一部改正（教職特別手当）、学校教釦去の

噂改正（教頭笛理戦手当、• 各槌学校制度）、外国人学校法の布議阻止等に

狐される結果となり 、5月 27日因会（文湖会し廊望空しく、遂に上程の機

磯することになつたのほ、まことに残念なことであつた。

また著作権関係としては、 2・0年おきに佛催されるペルヌ条約の改正のた
めの俎院会議が昭和42年 6月 12日から7月 14日までストツクホルムに
おいて開催され、わが困からの代表団14名のうち文部省からは安逃健二局

！l（当時、特議官）が代表と区、また佐野文一郎瑞作権課長が代表代理、

野村筏男著作 ・椒制股審議会委員が顧門、大山、佐竹両箸作椛練員が随員とじ

吠斜この会議に出席した。そしてわが代表団が団体会議均裡においてわ

噸の立場・ジ ’ こ裳々．と主張して、それを貰徹させたことは著作権制度世界各国

代表の列麻する史上に長<ie録されることであるう。
芸梢文iヒの関係では、予算の延びが示すように、じゆうぶんとは苫えない
までも、新ら しい各種の事菜が実現し、そのいずれもが非常な好評を得た。
これ ' 
らの新規事業は、文化局発足に際し、表明した当面の方針を順次実現し ．．

-5-
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たものであつた。文化行政を推辿するに当つて、文化人や芸術家等との接触

の供会を栄密にして、その意見を反I決するために、芸術各界の代表者と文漏

大臣の芸術競淡会が勘1埒開催されることになつた。また芸術家の自由な創造

活動を促辿するためには、創作活勁助戚~1 を韮点的に増額し、芸術家の新人
百成のためには、新人賞の設定（昭 42)や新進芸術家を 1年閻欧米に派辿

する在外研條制度（昭 42)を実施した。鵞少年への芸術藷及としては、名

作、代次作と言われる本格的なオペラや演劇を地方に巡回公演し、一流の訊

師による解説指導を併せ行ない、これに肯少年を無料招待するという肖少年

芸術即j#｝（昭42)を実旋した。また、芸術文化の中央と地方の格差、さら

に地方IIりにおける格差の大きい現状にかんがみ、地方芸術文化の鼓躾をはか

るため、全国の人口 10万以上の都市に 1館を目標として文化会館が設置さ

れるよう公立文化施設整偵質補助金（昭42)を新らしく計上し、さらにこ

れらの施；役を拠点として、地方で芸術文化行事が活発に行fよわれるように地
方芸術文化活勁費補助金（恥143)も計上された。このほか、芸術選哭に昭

和42年度から放送、大衆芸能の 2部門が新股されたこと 、これまで行なわ

れてきた県J良選抜殷（各県で行なわれている県展の代表作を東京に集めて紺

介披硲する殷党会）の逆の企画として、中央各会派展で受貨した作品を梨め

地方に巡回展示する中央展迷抜股 (lij4 2)を開催することになつたこと、

昭和 43年の明治 10 0年記念4りととして突施する芸術祭特別公演のため、

後世紀も逍すぺき卸鳳 ．オペラ、バレーの大作の制作を行なつたことも文化

局の歩みに特箪さるぺきことである う。 ・ 

困際文化課力弔澤する教育・学術・文化の国際交流の推辿についてほ、昭

和 42 年 6 月に大学学術局に因際学柑謀が新設されたが、なお従前と•おり、

l引院文化課は教育、 学術、文化に関する因隙交流の文部省全体の辿絡糾整に

当るとともに施策の充実を期するこ ととなつた。文化局発足の直前、昭和 41 

年 5月.iii京で凋催された廊 3回日米教脊文化会議の最終コミュニケに示され

ているように日米教育文化協力のための姉妹委員会として、・ 日•本に日米教百
文化辿絡日本委員会が設羅され、日米教肖文化交流串菜について梱々検討し

てきた。人物交流についてはアメリカソ・フィールド・サー・ビス奨学生の逸

航費（昭 42)や＾ワイ東函センクーヘの教員迎航費（昭 42)が新規口,.

-::-4-

.., . .•.. 

・ヒされ、一方、これまでの対フ ランス因との閻に行われてきた語学研4多教員

麟と同様、新らたに対・ドイツ国との、1月にもこの制度（昭 43)を設けた。

. ii,；昭和 40年 11月.,り/::,ツクで1)t1催された第2回アジア地域ユネス＝jJII

盟l!'l文部大臣会球の麻上、協力を約したアジア・アフ リカ諸限への教酉協力

傾としての理科教育のための協力と教育指導者の沼致ほ、旧調査局時代に

企函されたことであるが、文化局になつて、そうそう icこれが実施された。

眸IH]の交流ではフルプラィ•• 卜計画についてのかが固の固貨投入も検討され

にが、実現にはいたらなかつた。昭和 43年4月、ワシントン市において第

4回日米教肖文化会成が行なわれ、文部省からは匹田砥久夫大臣官房審諮官

と篠沢公平国際文化脚長が参加した。折しも彼地では黒人指導者のキング師

が賠殺され、黒人暴助の騒然たる国情にあつた。

印甜昧いについてほ、文化局の 2年間はT度、第 8期l封柏審議会の 2年で

あつた。文化局発足直後の 6月 15日の第 1回総会に「国語施策の改裕の具

体策について」文部大臣から諮関が行なわれ、湖来2年間、この閾船が検討

された。昭和43年 5月27日最終の総会において当用淡字表や当用陳字音

紐は、その性格を制限的なものでなく、基準と することが妥当であること、．

囚閥施策実施の方法としての訓令；告示の是否、そのほか音訓の選び方、送

りがなのつけ方についての基本的考え方などが審給の経過として報告された。

第6朋、第7.Jけとも意見が対立したまょまとまつたさしたる成果をあげない

まLに終つたのに対し、第8期．においてほ、上記のことく徘紙が軌迅に乗り 、

柑語施策のあり方、実施方法等について全会ー政の結論をえ、 i炎字、かな岡

節会から・具体的な改薔策の方向が示されたのである。国話審謡会が文化局発

足の 2年1lllにこのような成果をあげえたについては、珀雑裟会委員の協カ一致

Kよるものであるとはいえこの！Iりの甲務当局の陰の努力も文た高くll'f-iiffiされ

るぺきであるう。 ・ ． 

l暉関係について特に即著な現象ほ、近時、・国捺文化交流の進展に ともな

い、外国人に対する日本語教育の必要性が綿感されるよ うになつたことであ

もそのため、旧立国飴研究所に日本語教育研究部を設砿すぺ く計画が練ら

れたが、予算要求（昭和4.5年度）の結果、実現するにいたらなかつた。な

お、 1l.1立国語研究所でほ、国語および国民の言語生活に関する科学的調査研
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究を行なうため、昭和 41年f.ビから俎子計算機を導入し、計紺的調査を行な

うこ．とtcなつた。

宗教関係についてほ、硝困神社の出家設持問題がしばしば因会で論ぜられ

たっ士た宗教法人の財施習理上不適正な射件が各地で起つたので、その適正

を期するための辿巡（昭和41年 6月6F.I)が出され、また宗教法人の法人

意識の徹底と事務能力の向上をはかり、その管理迎営の適正化を期するため

の研佐会が実施されるようになつた6 • 

m謬 ljijについて文化局の 2年11りの主・な歩みを拾つてみると、国立近代癸
術館の京祁分紺が昭和 42年6月1日に独立し、京都国立近代美術館が誕生

したこと。これまでの1祉立近代美術館は東京国立近代美術館と改称する．こと

になったが、すでに社会教育局時代からその新築移転が決まり｀石梢正二郎

氏の寄附による新美循館の建設工3!iが呈居北の丸地区に進められtこ。 •また東

京因立近代芙術館の附柑半菜であるフイルムライプラリ一部llfJでしこ、戦後、

米軍に怯収され米Ll~ ワツ・ントンの国会図競館に保管されているわが因戦 l!f/戦．

中の．I収J映画、文化映画、ニユース映・画約 1.0 0 0．本がわがIMに返遥されるこ

とl'Cなり、昭和 4.2年度から 5か年計涸、総紐費 1•磁円 で実施；することにな

つた。この結果、戦争中の数々の名作、例えば、．：［残菊物語」とか「五人の

斥侯兵」や貨直なニ・・ユマス映画が柑び我々の前にあらわれることとなつた。

また、この接収映画の返遠が、わが国のフイルムライプラリ．ーの本格的な；役

訟の機述を急辿に麻めることとなった。束京国立近代美術館ではこの 2年IIり

にミ環（ホワソ ・ミロが来日した）現代アメリカ絵画展、現代イクリア美

術Ji(、ソ辿絵画50年殷などが話迎になつた。

国立西洋炎栴館に関しては、これも社会教育局時代からであっ・たが、昭和

5 9年殷幻賂入したアンドレ・ドラン作 「ロ ソドンの梢」とラウル・・デュフ

イ作「アンジュ沿i」の作品賠入問題が参議院文救委員会（質閥者小林武議員）

臼退され、新llll紙上を賑わした。まtこ駐接の上野斑忍寺総地．（ 66 8坪）
を昭和42年から 2か年分沿すで購入 (1位6.7 o_o万円）し、餡の拡張州地
を確保した。因立四沖美猾料（てほ、こ.Q)2年1川に口 ．クツ炭、ソ辿1俎立美術館

近代名1面殷（ソ迎フルツェヮ文化大臣が来日した）ポンペイ古代美術股、デ

ュフィ回属（J艮、ボナール）足などが話題になつた。

-6-
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眈芸術洸に関しては、会員や院賞の選考方法について．、これまで、国会

窪いても再三、論議されたが、第 55回国会の衆議院文教委員会（質湘l者

碑艮方議員）でも論議され、昭和 42年 7月 19日には芸微磁員連盟の有

店と日本芸術院会員有志とで懇談会が持たれた。・

砂、芸術院会員の年金が昭和 42年度から 50万円を 60万円に増額し

た。

以上が、文化局 2年の歩みにおける主な導業、話幽とい．うぺきものである

が、文化局の設磁は地方における教育委員会の文化行政の体制にも大きな刺

穀与えたと思われる。兵庫県においては文化課が設置され、• そのほかの都

暉県においても、漸次その体制を強化する傾向9があらわれてきた。 W約141 

年11月にUり催された全国都道府県教育長協絨会の廂上、また昭和42年 5

月に文部省主催で開催された全凶都逍府県教肖長会議の席上、厘ねて文部省

珈ら文化行政の積極的姿焚が強閾された。その結呆、昭和43年度予算嬰

求の直点要望半項に地方芸術文化捩典が強く打ち出されたが、このよ うなこ

とは、これさでかつて兒ないことであった。

この2年の1111に、近代美術館の新築が進み、京都にIt!立美紺館が設1砒され、

文化財保設委員会の所留ではあるが東京1£1立博物館に大殷示場・を持つ東洋飢

領築が辿み、昭和 41年 11月には待望の困立劇場が落成開揚しくさらに

暉では且居前に帝函劇均が昭和 41年 9月に改築落成した。目立たないiJ}

駅はあるが、・皇后陛下の御遠麻を記念して且居内四兆嘩楽堂という音楽臨

噸築され、昭和 42年から紺年斯逍奨励のためその年の音楽大学卒業生の

岱：前淡奏会が行なゎれることになつた。すべて、後世に残こるこの時代の足

訳ぁらう。

以上のように文化局は発足後 2年有余で数々の科かしい成果をあげてきた

のである。とこるが42年11月佐藤首相が渡米に先き立つて、省庁ー局削減の指

ながあり、文部省においては柚々検討の結果芸術文化行政と文化財保臆行政

を寸本的に処理するため、内局の文化局と外局の文化財保股委員会の両者を ・

紐．L、新たにクト局として文化庁を設祉する方針をもつてこれに対処するこ

とになつた。文化庁投蹴に関する文部省設趾法等の改正法祁案は45年 5月 ・

紐を通過し、昭和45年 6月 15日をもつて公布施行されることとなつた。
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ここに文化局は文化庁への跳趾台の役割を果して、栄光に満ちた終局を辿ぇ

ることとなつたのである。

2
 

文化局設脱の経緯

文函省設紺法によれば、 （文部省の任務）は 「学校教育、社会教育、学術

邸ゞ文化の振殷及び醤及を図ることを任務とし、これらの序項及び宗教に関

する因の行政瑣粉を一体的に造行する資任を負う行政微関とする」とある。

っiり、文部省ほ教祖学術、文化（宗教を含む）の 5つの柱を受持つた行

暉閥である。とこ＇らが；文部省は教育省と思われるほどに、教背 1[riの行政

暉は充突しているが、その他の面、特に文化の面における行政機梢が弱9本

であつたことit.否めない。・文部省をMINISTRY OF EDUCATION 
と呼称するのも、このあらわれであるう。しかしながら、文部省内において

も、かねてから、教育、学術と並んで文化に関する行政を専笛する局を整倣

しよ 5 •とする考えがあり、槻構改革の折には、しばしば話題にのぼつたが、

暉化するにはいたらなか疇つた。一方囚民の生活水準が向上し 、余暇が増大

し．さらにマス・ メデイアが著るしく発迷し、国際間の文化交流が急辿に拡

冠るに及んで、文化の発展を期待する国民の船が）岸くなり、文化行政槻栴

頭実整備を望む声が大きくなったっ現文相灘尾弘吉氏が自民党文教制度調

在会会長時代、昭相 55年項には文化行政の一元化、因際文化芸循交流の活

発化をはかるため文化芸術局創設の栴想が練れられたようであり、また、総

暉の明治百年記念準備会議委員の福田恒存氏も明治百年記念事業として文

化省の設泣を提案された。

このような板迎が熟し、芸術文化各昇から文化省ないしは文化局を設砥し

てほしいという要望が示されて、昭和 40年 4月12日、総理大臣主催の第

5回芸術関係者懇談会の院には、佐藤総理大臣が、文部省の中に文化局をつ

くるよう禎匝的に努力する旨g明された。芸窟文化行政の強化はこのような

磁ぽんだが、一方、政府は行政仮構の整迎統廃合を強く惟し進める方針

をとつていたので、臨時行政聞査会は昭和 59年 9月、 ・「行政機構の統廃合

；：：関する怠見」を発表、その中で、文部省全体の部局の編威は必ずしも合理

-8- 、 :-9-
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I・,りと息われないので、全体的祝野に立つた根本的な検討を行なうことが必

災であるとし、特に体育局、調査局、町1！局のあり方を指悩した。そこで、

文部省でほ、製査局の廃止と文化局の新設について検討を韮ね、附相41 

釦股から文化局を設砿することとなつた。・（文部省設貸り法改正；昭和41 

年4月5[1)芸術文化各界の期待を受けて発足する文化油であるので、そ

の組織、月違内容の充実をはかるぺ＜．しtli々 の案も考えられたが、行政概

楢の拡充や抜木的改1/iが困難な時期であつたので、文部省内の文化行政関

係課を統合するという箱囲に止めざるを得なかつた。すなわち、社会教肖

局ICi祈屈する芸術課と沿作権課、閲査局に所屈するは語課、国際文化課、

組紐を合せ、それに局内の辿絡閥整ならびに庶務を行なう辿絡課として

の文化課を新改して、局長のもとに審謡官ならびに 6課を悩く構想となつ

た。ただ、文化課は、9 局の総括辿粕に当たるのみでな＜、文化局新股の泡

義を利iAt（内に打ち出すため ~c、これまでの芸術課の所掌事務を大別し、芸

術の向上、つまり芸街宋の活動を助成する面での施策ほ芸術課が｝祈掌し、

芸術のif及、つまり国民に芸術に対してOO心、埋袢を持たせるための施策、

砂咋、これ文で、や l,.手博であつた、生活文化、国民娯楽、新IJIJ、出版

に関する事務を文化課で所立することとし、これまでの芸術課の所字山務

を祈らしい文化課と芸術課の 2課によつてより広く、より深く行t;うこと
となつた。

とこるで、文化鳥設趾のための部務的準佃は大臣．故定（昭和41年 1月

2 8日）r．よる文化局設砒準備会（宮房長が主宰のもとに、人半課・長、総

務課提、細澤J•と、大学学術局庶務課長、社会教育局社会教育課炭、芸術

邸、潤査J,｝企画課伐が構成目）によつて辿められた。大学学紺／川が加わ

つたのは、濶査局の廃止忙ともない、留学生課を調社局から大学浮岱局に

移すことになつたからである。

文化閥設i如墳し、 1前1'；1の淡勢を示すため、政令（‘・文部省組織令）の段

-1 o-

附において、文化課の所掌出務に＇「文化施 i役に関すること」・「文化に関す

祖l体との述絡に1関すること」の 2つの項目を新らしく掲げることとした。

芸梢文化を撰典するための基本的悠度として、文化｝糾設の全国的な整仰

と民llll芸街文化関係団体の助成を挙げねばなるまい。これまでほ芸術課の

諄輝に芸術に関する・団体との辿絡に関することは掲げ・られていたが、

文化課においても、さらにこれを掲げ、• その姿勢を 1月らかにしたわけであ
る。文化加設については、これまで法令には掲げら ・れていなかつたが、 • こ
れを強く打ち出すことにした。新らしい9条項を掲げるためには関係官庁と

り難しい折樹を11i:ねられたが、・一方、文化施設と社会教育施設との性格が、

ものによつては必ずしも確然としないものがあり、社会教育局の所掌事務

との調整も必要としiこ。その結果、刷場、音楽謀等、いわゆる文化会貸・,に
ついては、その整備も巡営指導も文化局の所字であるが、美術館について

は、事務次官裁定（昭和41年 6月30日）により、 「悼物餡法の適Jりを

反ける美術紺についてほ、社会教脊局の所留とする（たとえば法人、補助

“墳）、ただし、これらの美術館において行なわれる美栢器及i化菜に関

するiji務は、文化局の所笞とする（たとえば補助金等・射務）」と定められ

た。なお、この裁定により、これまで社会教育局社会教育課が所管してい

た即II、雑誌その他の出版について法人、 •その他の事務が文化局に移され

ることとなり、日本新llll協会をはじめとする新Ill］関係団体、日本磁甜出版

屈会をはじめとする出版躙係団体、それに日木近代文学館が文化牒の所哲

に移された。ただし、肯少年院)l.J指導等出版物に関し社会教fかの磁点から

脳渾務は、社会教育）局の所管とされtこ，．なお、このほか文化局の設賊
ごともたい他局との間に浪務の分掌箇囲を取り決めたものには、外閲人に

3iする日本甜孜科に槻する↓財務がある。・巣務次官城定（昭和 41年6月

3 0日）により、 1．大学学術局学生課においては、当分の1111、・次に掲げる

'ii務を処理する。日本語教肖七ンクー（仮称）の設設に関する事務 2．文

闊困叩既vcおいては、当分のllll、次に掲げる半務を処理する。ただし、
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第 5 •Ej については、大学学柑局留学生課の協力を得て行なう，（1）外固人の

ための梓典類の紺梨沿よび刊行！d関する iji務 (2l日本語教育（ilf~ 会のリり {It

｀に関する事務 (3)日本雑教科磁の紺災および•fり 1引COOする出務という内容

のものであつた。

文化局の庁内位磁は1日糾査局の位鼠すなわち庁舎の 2附東ifi面となり、

5月1日発足に伽え、 4月27日ごらから突敢工事の改装が行なわれた。

5月1日は日耀日であつたので、 ．2日、改装途中の文化局長宝において、

全Jr"員を集めて補生芳邸文化局長から発足の挨拶があつた。・補生局長は文

化行政の追裂性を説くとともに、・社会の期待に応えるぺく、局員の梢励を

嬰望し、・・かつ局の述営には融和感に油ちた家族主義を楳傍した。

ー12-

5 芸術文化の振輿と普及

u) すぐれた芸術家の俊遇顕彰

．すぐれた芸術家の俊週・・顕彰に槻する施策としては、文化勲章の投与

（昭和12年以降）？文化功労者年金法による「文化功労者」の瀬彩（昭

相26年以降）、日本芸徹院会員の任命（・ 昭和 12年以降）、芸紺送奨文

邸大臣賞（昭和25年以降）＇ 、同じく芸術祭（昭和 21年以降）における

芸徽祭賞 ・・芸術祭奨励賞の授与等がある．（このほか春秋の叙勲および紫

授褒章等の栄典制度がある．が、とくに芸術文化のみを対象とするのではな

いから、ここでは省`略する。）これらの制度ないし雄策ば、あるものは戦

前にさかのぽる沿革を持ち、あるも の．！文戦後発足したものであるが、いず

れも芸術文化の振択に関する品本的施策に属し、文化局の 2年I用において

も格別の変更をみることはなかった。

7 両年度における文化賊章受章者および文化功労者のうち、芸侑文化関

係は次のとおりである。

4 1年度文化勲章は徳岡神泉（日木雨）、井伏閲二（文学）の 2氏、

文化功労者は前記 2氏と山崎党太郎（ ェ芸） 、東山千栄子 (i資劇） 、高

石呉五邸（報道 ）の 3氏が送ばれ、 42年府文化勲幸は林・武（洋画）、

呻届吾（建築）、小林秀雄 ．（文学）の5氏、・文化功労者は既受の小林

氏を除く何記 2氏と豊道春洵（賓）、河竹繁俊（派刺）の両氏が選ばれ

た。

イ すぐれた芸術家の優遇機関である日本芸衛院については別項にゆずる

が、同院はその事衆の一つと し`て括年芸術上の功綬顕著な者に対して恩

賜賞ならびに日本芸術院賞を賠つている。これは昭和16年以来、芸術

界における最も権威ある賞のーっとして芸術家の顕彰に大きな役割りを

果たしてきた。（ 「所轄機関」の項参照。） ．

ゥ 芸術送奨文邪大臣賞(8f釦門、貨金各 10万円）は芸硝各分野に対す

る国の年間貨として近来ますます世の注目をあつめて来たが、 41年度

は片l碕仁左衛門（紅l)、若杉 弘（音楽）、武原はん（輝）、豊竹

若大夫（古典芸術） 、吉行浮之介（文学）、池出満寿夫（美術）、赤地

ー13-



友哉（炎村）、出坂具挽（映画）．、島本久恵（評論）．、附木顛三（舒給）

の10氏に鼎られ、 42年度は新たに放送部門と大衆芸能部門を附いて

1 0部門とし、また 10件を15件にひらげ、中村芝区（．演劇）、大屈

国一（音楽） 、五粂珠実（樗踊）、山彦河良（古典芸術）、藤枝静男

・（文学）、故吉野秀雄（文学）、芦原義信（美術）、奈良原一高（美梢）

三船敏郎（映繭）、和出 勉（放送）．．、三遊亭円生 (• .•大衆芸能）、士方

定ー（許論）、森有正（評論）の15氏に贈られた。なお、次項に述

ぺるように、 42年度からこの制度の一環として各部門に七れそれ芸脩

送奨文部大臣新人賞（略祢「新人貨J・)，を付け加えた。． ；： ， 

二 このほか芸術祭における芸術祭賞および芸術祭奨励貨＇は、単なる斯迅

奨励の賞であるにとどまらず、芸術家の顕彰としての重味をも持つもの

であるが、芸術祭については別項で迩ぺることとするC

(2) 芸術家の新人育成

「芸術活曲の助成につとめるとともに新人の発見と育成をほがる」．．こと

は、文化局が発足にあたつて「当而の方針」．の一つに掲げて重視し寸ことこ

ろである ． •この新人育成のための施策ぱ 4 2年度から発足・した芸術家在外
（叶移制度および芸術迅奨新人賞の設定によって第一歩をふみ出し．、多年に

わたる芸梢界の熟烈な要望．に答えるこ．．とになつた， r 

7 芸術家在クトlilf條制度は、将来性のある・、新進芸術家を国貨で淘外に派剋

し、一定期間、その専門とする技芸の研さんにつとめ・させようとするも

ので、 42年度予算に在外研修員．4名な1年間派逍するに必要な経!t

（ただし後半6か月分は次年度に計上 ）が計上された。かくて「芸術家

在外「い蹄j段戻施要項J・（昭和 42年7月4日文部大臣哉定。）によ り、

派辿の対紙となる芸柑分野、派遥人員、・•91Jl 佃 、 ．．資格；選考方法等の大r』

が定められ、第 1回でぁる昭和4.2年度文部省派辿在外研修員として災

1ti．分野から央谷 博（ i:ili家55 成）、•音楽分野がら若杉 弘（．指揮者5
2淑）、舜踊分野から横井茂(m輝付者37叙）、演餓1分野からJ¥'1

虹 IJ消(j貨出家 59砒）の 4人の芸術家が欧米に派逃された。

・ 芸｛彫分野の多様さに比し、 4名と＂いう人数はあまりに少ない邸みがあ

り、その増Rが今後の課題として残されたが、明治以来、芸術家のみセ

ー14-・ : 

対象とする淘外研究制度がまったくなかつたこと、明治以降の文部省留

学生に含まれた芸術．家の数が営うに足りぬものてあったことを考えると

き、 この制度の発足は芸術文化行政の上に画期的な意義＊持つものとな

った。
ィ 芸術迅奨新人賞の設定は従来の芸循選奨制度を拡充したもので．、同じ

く新人肖成の一環として策定されたものである。 42年度予算にはじめ
て15 0万円 10部門、対依 13件、、賞・金各 10万円）が計上され、 4

2年度新人賞l'Cl_:i広渡常敏（派閥）、宮下 伸（音楽）、大原永子（巽
踊）、、野沢筋乎（古典芸術）、加賀乙彦（文学） 、高松次郎（美術）、

'竹村 博（映画 ）、兼高かおる（放送）、小島秀哉（大衆芸能）．、河竹

・企年（評論）の 10・氏が選ばれた。 ． ． 

り との”ヵ、3.1年度以降毎年実施している新人美術作品買上げ0)専策が
畑江t.:.-• これは文部省が年間の炭寛会、個展等に発表された美術作
品の中から俊秀な作品を買い上げて作家の創作磁欲を高めようとするも

のである。 41,年践においては、日本画で森田昧平、加山又造、加係栄

之、洋雨で村岡平絨、田村孝之介、井上艮三郎、森 省一郎、彫刻で淀

輝夫の作品を賀い上げ、 42年度ぱ日太圃で橋本明治、小野兵定、小

林巣屈人、洋i前で佐竹 徳、坂本笹三、締田広喜、 ．姦井貞二、彫亥11で大

内~1園の作品を買い上げた。この制殷は新人、中堅覇の作家のすぐれた
鱈如＆め、政府で買い上げることによつて作家に励みを与え`る辿旨で

あるが、・実施面においては、新人、中堅にとどまらず、大家・クラズの作

品にも及んでいる。 ． 

13) すぐれた芸術創作活動の奨励と育成

7 芸術祭

昭和21年た創始された芸柑祭は、文学 ・美術以外の全芸術分野を包

合する総合的な一大芸猾行事として、 20余年の歳月のうちに、次第に

芸能界、ひい't'は国民のllliに定沿してきた・。その趣目とするとこるは、
澁術の町り作活動辺紐し：．9・ゎが国の芸如活曲の水哨砂l.1:.せしめること

であり、また、ひる＜国民にずぐれた芸術を鑑貨せしめることである。

この向上と齢及という 2面のねらいは、ひつきよ "hのiilii面のごときも
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のであり、現行の芸術祭において主として前者を受け持つのが参加公演

であり、主として後者を受け持つのが主値公演である というにとどまる。

従つて、ここでは参加公演のみならず主催公演につし、ても触れることと

するが、この 2年1111における芸循祭の歩みば、その大筋におし てヽ従来と

大きな変化はなく、むしろ主催公演については若干の拡充をみたという

ことが酋えよう。

(7) 参加公演、これはいわば国の主宰する一大コンク ールであって意欲

的な芸術家が芸術祭賞または芸術祭奨励賞をめざして呉剣に技芸をき

そう紺である ．下表にみるように、これまでも・激増を硯けてきた参加

公演数は、 41年庇に至って芸術祭始まつて以来のものとなり．、芸脩

祭における参加公演が秋の芸術界にすでに深く根をおるしていること

を示した。
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家から新井みよ+（演劇）、 三条万里子（算踊） 0）ような新迎に及ん

だ。また当然のことながら．、能における演炎、演技、 古典楽曲の演癸

等の場合を除き 、受賞作品はすぺて新作であった。 ． ． 

（イ）主fI［公柑（これは執行委員会が主催または共拙し、公演経貨の一部を

文部省が負担して実施するものである。 41年疫は中央において因立

”•OO場記念公演「背原伝授手習鑑」等 1 4公演、地方11か所にお

いて「中山悌ー独唱会」等3公派を行ない、 42年度！文中央において

「畔l輝洲の釦（芸茄座）等 17公淡、地方 11か所において「崩l

輯入会公派」等 5植を1子なった。なお、翌 43年度が明治百年を記

念する芸術祭となるので、 ．その特別公演として演刺、・オベラ、パレエ

等を採り上げることを予定し~ 4 2年度中にそのための台本執箪、作
即U等を大（ム次郎ほか 4氏に委廓した。これは明治百年記念事業を機会

に主催公演を名実ともに充実したものにしようとしたもので、 ．J:.派の

哺i年1lf.iCI国が所要経費を11t上して制作委嘱を行なつたことは初めてで

ィ

しかし反ilii、部門によ つては、参加公演の質の向上が伴ったかどうか、

iliki附性的に参加した者も含文れていなかったかどうか、という反省

論も起こつた。このため42年においては、最初の執行委員会総会で

「参加を認めるにあたつては腋送主義で臨むこと。 」が確認され、．りi

知のため42年度参加公派数は削年度を下回ることになつた。なお、

虹者は 41年度において芸侑祭賞 11件、同奨励賞 66件、 42年

度において芸術祭貨 10 
件、固奨協貨62件で、それぞれ団体、錮人

を含み、後籍得三（能）
．、桂 文楽（• 大衆芸熊）のようないわゆる大

あった。 ．

補助金紀よる創作活動の助成

芸循文化活動．し太、本来芸術家あるいは芸術•関係団体の自由な活動にゆ

だねるべきものであるとの観点から 、その助成策としては補助金による

助成が煎要視されるに至り、このため昭和 34年から芸術関係団休補助 ． 

金の制度が発足して、創作活動の助成ー地方芸術の賑典、宵少年や一般

阻民に対する芸術の語及、芸術文化施設の檄能的充突、国捺Itりにおける

文化交流の促進といった芸術文化の領域における多ih1的な婆術にこたえ

ることになつた。．

芸術 l関係団休補助金

目．

1

つ
i
z
5
4
&

項

創作活動助成

地方芸術振興 ． 

冑少年等芸術醤及

芸術文化施設の充実

芸術因隙交流

計

4 1年度

9, 0 0 
j千円）

14,50 0 

1 2, 3 0'() 

2, 5 0 0 

59,720 

98,020 

.. 
（決簗額）

4 2年度

1 6. 5 0 
も千• 円）

23,000 

21. 5 0 0 

5.5 0 0 

47,000 

1 i 1. 5 0 0 

-16- ー17-

-――-



うち、創作活動の助成のための姉助金ば40年9知がら設定されたもので

あるが、文化局において（文これを特に煎要視し9.、．．補助金の体系の中でも

その充実には後先的に似俎することとした。すなわち、予算のワクは4

0年腹は45 0万円にすぎなかつたが、 A1年度は90 0万円、 42年
度は1,6 5 0.万円と絶対額においてほじゆうぶんとは言えないまでも、

この2年IIIIに将実なI巾びをはかったもので、今後もさらKI車長充実せし

めることとしている．これは予算のワクの範囲内で随時すぐれた創作公

沙（を助成しようというもので、 4 2 年度はオ•ベラ 4 団体、ノ：・ レニ 5 団体

音楽4団体、諜誦2団体が交付を受｛ボ←；ひころ赤字に悩みつつ創作活動に

たずさわってきたこれら芸術団体を助成する大きな刀となった。

ウ 現代美術述抜股

これは昭和37年に始まる「県炭選抜成」と 42年度に始まる「現代

美1が選抜朕」の2柿から成り、いずれも地方美術の向上・醤及に資する

ものであると同時に、 •中央およ び地方の美術家の創作活動を奨励する恋

液を持つものである。

（ア） 県殷送抜股 •これは各地の県展における一般公募作品から選ばれた

侵秀作品を中央に集めて披露するもので、この中て侵秀な作品には県

殷選抜股貨と賠ることとしている。各県で出品できる稲目布よび出品

点故は、日本画 (2点）、洋雨(2点，）、彫刻 (1点）、工芸 (1点）
杏(2点）、写哀（ 2̀点）である。 ． 

参1月状況は41年度（第6回）は 13 7点 (37県）、 A2年度

（第 7回）は 34 5点 (38県）で、この 2年だけの傾向をみても｀

地方美術の水中が浙次向上しつつあること、各県閥の格差が消えつつ

あることが明らかとなつtこ。なお、 42年度は沖縄が洋ii!ii(A点）、

工芸 (4点）、 {It(1点） 、写哀 (1点）、計10点を特別出陣した。

{,I)・中央、地方の芸術文化雄汲の梵伽充実

麟 t5及の拠点となり、また芸術創作活動の発表の謁となる美術館、文

吟 j釦況の文化施投の花伽、充実のための施策ほ、昭和41年度及びffi14

2年nばかけて、次9心述ぺるよう l'C大乳かな進成をみt・~o 

ア 国立苺術文化施設の整備充実

ー18-

まず、東京国立近代美術館は、・昭和27年6月に、現在の原屈に設

践されて以来、昭和 55年度と固564醸：に一部施設の改迫、整備を

行なつたが、その後所厳作品は増加し、現施設では狭いということ

で、昭和41年 1月 11日の閣磁了解により、皇居北の丸地区に新築

移転を決定し、・昭和42年5月・3日に、新築のための地鋲祭が行なわ

れ、同年 1o月・6日には上棟式か挙行されて、昭和 4.3年 12月9Cは
鉄骨、鉄炉・ン．クリー ト造h、地上 3陪、地下 2附の次の施設が完成

することになった。これにより、同館は旧施設に比ぺ、展示場ijji根に

虹て約5倍のスペ-スをもち、近代的な賭設備を整えた美術館に桟

様替えして出発することになった。

この新美術館の基本設計は、文部省が谷口吉郎博士に委嘱したが、

その設計に基づき、 ・プリジストンクイヤ株式会社会長石楢正二郎氏が

工取貨を全額雌して建物を建設し、完工後これを国に寄附すること

になったものである。

新炎硝館建設概要

卵東京都千代田区代官町 （北の丸公園B地区．）

~恩扱敷地i面積 5. 4 1 2, 2 68元(1,6 57. 2 1坪）

構造鉄骨、鉄筋コンクリー・ト造、地上3階、地下 2階

内容展示室 3,956m 

作品庫 6 0 ・7 rrl 

購．紘 1,0 8 8 nf. （約 50 0人収容）

ず朕外展示場ifii根 8 1 5而
厖工鹿島建設株式会社 ． 

経費エホ費約1,2億 5.O O O万円

さらに、＇との移転後の京楢のI日施設の利用については、同飢のフィ

ルムライプリ＇一部門をフィルムセングーとして充実強化するため、そ

頭査を 45年度比行なうことに決まった。

また、＇昭和38年 5月に困立近代美循町）京都分館と呼称されて発
足した紺立近代美硝館分面も、多年の念恥がかなつて、昭和41年6

月1日に、今釆篤9ぽ館長（剥国立近代美i釘雌次長）のもとに京都団

立近代如碑として独立し、その円柑な迅営と発股が期待されること
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になつた。

また、阻立凶洋炎術料I；てついても、昭和42年度から 2か年で、現在

の放地に隣接する土地2,2 0 8, 0 2平方メートルを1i1..l!列繭新営炊地とし

芍！収し、その充突を図ることになった。

ィ 地方公立文化施設の整備充実

叫 I4 2年度から新たに、芸術醤及の拠点として音楽堂、敷l場、炎

彬作品［印示場等の釦能を合せもつ公立文化センクーの設紅を促辿する

ため、地方公共団体（都道府県および人口 10万以上の市）に対する

補助金交付のみちをU肌ヽにこの補助金は、補助対紋部分(*'-/レ、

殷示nJ等）が1.O O 0乎方メートルを超える施設の建設に除し、1飢

当たり 1、50 0万円を補助（％相当額）するもので、昭和 42年度4

姐分、昭和45年111.5館分を交付してきた．

この計1tliiは、現在、全因で人口 10万以上の市15 7のうち公立文

化施設未設'i.l.の約 60市に、少なくとも各市 1俯を目様に設臨促辿を

図るためのものである。

をた、一方、昭和 41年陵から、地方美術館の活動を活発にするた

めの施策として、全因の公立笑術館が所成する美i付作品を訓査して、

「全国公立美梢館所祓•作品目録」 第 1 災 「 日本画」（昭和 4 1年度作

成）、第 2集「洋i前」（昭和 42年度作成 ')の部を作成し、美術飢や

関係恨11¥JIC配付して、地方焚術館の所祓作品の相互利用を図つて きた，

(5) 地方芸術文化活動の推辿

わが困における芸術文化活珈ま、中央偏頂のきらいがあり、中央と地方

の格差が沿しい。地方住民が芸術文化を享受するという点からも．また全

叩りな広い基綿の上にこそわが国芸術文化の発殷が期待されるという点か

らも、地方華内文化の振典を図る必渓がある。文化局発足に除し、当面の

姐点施策の一つとして、 「地方芸術文化活動の推進」があげられたのも、

この慈味からであり、それだけにこのための施策としては、前述のように

①4 1年戟から「全困公立美術姐所敲作品目録」を作成配布し、昭和42 

年既からは、＠地方公立文化加設の建設促辿のための庫没蛯備貨補助を笑

施したほか、さらに t司年度から、③肖少年への芸術晋及のためのいわゆ
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る 、 「肖少年芸術剥場」の雌催を、また、(~)従来から実加していた「県J足

碑成」に「中央展選抜殷」のIit1位を加え。新たに実施した。ついで、昭

れ143年疫からは、⑤待望の通府県が主催するすぐれた芸術文化行琳を助 ．

成する「地方芸紺文化振保費補助金」の途をひらき、地方芸術文化振典の

ため、地方公共団体の果す禎梃的な役割を期待することになつた。

以上、文化局菟足以来、約 2年ri.¥1、C、新たな進展をみた地方芸術文化活
動推進のための蹄旋策をみたが、これらのほか、 ．従来から実施しているこ

の面における謡施策を含め.'..2、年間の実施畷況 (45年度の予定計画を含

＇む。）をみれば次のとおりである。 .. 

地方芸術文化振輿製係＄業哭施吼況

ア地方文化施設等巡営指違

4 1年度予筑額 4 2年疱予算頒

（千ドl) - （千円）

658 658 

全国美術館利用作品目録作成

第1泉「日本il'il」 (41年度）、第 2集「洋両」 (42年用）

イ 文化挽設整備貨補助 4 1年度予算額． 4 2年度予涼糾

4 2年度交付県、市 （千円） （千Pl)

O . 60,000 

新辺県民会館、奈良県文化観光会館、福井市文化会位、尚l岡市文化セ

ンクー、豊橋市民会餡

ウ 地方芸硝文化活動費袖助 (43年度）計雨大要は次のとおりである。

予筵額 （千円）

10.000 

①目的

地方、における芸術文化活動の振興をはかるため、都迫府県教育委員

会が主悩する優れた音楽、洞刺、鍔嵐美術、文芸笞の芸術文化行導

←ついて、その経費の一部を袖助する。

C）補助ボ菜者

都道府県

—?1-
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(9 補助対東事業
次に閲げる芸術文化iサ岨のうち：ー以上の行求＇について都追府県教

姐員会が主催して実施するものとする。 ： 

芸硝文化行軍 内 容・ ．

（］） 県総合美術朕
... 

美桐 1テ¥
{2) 特別企圃股

，． 

ll) 音楽公演会

（専門楽iiまたは自立楽団による公演に限る。・）

!2) 油刺公演会

芸能け tμ （屯ドり刺団または自立蔚l団による公演に限る。）

(3) 拇蛹公演会

（専門葬踊家・舞踊団による公演に限る。）

以上については、 9恥土芸能の公泊会を玲いたものとす
る。

． ． t’● 

文 芸行り9『'9 文芸講演会
. (2) 文芸作品集刊行

工 芸柑祭地方公派 4 1年料幸削{ 4 2年町f輯）
< 4 1年度＞ヽ 1, 6 0 0 . :.... 1. 6'. 0 Q 

「中山悌ー独喘会」（ツユーペルト作曲 f冬の旅」より数曲ほか｝
秘iiふ此匁l、愛媛、1甜l.IIの各保
H訊・友井バレニ印公演」 （＾ラキレフ作曲「ク．マール」ほか）
ih＼島、山形、秋出、肖・森の各県 ． ．． 

「映画の）貶史を見る会」．（無戸映画名作の説1川・i半戻っき説明）
（「キッド」 「かAA"t(.(」 「ネ如畑」 ．「ポンペイ妓後の日」ほか）
愛月）、糾I;（Jの各限

く 42年1文＞

狐和玄洋作 「いのちある日」（刺団新人会公i貨）・

i.,j1ょ、秋LIL、山形、糾島の各県
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叫秋＋演出「白鳥の湖」（牧阿佐焚バレニ団公洲）

愛知、三直、徳島、香川の各県

miの歴史な見る会」（熊声映i匝j、名作の説明 ・伴姿つき）

（「プラーグの大学生」 「幽籟」 「他靴八荒1「荒馬王」ほか）

愛知、福I/illの各県

ォ脅少年芸術劇場 4 2年度予謡額

<42年度＞ 5稲目 20,000(千円）．

オペラ 「躾々夫人」 ・ニ期会合喝1:.11、東京都交咎楽団公演

東京、仙台、北上、秋田、山形の各都iii

新綱 「ジュ• リアスシーザー」糾阻．「震」公演

東京、肉瓜松山、＇高知；徳島の各都市

能・狂言

狂言 「柿IL伏」．． ・ 「四§」• 野村万之丞ほか•
棺 「そ上」 ， ．． ．， 甜世元昭ほか
東京、北九州、大分＇、縣児烏、宮鍋の各都市

文楽 「傾城反魂香、土佐将監・閑居の股」

• 桐竹紋十郎ほか

「雪狐に姿湖 嵐山の秋、‘猟師左内より冬の湖酢」

，＇ 吉田栄三ほか

紅、鳥取、出裳、浜血防府の各市

洛語 ・籾談

給ili. 「やかん」等 林家正蔵ほか

紐 ＇「五J!.Iさ ばき」等， ＇一竜斎貞丈

m、.i財月、長岡、那山、足利の各都百
ヵ 明治 ・ゥ大正し・昭和三大名作展の巡回 4 1年門百集M42甲野t簗問）

t 1• 5 2 1, 1 5 8 

明治以僻のわが膨近代の代表作家の分作、絵画 ・彫刻 ・工芸等約 90点

を、 9月から 12月までのUりに、 1会場 2週l叫程度のJ輝1で、次の場所

で巡回脱ポした。＇．＇

4 1年度山形、‘釦成、福島の各県
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4 211渡 [(山、石川、脊川、長埼の各県

A: j見代虹遥抜I艮 4 1年）的［＇麟） ・

. 5.. 0 5 8 

印這抜展および中央展選釦成（前述．のィとおり）

ク 各即繹会のUMfi* 4 1年胆r孫砥i.．
千円）

2, 9 1 8 

① 主として柑少年を対象にした技祖謡稽会

4 2年 9勺頴）
6, 0 9 9 

． 
4 2年度予訊
.... 
2; 9 3 i 
（千尉

i訓紐沼会(8プP ン`ク・各ブ P ツク 1か所2日間）

4 1年度東点、山形、 ・岐阜、京都、広島、徳島、‘熊本の各都限

4 2年1S( 宮城、山梨、石Jll、滋賀、品板、香川、宮崎の各限

合咄胡営会 (6ブロツク各プロック 1か所 2日問） ．

4 1年h} 岩手、長野、磁井、和欲山、山口、鹿，児島の各県

4 2年10'. 北海道、新潟、三誼、兵郎、高知；長崎の各逍県

¥2) ．祁迫府県及び指定都市芸術文化担当者柄営会 (41、42年度とも

東京で 2日間）

ケ 地方芸術文化抵邦のための民Ili団体助成

4 1年度7伶欝） 42年吋翠周）
・ 14,500 23,000 

群｝．（t交忽楽1卦、札祝交容楽[Il、東京揺交聰染団の移動音楽教室等のり9菜

に袖助した。

コ 19t≪り授関の所誠作品の地方巡回展

① 東京L礼が．近代笑侑館の所題•作品 (2 0...:.3 0点）を毎年全函 10か

9祈に巡回1良示した。

;~) 困立凶洋美術船の松方::,レクシ ヨンを缶年全国 2か所で展示した。

サ 均少年臼楽 ・i暉等醤及のための補助

4 I 年度了翌欝)• 4 2年叶闘）
1.474 1,474 

地方公共団体が実純する沼少年のための地方音楽団体、演劇団体の公iii

紀対 しその公浙軽役の一部（％相当）を次のとおり補助した

4 1年lit j!j森県ほか 27肌(1県30• 千円～ 8 0千円
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4 2年度 北泊送湘河町ほか 12市町村（ 1限 50千円～ 10 0千円）

t6) 甘少年への芸術歯及．

青少年に対し、自ら芸術活動に参加し、たのしみながら芸術に関心と迎

“i こさせるための酋楽活勁、戒闘活励、炎街活動~文芸活動の奨励を

図り 、またすぐれた音楽、放邸］等の第ftの伐会を提供する ことは、'tm拙股

”“i・い人間性の形成に役立つとともに"巾広い芸術現鮮の因民的品盤を
作り、 さらには、次代糾月う胄少年の位全育成の点からも板めて諏？さなこ

とである。この意味から、この面についても文化局発足に院し、．当面の直

点旅第の一つとしてその推地方がとりあげられた。その発足から 2年1/1)に

は、圃述の冑少年音楽演船J磁及のための①演劇胡習会、合唱講笞会のUfl催

c地方公共団体に対する地元公派の音楽会、演閾会等に対する助成、さら

！くは、従来どおり 、③年 1回、東京で、各都逝府県選出の背年による音楽、

汎剌、炎術の活動の成果に発表の場を提供する 「柑年大会恭能文化部の開

低笞を、行なつtい このほか、特に、・次に述ぺるいわゆる「宵少年芸柑llSJ.

場」の槻似を42年度から新たに突旅するととも紀、民lit団体が突施する
刊少年への芸術歯及のための箭序業（たと・えば、こども芸術祭、Hi少年芸

梢染の脱！It、児窟浜燐lの地方巡回公浙、中 ・和校生向け符絃楽教室の巡回

公訊笞）に対する底の助成1C大幅の辿展をみた（昭和40年度7,4 5 0千円．

4 1年度 12, 3 0 0千円、 42年度 21. 5 0 0千円） ことが特班される。

冑少年芸術~l場 tcついては、すでに公演種目、演題、開催県等について

述ぺたが；その実雄要項は次のとおりで、閃が、その公沿（に姿するtutを

ほとんど負担し、胄少年に対し、無料て入場させるこの稲の氷業は、 [ltjJijj 

的なものであり、開催各地において多大の好計沿博した。

l日和42年度青少年芸祖刺場実施要項

1 趣 ・旨

・W少年に対し、すぐれた音楽、演餅l第の笛伍＇の股会を提供することに

より、育少年の芸裕鑑貨商刀の向上と坐かなt肖挫のかん淡に資し、もつ

て出民の芸術への理解を渇め、わが国芸栢文化の駁快をはかろうとする

ものである。

2 実施の方法および内各
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公派の種目はオペラ、新刺、稲・• E．宮、．吝楽、浴語 ・秘淡とし、それ
ぞれ中央ならびに地方において計 5回（（環回公演を行なう。

毎公油とも専門家｝Cよる鈴賞指導をあわせ行なう。 ．． 

公演団体および洲目の選定にあたつては、・専門家の意見を求めて決定

する。

5 主

中央公i祇

地方公演

IIi 

4 協焚

文部省・深京都教育委員会 i , ‘.. .• 

文部省およびりり1位送府県教育委員会または指定都市教

育委員会とし、必要により百町村教育姿員会および公

立文化施設を加えることができる。

新LLLL社、芸術1紺係団体等の協刀を得る場合には、これらは協賛名儀と

する。 ・

5 会山

中央公演

地方公演

6 公r貨の時期

況の門ホー：ルまたはその他の公立文化施設

開flk地の公立文化施股およびこれに準ずる施股

7 月ないし 8 月とし、• )lit.IIlj と して昼閥公演とする。．

7 公演陀嬰すろ託、t~区分

中央公派 文部省

地方公演 ブログラム印刷貨、派退質、公演貨は文部省。会場似

釦頭、連絡貨とその他の雑貨は開催地の主催者。

8 人場者()n3格

jり少年で．主催者がその定めるとこるにより、無料招待した者。

(7) 芸術文化の1翡院交流の促進

閲際IIりの芸樅文化交流を促辿するt-ii砒は年を追つて充実され、この2年

においても1疋米以上にわ国的な促地が図られたと言いうるのであるが、こ

こではI:訛補助金の交付によつて辿められた芸術閲係の国尿交流単棠に限
つて述ぺる。

4 1 ci閂9位 、！］環改も多く多彩な年であったが、うちE1本の芸術な海外に

ー2←

．， .. 

朴し出す方のdt業としては現代工芸美術家協会による日木現代工芸のヨー

，ッ嗅（独 ・ 併数都市） ．‘•第 1 5回アジア映画祭（韓国ソウル）への参
JJoならびに困際芸栢家セソクーによる民族繹踊の曲査 ・研究 ・紹介の4凜

があり、外国の後秀な芸術なわが国で公OOした り国旅会絲をり暉したりす

る方の限粟としては、弟9回大阪因院フエステイバル、第7回日本現代美

雌、 日本近代文学館による「トルストイ I~」、第 1 回ユダム ・ メクフラ
ィ世界コンクールおよび国際辿型芸衛辿盟日本委員会による第 5回fi!'.I際造

型芸i杓会議の開催があった。

4 2年度においては； gil者9に属するものとして現代工芸ヨーロツバI良

("ンドソ ・パリほか）があ h、後者と・して第 ,.0回大阪園際フニステイ

パル、第9回日本国際美術服、第 14回アジア映画祭（東京）の開催があ

った。
・なお、これと関迎するものに芸術文化施設の充実のための捕助単業があ

る。これは直接的に困際交流を促辿するものではないが、日米文化交流会

語の結論でもあったように‘・芸祖文化に関する内外の資料を整備した叫査

世話横関を設脱することが文化交流に不可欠である．との見地から、芸術l柑l

饂体を助成してその機能を充実せしめようとするものである。このため

4 1年度は日本派刺協会、フィルムライプラリイ助成t糾訊会および閑際芸

諒センクーの行なつたこれらが凡業＇を助成し、 A2年度はこれら 5団体

および蒋•作梱資料協会の事架を助成した。
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4 国語施策の検討と国語の教育の振拠

iII I •!i fii寄秘会の状況

文化局発足直後、 ．磁涵賓．議会に対し、中村文部大臣は、

第58回総会（昭和41年6月 13日）においべて「これまでの国訊施須に

I遠旋の経験にかんがみ、稲々検討を要する閥題があると考えられるので、

この際再検討を加え、その改菩を図る必要がある。」という理由を添えて、

「 l酋組綸策の改令の具体等紀ついて」という諮問を行なつた ．ヽ；• この箪岡に

当たつて 、観語の次出はi災字かなまじ h文にしよることを前提とすることを

l即Jらかにするとともに、 「検討すべき問題点」として次の諸点を示した。

0） 当用漢字

ア 当）諏字表（別表を含む。）の販り扱い方ならか這字の選定にOO

する方針およびその坂捨迦択について。

イ 酎JIiの整理に1紺する方針および音＃IIの坂捨迅択についで。

ゥ 字体の椋＆＂に関する方針および各字の椋準 について．

(_~) 迭I)がなのつけ方

送 I)がなのつけ方に関する方針およびその内容について。・

Q； 現代かなつかい

現代かなつかいの内容上の問源点について。 •

Q) そのIIし、上紀に関；；J!する琳項たついて。．

“寄議会では、この諮Itl ic答えるぺく ~ 淡字部会、かな 部会および ,1ヽ

峠会を設けた。没字部会でほおもに「当用泌字音期l表」について、文

た、かな部会ではおもに「迭りがなのつけ方Jについて徘諮してきた c

また、小委員会でば、各困糾施策のそれぞれの性格や、教柑の場とのll!J

辿況ついて検討し、さらに施策の突旋方法である臥Ii令、告示の1乱題につ

いて寄球した。現委員による！＆終の徳会である昭和 45年 5月 27日の

第69回総会（てはそれぞれの部会、姿員会から報告が行なわれた。これ

ら岬されたr"ば 、次叫輝客議会にそのまま引き就がれて、さら化
虹が祓行され、結論が得られたとこるで答申がなされる予定である。

切 l!~,lli 施策の検jtt

7 11紐•4姐：に関するほ見収集
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現行の当用淡字表等の国曲表記の基幽に関して、これらに液い関係の

ぁる威務にたずさわつている者の意見な収榮して因語表記の改善に関す

る参考資料とするためにアソケート調査を行なった。

殴和42年度!i、64 9人を対象として突施したが、 9Q％を越える
5 8 8人の回答を得か (43年度は、 別な磁点からこの秘の糾五を1子

ts:う予定である。）

ィ 淵語施策関係資料の作成

これまでの国語施策に関する杞稽・文献等を集大成して、今後の怖絵

の参考とすることが目的である。

4 2年度は、淡字に閲する資料を作成した。 (43年度は；・かな関係

の貸料を叶面している。）

備考 このほか、 45年度には全国各地で公聴会を開催して、困ihtlり1俎

に関する意見を賭取する予定である。

{3} 困語の教科の振興

ア 阻語ツリーズの編染刊行

町語シリース・は、 1団語の改醤と国語教育の捩興に関する施策を者及‘徹

底するために組染するものであって、即躙坦紺・閣語赦百船 •!Fl語生

暉 ・1月揺教没組iおよび資料糾に分かれている。この 2年間に 2Ill}を刊

行した。

イ 国語赦育研究協譲会の開催

現在のわが団の文字 ・ことばについての賭問題を研究協議し、困船の

教育の充実発殷に資するとともに、阻語 ・団字It1)題に1掲する限民一般の

理解を深めて、今後の国語改善方策のよりどころを得るためのものであ

る。

4 I年度ほ、全困を 3地区に分け、群馬県、奈良県および佐賀県で突

雑した。

4 2年度は、 「当用漢字表をめぐる諸ll暉 i'Cついて」 という研究協秘

・却識を僻、 ｛紺島県．、千薬限、 •岡山県および香川県の 4地区遠恥 t.: 。

ウ 救資における国雌閥題の調近

昭相 59年度．から 42年度まで
4か年にわたつて義務教育における漢
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字の也得状況について訊ぼするもので、血が政策上の基艇貸料をiも、あ

わせて学四指埠上の参考（•こ資するためのものである。9

胡甜は、• 秋川、東京、富山、 三並 、 徳島 、 佐賀の 6 都県で行なわれ、

各県とも小学校 2 校 、 中学校•2 校、合計 2 4 校の児泣 • 生誌延ぺ 2,40 O 
名を対象として実施した。 ‘ 

4 I年虹ほ、当用漢字別表以外の当用漢字96 9字の一部 47 ・5字の

淡字および人名用淡字別表92字の淡字について閑査した。

4 2年度は、同じく 96.9字の一部57 6字(_41年度と一部踵複）

について閲査した。
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'‘ ‘‘’ 

5 外国人に対する日本語教肖の振哄

紐 、国底文化交流が辿股する．に伴い、外限人に対する日本語教育を充哭

瞑させることがますますその直要性を加えてきている。クト困人に対する日

紐教肖を推進するための基本方針として

7 日本語、とくに現代語の語い ・文拶その他恭礎的な潤査研究

ィ 科学的な日本語教授法の開査研究

ゥ 日本語教授者の百成• 研修
ェ敬材・教具その他の資料の整備．

＊ 学翠者の環境的条件の咤備

カ 国内体制の拡充 ・強化

キ外国関係扱関との巡絡提携の強化

が考えられている。
この方針に基づいてこれまで池めてきたm菜のおもなものとして昭和 5
8年餃から辞典 ・教科粛の紺集刊行、視聴党教材の作成、日木語教所研

低会の開催および日木語教酋機関 ・教授者等の実態調在等がある。

1 外困人のための基本語用例辞典の作成 r 

すでに刊行した「外困人のための漢字辞典」および「外固人のため

．の専FLり用詰辞典」との三瑯作とじて刊行するもので、 41年府以来見

出し語、閾述凪＂・反対紺iおよび派生語を含めて合計約 16, 0 0 0語を

輝し、その用例を主体としたものとして刊行するように雌9龍中であ

る。

2 F.I木栢教科街の作成 ， 

暉人で日本訴を学四しようとする者に対して、その学四活助を効

果的9tする目的で脳集したものであり 、教室におけるM!I説本としても、

”者の自習用としても活用できるような配恩を加えたものである。

現在、初級7分冊、中級9分1lいを刊行した。(43年度に上級匂lli子

してこの母菜を一応究了する予定である。）

5 日本詰教対研≪¢会の開催

附和 41年ぽから曲始した事菜であつて、外即人に対する日本fill教

配の価究もしくは実務に従甲し、または征事しよう
とする者に対して、
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恥餅および七の教I文法等に町立磁的、一般的t“者問題について
のlilfiゑを行なつて、夕国人に対する日本語教付の充突発展iC惰するた

めのものである。

4 1年阻、 42年度とも初心者と現版者とに分けて、それぞれ約 1

迅Ilりのfilf修を災施し、その成果をあげている。

4 日本油教肖の実態潤迂

留学生対策のみにとどまらず、広く内外の外国人を対象として日本

血虹J を充実• させるためには、そ の教育機1娼氾よび教授者について 。

その教投法 ・教材 ・教具等の状況を詳細に調査する必嬰がある。

4 2年度は、まず、国内45槻閥および 1,0 2 1人の教授者につい

て』拉した。 (43年度以降ば海外の扱関 (33カ・国、 4.70機閲）

について逍査する予定である。）

5 視聴貨；教材の作成

Ii本i！淳＇くf1において今まであま h開拓されていなかった映画 ・スラ

イド・釦霞叫認戊教材を作成し．、教投法の改咎向上に資すること

を甜けしているが42年度は、外国人iて対する日本語教育の琳入とし

て、 "LETSLrn碑 1JAP紐 ESE" (El本語へのいざない）という 16 

1111カラー、 トーキー 3巷を製作した。 (43年度以降は、さらに日木

ati教肖の指社の段階で役にたつ映匝の製作を計i前している。 』）
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6・著作権制度の改正等

il}著作椒制Illの改正作菜

7 著作権法の全部改正

文化局設滋に先立ち、・昭和 41年4月．、培作撤制殷審議会は、昭和 5

7年以来4年にわたる検村を終え、 、著作権法の改正と隣接権制度の創設

：に閲し文部大臣に答申した。文部省は、これ‘により、ただちに法案作成

の作菜な•池めたが、その手続きにおいて特に似直を期し、まづこの答申

に基ついて「著作権及び隣接権に塊する法律草案」を作成し、尚年10 

凡文化局試案として一般に公表し広く各界の意見を求める措趾をとつ

た。ついで内閣法制局に担ける法案審践の進捗とともに、昭和45年 1

月、著作称法の全部を改正する法律案（第5次案）を捌係団体等に示し

てその紋終的意見を徴し、 • さらに検肘を加えて成案を得、本年 4 月 2 ,1:1

和 I)1 2 4条附則 18粂から成る沿作植法案についてIPJ諒決定を見・た。

．この法律案は、音楽著作者、実淡家その他稲利者側から早鉗lfi'il会上提の

哭望が強かつたにかかわらず、困会対策上その他の理由から、ついに第

5 8回囮会には提出されるにいたらなかつた。本年 5月29日開催され

た総理招待芸術文化図体代表者懇談会において、．．．佐藤総理は、このこと

icついて出演者に対し逍感の意を表するとともに、次期通柑困会への法

案提出とその早期成立を約束した・

ィ・保護期間の哲定延長 ． 

• 著作楕制度の改正作菜中に著作樅が消滅することとなる著作権者を救

済するため、著作権の保殿期間は、昭和 57 年 4 •月、当分の問、 5 0年

から55年に延長されたが、その後、改正作業の進捗状況にかんがみ、

昭和 40年5月、さらに2年間再延長された。文化局における法案作成

作業にあたつても、成案を得るまでになお若干の日時を要すること、ス

トツクホルムにおけるペルヌ条約改正会謡の結米を考［直する要があるこ

と等から、昭和42年7月、沿作碓法の一部を改正する法律（昭和42 
年法律第e.7 号）． により、保設期間がさらに 2 年1m延長•され、また、従
来延長措趾がとられていなかつた写呉・団体名殺の著作物についても 2
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昨Ilの延長措泄がとられた．否作権制度の改正作菜は、•この 2 回 vc わた

る保融期liりの再延災によつて、おそくとも、昭和4.5年 1・月から新制I!（（

を尖施することを目途とする•こととなつた。 .,・. 

ゥ 呑作植仲介業務制度の改各

著作栢仲介菜務制度の改世については、哨作権法改正，とは別に、昭和

3 8年 t1月以来著作栢制度街．総会において悔磁が行なわれてきたが、

昭和 42年5月、固審綾会から「著作植仲介業務制度の改菩」について

吝中があった。、このI固題についても、答申に基づいてば 現行仲介菜務法

の巡｝りを考應するとともに、改正法案作成の討11龍をすすめている。

(2l ペルヌ条約の改正等

ア ストツクホルム知的所有楕会議

昭和 42年6月 12日から 7月 t,4日までストックホルムにおいて知

的所打椒会議が開催され、文学的及び美術的著作物保設に関するペルヌ ・

粂約が大IP;,c改正されたほか、ペルヌ同盟および工業所有権保腹に関す

るバリl口1盟の共通の管理機1園として世界知的所有楕悛関 (WIPO)を

設灯する条約が創設された。わが国からは、この外交会訊に 14名の代

表1:11が出席したが、文部省からは、安迅前文化局審議官（現文化局長）

阻ftす名f暉制度帝級会委員、佐野若作稲課長、大山、．佐竹両著作杵t『tりi
務官の 5名が参加した。この会絨において、わが国の主張はおおむね容

れられたので、安逃代表は、 l祖紙の了解を得てペルヌ条約ストック・ホル

ム規定、 '¥VIPO条約の双方に署名した。

OiJ記した培作権法案は、このペルヌ条約ストツクホルム規定および昭

和23年に改正されたペルヌ条約プラッ玉ル規定の内容を考咆しつつ作

成されたものであn；著作楕法案の成立とともに、これら新条約の双方

またはいづれかへの加入・批准をはかるぺく、外務省と協議して準俳を

すすめている。

イ ペルヌ同盟常任去目＇会およが第9回・箸作樅瓦紅U委員会

昭和42年 5月、ジュ・ネープ代おいて、万1討著作楕条約（第 17条）

の改iEI月雌とペルヌ固盟との1姐係を討誠するため、ベルヌ同盟常任委員

会特別会がり暉され、文化屈安巡柑踏官（当肋）がオプザーパーとして
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参加した。．さらに同年 l2月、ジュネープにおいて、 Jj阪苔作・椛条約改

四国委員固改述手萩の改正等について討議するため万国・著作権条・約

による著作椒政府 rru姿員金( • 第 9 回）．．．と・ペルヌ I治j 盟常任姿員

会（第 15同）．．とが合固して開催され、安逹文化局長が代表 ・

として参加した。

ゥ なおく著作楢関係の閑際会議としては、このほか、前紀ストックホル

ム外交会議にさぎだつて、昭和 42年 1月、ニューデリーでij}］1ttされ、

・開発途上国における著作権の保殺に関して肘議した菜アジア希作権七ミ

ナーがある。この会議には文部省から著作権課の大山事務官が参加した，

(3) 説明会の開悩等 ．

若作椋制度改正作業の池捗状況に応じ、 •関係者の理解を深めるため、昭

和41年 5月には、哀京、大阪、福岡で-昭和 41年 II月には、東京で

それぞれHi{紀寄議会の答申、文化局試案について公聴会を兼ねた説明会を

開懺した。また、昭和 41年度および附和42年I.知の苓作権諮砂（全国

7プP ツクでl1社1様）においても、審議会の答申の辿旨、文化局試案の解説

を中心迎目として説明した。

(4)その他1期係法令の改I孫

7 ．予約．出版法（明治 42年法律第55号）が．、許可認可等の整刑に関す

る法律 ・（昭和 42年法律第 12 0号）の施行により 、昭和 42年 8月 1

日から廃止された。． ． 

イ 著作権法施行規則の 1f俗を改iF．する省令（昭和43年文部省令第 10 

号）により 、昭和43年 4月 1日から実名登録以外の著作権登録につい

ての官報公告の制府が廃止された。
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7 教育・文化の因際交流

〇 文化協定締給淵等との交流

現在わがlh'Iは、美、仏、独、伊等 IIか困と文化協定・を綽紺しておn、

協定の趣旨にもとづき、これら諸国と文流をはかると1司時に、文化協定禅

結閑以外の1国とも、個々の柑業に関する儲別的取 I)芦め等により交流をは

かつている。

（（） 文化協定にもとづ．く混合委員会

文化協定の規定により昭和 42年危に下記の二つの在東京混合委員会が

開催された．

ア 第 4回日炎混合委員会 ., ・: 
昭和 42年5月 18日（木）午後 5時から外務省会議室において、 B

炎それぞれ 5名の委員からなる混合委員会が、旧＇英文化交流実紺の検討、

今後の El炎文化交流に1対する討議等を議題として開催された。

イ．4! 1回日印混合委t.1会 ., ,.,・ ,・ ... 

昭和42年5月22日（月）午後3時から外務省会減室において、日

輝 j5名。インド測 2名からなる委員によ 1)、日印文化交流についてを

拭題としてIll!催された。

(2/ 文化協定諦粘11樗からの学者招致

文化1ぃ定締結困第から人文、社会、自然科学の各分野の指岨的立場にあ

る学者を、 2か月IIりわが翔の大学、砒究所等における＆輝、1i1f究指導およ

暉寮等を行なうため招致するもので、昭和 4I年度および42年度のill

故実紐1むむ）とおりであるC .. 

叩 I4 I年／虻

4名（仏？ 、英 ．独各 I)

昭和42年陀

6名（社！ • 仏各 2 、栄・ 、カナダ各 I)

（別紀一覧参照）

(3J Elソ学者、研究員交換計IOi

わが国とソ辿邦との学術文化の交流をはかるため、両困政府問の取りき
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めいもとづいて、昭和 41年度および4、2年度に講義 ・視察を目的とする

繹（短期 ・2か月叫）および研究を目的とするi約浪（長J//J・I0か月．

li11)を下記のとおり交換した。

なお、長期派逍は文部省、外務省、科学技術庁から各2名を派逍するこ

ととなっそ＼ヽるが；これらは次の数に合まれて．いない。

昭和4.1年度

派追． 短期 4名

長期 '2名

・受入 ．短期 ：： 2名

• 長期 ． ． •6 名 ，．

昭和 42年茂

派逍 短期 4名

長期 2名

受入・ 短期 5名

長期 . 5名 （別記一覧参照 ）

μ) フラソス語研修

わが因におけるフラジス語教育の充実を1まかり 、もつて.B仏nt1の学猾文

化の交流を促進するため、日仏文化協定の趣旨にもとづき、フランス政府

と協力して、わが困におけるフランス語膀習会の開i桟およびフランス語担

当教員のフラソス困派造を実施した。・

ア フラソス語講習会の開催

文部省および日本フランス語フラソス文学会の主IItによる第 4回夏期

7ランス語講悧会は、 昭和41年 8月 29日から 9月 10日まで良野県

軽井沢町ホテル、ニューホシ．ノにおいて、仏人講師 9名（うち 2名は仏

輝派池）によりフランス謡担当・教員 48名の参加を得て開催されt.:。

また、第5回絣菊会は、昭和42年8月28日から 9月9日まで上記

l司会場において仏人峨師 7名 （うち 2名は仏政府派遺）によりフランス

騨当教員 40名の参j.111を得て開催された。

イ フラ・ンス油祖当大学教員のフランス国派退

這省ではフランス政府と1仙刀して、フランスにおけるクト困人のため

-37-



のフランス tli（狂→）J/1 ざ・せるため、 I~/禾ll 4 1年1住苓よび昭和42年従

にそれぞれ 20名のフランス語槌当大学教員を派辿した。

(5) ドイツ;i/tドイツ文学者の派辿

文部省ではドイツ政府の申し出にょり、昭和，43年度から祈たKドイツ
油ドイツ文学姐当大学敦屈を向団の大学における．1年i1りの研低のため派泣

することとした。昭和45年度はこの計面により 1I名の大学教艮を派追
した。

〇 アジア ・アフリカ話因への教育協刀

近年わが［月のl暉的地位の向上にともない、またアジア地域における先.,,... 
辿l目として、わが団に対するアジア。・アフリカ地域の教脊発股のための協

刀が要荀されていることにかんがみ。文部省では昭和41年段から新たに

次の4凜を実施してきた。

u） 月［科・・並菜敦村のための協刀

附和41年It<および -42 年／〖においては、 A•A諸国における中学校段
附の迎科教かの即典のため、これら請図のうち 5か因の理科教育祖当教目

に対し 、 その教廿内容および方法についての指導を行なう，•ため、・ わが困か

ら即糧各 1名を約 6か月1lu派逍するとともに、これらの指導に必要な理

科教育設備および哭駐材料等を供与した。

さらに、昭和43年度からほ、述科教育協刀を4か国、庶業教育（殺業）
協Jlを1か頂とすることとした。

IVi和41年附および昭和 42年庶の対象国は次のとおりである。

昭和 4 1 年I~:

クイ、マレーシア、インドネシア、イラ入ケニア

昭和42 1f./Q: 

フィリピ ン．、マレーシア、ピ．ルマ、バキスクン：イラン

(2} 教ガ指泣名の招致

.A這 t視において1紅妥教育政策立案の1印にある指導者各1名をわが即
約 3辿IU!")日柑．で招玖し、わが国の教肖、学？付、文化の現状を実地に調社、

研究および視寮させることとした。

昭和 4I年1r[および 424f渡の被紺致国は（)(.のとおりである。
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昭和4I年1息
紺紀理科教ヤi協刀廂に1司じ （5．か薗）

昭和42年｝g：．

・中華民国、フイリピン、バキスクン、クンザニア

0 日米叫の教育文化の交流・・':

(I) ・,日米文化．教育会磁・；‘ ．． 

昭和5・6年の池田、・グ．ネデイ会談の所＇産として設臨された9日米・文化教

科会議は、第 1：匝I¥四和 57年 1月＞東京）、第2回（昭和 58年 I0 
月、ワシントン．）ふ、．．．月第5回（昭和 41年5月、京京）に引き成き、第 4
回会舷が昭和43,年 4月 3 日から 8 日まで、 •「先辿社会における教百と

発展」および「日米間の文化，教脊協刀」の 2議題によりワシソトンに

おいて開催された。この会議で、今後の日米IIりの交流の発展のため、常
設合同委員会の設立等を含む勧告が両困政府に対して-けなわれた。

:・,;: 
(2) ．^ ワイ東西七ンクーヘの教員哨派迅 ．．． ゞ

．． ＾ワイ康西セ：ンクーが行な．う各種奨学金計画によつて従来わが固から

毎年30名ないし 40名の学生、教員等が派遠されていたが、昭和 42 .・・ :--•. -:(1・,... '. 

年府から文部省では、英狛、数学、理科担当の中学校教員等 I5名の片・

迅の旅．1いを負担して派逃した。'

!31 A F.8焚学生の米国派池

米阻と諸外困と、の函等学校生徒の交流事業を行なっているアメリカン・

フィールド ・サー ビヌ．（ A.FS.)の奨学金計画により、わが悦から派辿

する生徒口対し、文部省では昭和 4.~年i~:・から東京～サンフランシスコ
lHIの航空機1背上げ料を負祖することとし、廂年I{[に 12 4名の男女森校

生をiぼした。

4 淘外勤務者子女教科の推進

わが面の経済活動の伸展にともない、会社、 ．官庁等から派追され泊外に

血する戟員が急増しているが、これら政員の子女の教育問題が重大な凋

“りとなっていることにかんがみ、文部省は外務省と協刀して次の甜施策

蝶紺した..

(I} ｛モクトH本人＋女教柑施設への教官等iJ和逍
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附'f:1140年1屯まで頭I設されていた 5か1jiの教．＃施設（日本人学校）に

くわえて、町 1]4 1年度には、新たに祖渚、クアラルンブール、シンjf

ポール、カルカツク、ポンペイ、コロンポ、ヨハネスプルグに設けられ

た 7胆設、あわせて I2施設に対し文部教官9名、講暉24名を脈逍し

にさらに昭和42年度には圃祀 12施設に文部教貞 l0名、講師53 

名を派追した。また昭和45年9tには、新設のマニラ、テヘラン、メキ

シーの5旅設を含む 1・5旋設に文部教官 13名、 .i輝 5・1名を派辿した．

（2) f［外日本人子女教肖施設教官用図魯資料等の整備 ． ．、 ， 

昭和42年IQ'.から在外日本人子女教育施設の派追教官等のための図内

行料芍の整伽をはかることとし、昭和42年度に 12施設に対し、2,7 

5 5 1川の図柑資料を賠入迭付した。 ．

(31.洵外勤務者子女教背(it究協刀校の実施

昭和 42年度から、油外勤務者子女でクト地から帰因した者の比較的多

い地域の公、私立の小・中学校 10校をtB71校に指定し、帰国千女の教

杓にl関する実験絣究を行なうこととした。 ..

(4) その他

上記のほか、昭和41年度および42年fもにおいても、従来どおり、

油外り）J杓者子女教育対策辿粕会 ・研究協議会の開催、海外在住中の子女

のための学溶指迅褐の作成oi:!布、東京学芸大学附肱大泉中学校に設股さ

れている1r.ll汎子女教育学級の実粒数の央施等を行．なつた。

文化協定節粕1釈等からの学者招致による招5t者一魔
昭和 41年IQ:

A • Faessler (独）ミ・ュンヘソ大学教授（物理学）

R • Boutruohe （仏）バリ大学教授 ・（法制史）

w_. R. Niblett （英） ロンドン大学教授（教育学）

F • Longrais'（仏）パリ大学名甘致授（仏法伽j史）

I~｛ 和 4 2年度

r! • Lefebure (仏．）パリ・大学教役（社会恩俎史）

G • 0 • Schenck (独），マツクス ・プランク物俎化学研究所長（化

学）
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E•ll!rdmann—J esni tzer (独）ハノ ーパ工科大学材料研究所長

.（金屈材科）

R •Latarjet( 仏）•ラジウム研究所長（放射線生物学）

J •Kn tz (カナダ）プリテイツッュ ・コロンビア大学長（比較教育学）

z·•Cowen · （采）ニ・ユ—•イングラソド大学長（法学）•

日ソ学者 ・研究員交換計画による派逍および受入者一魔

昭和41年度

派逍

短期(2か月）

水上茂樹（東京大学医学部助教授、生化学）

脱伊富長（東京工菜大学教授、物理化学）

金沢 武（東京大学工学部教授、船体構造力学）

溢井寃ー （国立辿伝学研究所応用辿伝部長、遺伝学）

長期 (10．か月）

松尾新一郎（京都大学工学部教授、土質工学）

山本香男里 ・（北海迫大学文学部講師、近代ロシア文学）

受入．．

短期・,. . 

J:. •I • Antropov (キニフエ科大学教授、電気化学）

I • G • .Mikha1.lov( レニングラード大学物理研究所長、 物

理数学）

長期

O•V • Druzhinin (モスクワ大学法学部研究員、溢語学）

V • V • V1nogradov (モスクワ大学法学部研究員、東洋諸
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I月のli!1尿関（糸蕊）

3 • K. iie£odov （ゼリンスキイ哨戦化学研究所研究訊、触

qし化学）

0. i)・Baranov (-1:スクワ屯＋工学機械餅究祈tilf9t員、屯

・子工学）

N. V. Ku;:noy (科学アカデミー・アジア諦民族研究所研究

凡町1t学）

I • I • Pashintsev ・（そスクワ動力工学研究所研究員、熱

物到学）

I~｛和 4 2年1起

派近

短期

辻村 1リ1(•煎京大学文学部助教授、社会学）

釦紐法（東原医科歯科大学医学部助教授、内科学）

岩liり 徹（煎京・女子大学文雖学部教授、ロシア史）

小寺煎学（日木モンキーセンクー専任研究員、動物学）

長；りl

宮沿 控（一柏．大学経済研究所助敷t受、農業経済学）＇

ll11旧穀浜（名古総．大学那学部助手、気象学）

受入

短期

M • S : oragilcv (モスクワ大学教授、経済学）

V. E. Sokolov (モス・クワ大学教授、哺乳勁物学）

トカチニフ・ヴァレンテイン・ ドミ．・トロヴィチ（困立白ロツア

大学、半塚体物迎）

マルトイノ・フ ・ヴアチニスラヴ ・フヨードロヴィ・チ（レニング

ラード大学救役、有槻化学）

テルコフ ・ユリー・コンスクテイノヴイチ（モスクワ化学工学

大学助手、化学工学）

貶月j . 

-42-

・ッドロフ ・アレクサンドル・七ルゲ-ヴィ・チ・（・モスクワ祖＋栽

城製作大学絹師、瑾・子工学）

．• .;＜ョラ ・ス ・ ゲ？ルダス・イオノヴィチ（ヴ1 ·リニュス国立大学

• 湖（前、有機化学）．

..,＜ィ・、コフ，：ヴアレリイ ・ウラデイミロヴイチ (a切スクワ動刀大

学大学院学生、自勅化・計算工学）

イサつフ・9 ．ユーリ ・アンドレ．ヴイチ（キェフエ科大学助教授、

エ菜邁子工学）

ミレーニン・ビチニスラフ ・ミ＾イロヴィチ（ レニングラード

大学物理学研究所、物理数学）
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8 沖縄妬対する教育佼助の推進

雌に対する教fitt1加、本士との教百雌条件の格差を是正し、沖輝0)教

訊準を本：f-．なみに｛ぶめるため、昭和27年度における沖縄の小、中学校、

jib等学校教日の内地(dtm輝の実施をもつてiJll始されたが、その後遂次協7J

輝碩の拡充を図り、因賀沖浦学生湘LC（昭和28年1U9)、自紐栂学生
制度・教釦臨姿いの派迅（昭和 5 ~年向） ．、現栽教員再教育紡背会の胡
師ii（(追 ・堀球大学への教授祇逍・肯英奨学渠業の援助（．門和 56年隊）、坑

球大学内地研究凪甜JIし・沖潟肯年婦人［咄地/if修（昭和5、7年度）、義務教肖請
学校教科1り照伯給与費の援助・沖細文化財に対する技術指導（昭和 38年府）

学校備品繁備の援助•特殊教育甜学校施設費の援助 ・ 農梨教宮近代化指達偵
の派述および本．t．研修・体脊悶係全国大会参加の援助・城球大学附凩図紺飢

図mtの投助（昭和 40年l(f.)等の出業を糀親実施して．きた。・
昭和41年9迂においては、とくに義務教畜燐係の援助第業の拡充を直点と

し、 ：投務教百it学校教戟員給与’紺の 2分の1援助、公立小・中学校施設費

（体育施iiとを含む。）の拐助を新規り凜として哭施することにした。この結

果、教育援助＂”の総紺iは、昭和 40年Ifの4低 8、80 0万円から一拠に 28 

位7.0 0 0万円にJ¥'9額をみた。

また、沖細における医楳咲員の不足の現状にかんがみ、沖槌での医学 ・保

他悧生にllllする教mli/f究体制を僻立させ医旅嬰屈のう冷成と医杖水準の向上
を図るため、琉球大学に医学部を設践することについての調査、研究を行な

うこととなった。

昭和42年逍，においてほ、沖維教駿員の本虹If修制隧衷施における渇在伐

増甜i、l輝沖羅学生の給与哨額、肖炎奨学平棠の扱助質増頷等粧琥事業の拡

充をはかるととも忙、新規半業として沖細教成員の資‘瓜向上を推進するため、

加 iiにおける教育餅修七ンク ー設趾の援助を行なつた。

阻｛和 42年It教柑援助費総領は、昭和41年度の28億7千万円から 40 

憶ス 60 0万円となつたが、このうち、義務教育諸学校教科沿無偵給与貨、

“教f.1鼎学校牧巌岱給与貨、学校施設費等の事菜にかかる援助伐について・

は、日本政l(.f会記諏．と即球政1i;i会計年1ftとの相述を考邸し 昭和42年応

叩玩球政府の“棠を円沿にするため、とく．tct 5か月分の経1籾計上され

ている，ついで昭和42年 7月の叫鴫遁愁談会答申（「本土と沖糾の教育

n一体化について」）において、本士と沖料の教育を実質的に一体化するこ

とについての方針として、・沖調の教育水準を早急に本土なみ！qIき上げるこ

とが怠務とされたこと、文た、沖縄の教肖躇制度のうち本：tなみに整備され
ていない部面についでか・差異がたいようにし教肖に関する各般の交流を一筋

暉にすることなどがとりあげられたことにかんがみ、沖澗への教育協刀援

助の内註よび方向について• (J）具体的検討ーならびに教育制度全般にわたる一
体化に必探fょ措雌の推辿に脳．し、調査、検討を行なってきた。

以上のべたように＇沖絨に対する教育協刀は、昭和27年1をに始まつて以

来．別表 1の「沖紺教育t届刀援助半粟項目別、．年度別推移」にみられるとお

り、・年々 ・拡充されてきたが、．．とくに昭和 4 1 年度、• 4 2年1をにおいては援励

lJl業の面期的な拡充策がはかられ，沖龍の教育各般に及ぷ協刀援助の方途が

恨められたものというぺきであろう．9

なお、昭和 43年度においては奮本士と沖縄の教育一体化の方策にそつた

紅をさらに推進すぺく、とくに琉球大学の屹備、私立学校助成、児訊·• 生

徒の就学．災励等の援助を新規に実旋することとし、昭和 43年附教育援助総

碩は49似8,1 0 0万円を計上した。この額は、沖紺！援助貨総硝i1 5 5億7,7_ 

0 0万円に対し 32％をしめていふ
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6育英奨学峯菜の援助

7琉球大学教負の内地研修

I I 8青年及漏人内地研究活勁促進
9義務教育諸学校故科雲畑償給与の援助

0沖縄文化財に対する技術指導

iJ 11 1水産高等学校・専攻科設i度の援助
, 12体育関係全国大会参加援助

JI::：:：ご、：：：紐遣及匹暉
渭115特殊学校施設、設偏の援助l p 6学校図輝の軍麟の投助
7炭業教育近代化施設設備の援助

8幼稚団設備の援助
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. , 26,856 

| 

1 9琉球大学附属図甜館の区）帯整偏d鋤

20甘年の学整備の援助 ． 

21公立小 ・中学校体脊脆設雌股の援助

• 22年9Jヽ •中学校の努逍牧室暉霙栂tfJI 
1123琉球大学医学部設遥憫迎等の調査 ・

: 12 4義務教輝学校教政負給与の援助

25沖捐における日本文化財殷淵催伐
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4 5年度以餅1ま収htik)Jさj：じ業 となる。
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9 宗務行政

宗教法人法（！畔 I2 6年法律第 12 6号）を所営し、昭和4l年5月にス

化屈兌足以米宗教法人及び宗教に関すろ民法法人を主たる対象とし、そ9)俎

iilf.、9 紆距国 のりi務及び宗教に関する情報、資料の収集、提供を行なつたが．

その磁股は次のとぢりである。

(I) *教法人法の巡営

ア ボ教法人!-ti™する認証，その他の縁務

宗教法人は、現在 18万を数えるが、そのうち包括宗教法人（教旅、

宗派、教団等）の大紀分が文部大臣の祈輻であり ：（・現在 37 4)、瓜ft

宗教注人（神社、寺院、教会等）及び包括宗教法人の一部は都迅J(Jv;¥知

小の1所f．りである．それぞれ神道系、仏教系、・キリスト教系、諸教系tCわ

たつている。

これらの法人について、認紅等のm務を行なったが、文Hi省で処難し
た件数は、紅IJの認沿．5、'規則変更の認証55、・合併の認証 2.計S6 
件で、不llu山立てに係るものはなかつf..:。
さた、 40年5月 10日旧宗教法人花学院（浜松市西悦江町32 6 8 

Ii潅）の比免された住戚．鳥井亨ー氏が、文部大臣を相手どり、・宗教法人

「化学院」 規則詔証に関する訴廂却下処分取i肖請求の訴えを東京地方li

nlI祈に提＆していたが、43年 2月6日原告側で訴えを阪下げ、 同争む

'lii4：は終了した。

なお、に和寺（京都）の双ケ丘処分、本問寺（京都）の移転のためQ

財哨処分、 l環朕（点都）の文化財流失岨件その他世人の批判を浴び、

1)4会で沿紐される問凶の頻発に鑑み、 41年 6月 6日、 「宗教法人のさ

廷巡けについて」、文部大臣祈格宗教法人代表役員及び都逍府県知県

あて！這知し、その留意並びに指導かたを促した。

イ 認籾の！J頃 !'ti関する指埠、連箱．並びに調．吃

全ぷ（全la卑這長会限、 11都道府県単務辿紐t紐絨会、プ oッパ：
i兵）等を通じて、宗教法人法IC閲する紺務巡，．go)基半、宗教法人に1rr
る麟方法その他必要な出項について、 1所帖庁間の辿硲、協該．乱形
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図つた・

ゥ 宗教法人の滋迎巡営涵E化（訃任 (9拓救法人実務研必会）

.liii品のとおり、宗教法人の財産管理の不備、迩法な財涯処分、その他

紛争事件が目立つ状況にあるので、宗教法人の法人滋碗の徹底と !Ji務1厖

7]のIu1上をはかり 、 もつて宗教法人の密別！巡営の適正化r．惰するため、

4 2年度よりこの研修を行なうこととした。

l鵡澤は、全国を 5地区1て分け、文部省と開催地に当たる都府肌との

共催で、 (1）5於教法人の営辿巡営、＠宗教怯人の役員制従と{iii付9軒簿、＠

宗教法人の経理事務と財起管理、④宗教法人と国税、地方税等を(dt妊内

容（テーマ）とした。 ．・ 

ニ 宗教法人審議会の辿営

第 7期委員の任期満了 (41年 5.月 I0日）に伴い、第8期委員 15 

名が41年 7月 1日任命され（新任 9名、再任 6名）、 t祠7月 26日稲

l:ll消助姿員が会長に任命された。＇

この期においては、不服申立てに係る案件はなかつたが、宗教行政上

留意或は指辺を要する問題、宗教に関するその他の問題が多かったので、

主としてこれらについて協絨した。

(21 宗教に関する民法法人の許認可琳務

宗教に関する民法法人（社団法人、財団法人）約 60 0のうち文部省所

笞に係るものは現在 17 9であるが、これらの法人について、許認h]等の

単務を行なった。主要なものは、 設立許可 5 、定款•寄附行為の変更の詔

，可22、解散又は残余財産処分の許riI2、甚本財近の処分・侶入れ笞の水

蕗！ l、計 40件である。

なお、 42年 8月、民法法人のうち、主務官庁への屈出、梨告がなく、

活動もしていないとみられる、いわゆる睡眼法人が問題となり、これにつ

いて調査した。そして該当法人には、別途官渕貶から、屈Ill、我告の励行、

或は解散手荻等をとるよう督促、勧告を行なつた。

！3) 宗教にIJ.11する情報、惰科の収果、提供

ア 調査と資料収集

4 0年度より実施の宗教法人の行なう ＇叱業の濶査を引き絨き実能した。
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また、船欠調査として、 im名宗教法人の現況澗査、:;f<教統計のた如
泌．杖等を行なった。 • 

ィ 仔料の作成、捉倶

定期刊行物として、 「宗教年迄］ 4 1年版 (42年版1:1::i!i刊）及びr
f宗務砕羽i」底 11•~'1'. 1 8を編集、刊行した。 ，． “. 

また、明治h年出念刊行物として、 ・「明治以後宗教閥係法令莉鉦」を

匹潰(43年 3月第一法規出阪株式会社よりそ1行）し、次いで、「奈

教百年史」の甜染を輝した（雌は~- 4 ・5年度以降2~5年1月K完成

し刊行される予定。）．

10 文化局所笹の所轄機渕の 4ド棠様況

,, 、

. :. ! 

• r. 

~ :.. ... 

..'・

ヽ

會II東ji国立近代美術館

この2ケ年は、設立以来、餃も大きな変動、ぅ紐の年であつたと思われ

る，以下直要琳項のみ路記する。

(7) 京都分館独立

閲立近代美術館京都分煎が、．昭和58年に設設されたが、その後、

その独立の要求が続けられ、文部省設砒法の．一部を改正する法律 (lu

和42年法律第17号）により、昭和42年6月 1日から独．▽して、
点甜国立近代炎術誼となつた。これに‘伴ない東京のぽ立近代災硝飢は、

東京固立近代美柑館と名称が変涎された。．

(1) 所築杉転

東京国立近代美術昭は、・昭和27年現在地京楕でUl館以来、 5回に

及ぷ増改築を行なったが、その瑣填のため、•(））股示場が狭＜ 、 常設殷

示場がない。 12)作品倉庫が挟陵である． 13)耽半設伽がない。等の欠陥

があり、阜約．に適地を求めて移転新築したい希血をfさつていた。

移転候補地については、数ケ所の中から比較検討されていたが、昭

和~ I年 1月 11 13の1柘議了解により、．良屈周辺北の丸地区に、仔1-V.

公文掛館とともに股似されることとなつた。

一方、固立近代美術苅の評践員である石桧正二郎氏から、困．V．近代

美術前の用に供するための建物を建築して、寄附したいというり］出が

あり、昭和41年 2月 14日付けで、石屈正二郎氏と文部事務次官と

のIIUに党え書が交換され、屁i制において作製した4．じ本股計図にぶづい

て述物を建設の上寄附されることとなつた。

“設計は、芸術院会員谷口吉庫氏に委咽することとなり、昭和4

1年..7月51日(C、訓・委託成 1,5 0 0ガ円をもつて契約を1サない、
蜘 42年2月28日付げで完了基本設計図の低出があった。そして

!1,4和42年 2月27日にはこの建物の坂得について大成大臣の承認を
得、現在エ年ほ、．、．進行中で、峻工は昭和 4.5年末の予定である。

（ウ）在米峨峙接収映画仮製

米因の因会凶如如に、約・1.4 0 0本に及ぶ日本映画が保存されてお
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り、 しかもこの中たば、 「残済吻糾」 「五人の付嵌兵」 「彩笛」笞の

即 f.9)名圃が多数合士れている ということが、判明したのは、帖怖15 

9年のことであつた。

雌来、その返迅について米困視J と打合はせてきたが、• ようやく昭 -RI

4 2年 I1月8日に協定文沓に調印が行なわれ、昭和 42年貨から 3

年計画で、これらのフィルムを当策Jj{l国立近代美術館に返遥されるこ

とになった。

返遥といつても、単なる返遠でなく 、送迅されたフィルムの交恢と

して、その I6ミ、リコピーを米国国会図書紺に提供するという、交換

のかたちで、この11環ほ進められるものである。

昭和42年度（予鉢額3,3.0 5 8千円）には、劇映画59・本、記鉢

文化映誦 52本、ニュース映面572本計 48. 3本が送遠され、複製

を完了しだ。現在第 2 年次分（予算額~ 2. 5 5 O千円）返遥作品につ

いて接渉中である。この •6凜完了のあかつきには、当館、フィルム、
ライプラリーにとつては、画期的な所汲フィルムの充実強化となるも

のである。

特別／足IIり催

困費を もつて行なう特別殷としてほ、昭和41年度に「現代アメリ

ヵ絵l庫」（予3国 15. 0 6 ~ ・千円）、昭和 4 2年度は．、 「現代イク

リア美絣展」（子涼頷 I7, 1 4 8子円）を訓催した↓昭和 45年度は

明治 10 0年記念｛和ドとして、日本ユネスコ国内委員会との共{Itによ

り「東凶美術交流殷」（予算頭 25.321千円）を 9月 ～・10月・mou
催する計画である。

新闘社等との共f糀I良としては、 「・ミロ展j・（昭和A1、8、26~ 

・ 1 0、9.毎日新聞社と共拙） 、 「第 5回東京固際版i酋iビニンナー V

股」 （昭和41、 I 2、4~42. 1、22 • 国隙文化振典会と共i位）

「グラフィックアートUSA」（昭和42、4、6~5、 1 4 •アメ

リカ大使貸1と共他）「ソ辿絵i!1ii・So年股」 （昭和 42、'I0、28~
1 2、 I O • l::l •本経済新闘社と共催）筍の特色ある股党会幻暉した。

（観',t者数〕

-52-

、--
--• ・ ． ．

(21 

切

（成覧会名）

昭和4I年度「現代アメリカ絵両成」

「ミロ＆t」

「第 5回東京国際版画

ピニンナーレ股」

昭和 42年閲：「現代イ クリア美術股」

「グラフィックアートUSA」

「ソ連絵画50年展」

屁覧会OO悩

（総双認数）

21,735人

(1日平均数）

5 7 1人

167.549人 4.2 9 1人

I 4, 5 4 5入

; 2 6.0 2 8人

・: 2 s. 6 5 8人
29.2,74人

4 0 4人

5 9 1人

7 5 4人

7 7 0人

特別展の他に平霞展として昭和41年1いには、 「現代の眼」一東洋

の幻想ー「近代作家の9回顧」一岸1f1祖生一．「ボーランドのポスクー・

現代写哀の I0 人展」・「~I 0回安井賞候補新人展」 「所殿作品によ

・る近代日本の美街唖」を昭和42年度には「近代日本の版匝i展」 「第'

2回日本芸術祭国内展示」 「近代•13 本の水彩と梁描」 「第 11回安井

賞候補新人殷」 「近代日本の油絵股」笞を開佃した・

京都困立近代美術館

当館(/)事業は発足以来、限立近代美術館の分館と・して、棗京本館の活動

を補う意味で、工芸に大きな比璽を展くとともに、京柑ぽゆかりのある近

代作家をとりあげて、正当な再評値を試み、また刻々に移り行く現代笑術

に対しても常に目を向け、その新しい状況を把捉することにつとめてきた。

昭和41年度には「稲垣稔次郎展」（入場者数68 57) 「現代美術の

鯰」(.5 8 6 6)「岡叫謙三股ー併隙近代日本の工芸」 (53 5 7) 
「日本の近代絵画」 (6966) 「宮出淡仙展」 (7202) 「ミロ展」

「148649) 「現代アメリカ絵面展」 (13233) 「東京国際版画

・ビニンナーレ」 ("718 6)・「現代アメリカのリビングアート」(74 6 

6)の9回の展覧会を開いた。なかでも型絵染でわが国の染色界に大きな

業給を残した稲垣稔次郎、院展の作家としてその自由奔放な作風で知られ

• た直出深仙の代表作を姻撼した二つ．の成立会はともに、・ 単に染色界、日本
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.IIhl料の人たらず、各方IIiiに多大の反答セ呼び、また前年度の「視代ヨーロ

ッパのリビングアート」の継粒として開I.-.,..“り1戦「現代アメリカのリビ
アート」も、合理的救低主筏と、累朴祠頂な辿味という現代アメリカ0)

リピングアートの底流をなす二つの傾向を対仰的に示すとともに、それが

索密なl関係をもつている状況を見せ＜、拉が国のデザイン界に投げかけたti

題は大きかった。また「ミロ展」 「現代ア メリカ絵圃股」は東京不煽Q |

紐いてのU輝であつたが、多くの夭術愛好家に大きな反怨を呼んだ。

4 2 年隧 i•C tt!！（京本rl'il 及び当館の所蔵品を展不した 「近代13本の ~iiro と

工芸」（い場者数66 4 8)  ・催した．のち、 6•月 1 日、京都固立近代癸

術川として独立し．、その紀念展として「近代日本画の名作」 (II 1 4 8) 

を,mし1.:.。これは朋治以降の代表的日本画家36名の作品を殺示し、近代
U本l曲の粋を示す我汲として好評であった。萩いて砲ぇず変貌しつつ多彩

、な様相を示す段代炎密の状況を示そうとした「現代美術の勘向」 (50 2 

8)、1lぼ知られる..:.との少い特異な画家を紹介した「異色の近代画家た

ち」 (6.017)、明治以降の工芸を、各分野の代表的作家を通して再計

値し ようと試みた「近代日本の工芸」 (4674)、束京国立近代美術飢

に続いてじりかれた「現代イクリア美術展」 (.9-4.13.)、前術生花で名を

匁lられる作宋 「雌 i輝蒼風彫刻戦」 (65 7 5)因立西洋如靱1に税い

ての「テュフィ lli'I械1桟」 (22993)などの成覧会を開き、また 「現代

亨の新世代」(3609)は現在活薙する中堅、新辿の作家の作品24 

0点余を展示し、現代函芸界の．翡譲を試みたもの．である。

また独立とともに友の会を設iiし、毎月 l回の例会を開き、当飢り輯の

疇会叫ばや他館の見学を実絲すろとと •9 月刊の美術賠ニュー スを
師 しており、友の会会目は 5月5l日現{f.,6 5 0名を数えている。

なおこの 2年III：に収成した美術作品は工芸品を主とする 75点である．

曲 fid_v．碑翡i圃

紐炎輝は、文化屈発足以米昭和 4I年閲およびl&'.142年・,((,1-Cかけて

伏のとおりのlμ業を付なった。

I~/和 4 I年応J9菜

...;_ ut況会のり11ilu
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I 平常股 4月から I0月の間 l0 1日tlijuH催 観捉者総数 II 9 

6 6 2入..

2 巡回展 ・

イ 和欧山会場（和歌山県立美術館）．10月15日から 11月4日
まで(2I日1月）繊泣者総数77、.75 4・人

ロ ：大分会瘍（大分文化会館） I1月 I2日から 11月27 •日まで ‘

(1 6日IIり）囮覧者総数15 7、94 6 人 '

3 特別展

・イ ロダ 、汲後50年紀念股（出品作品点数、彫刻 IO 6点、デッ

サン等 51点） （彫註illll,社と共催） 7月23日から 9月 I1日
fで(44日11ti)鋭泣者総数51.9、6.80人

9 ツ迎国立美術館近代名枇i成

作品点数、油彩9・・.I点点）（日本経済新ill!、社と共樅）

1 0月 15日から 12月 25Hまで (62日閲）糾覧者総数 25 

0、88 9人

ー 講幽 ・帰演会の開催

1 匹洋美梢入門講座

「古代美術」 「中世美術」 「ルネサンス美術」 「近世美裕」・「近代

炎術」の 5部門につき各 1回ずつ5回実加

2 特別秘液会

イ ロダ．ン殷特別謁i貨会

ログン展の会期中に「ロダソ ・人と作品」 「P ダンと日本」 「ロ

ダンの芸術」について胡演会を開催 ． ．．． 

. p 、ノ辿1到立美術餡近代名1面成紀念蹂i貨会

ソ辿国立美術館近代名画脱の会期中に「°ジアとソ述の芸術」

「ロシアの近代音楽」 「P シア文学の凪士」 「フランスの近代絵

： ［屑」・.について此念縞祇会を．リt1催

一 美術作品の賂入

下紀作品を防人
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● や--作者— 名 作 ロし: 名 材質 製作年代
~ . --`  

クロード・モネ ペリー•ルの消 テッサン I 8 8 6 

，， 梢みわら ” I 8 9 1 

アンリ ・マチス ピアニストの肖像 “ I 9 2 4 

パプロ ・ビカソ サルクソバソク 銅 I 9 0 5 

アントワーヌ ・
弓を引くヘラクレス因 プPソス'

プールテル
I 9 0 9 

オーギュスト ・ ‘‘ 

ロダン
ヴイクトル・ユーゴー ” 1 8 8 3 

四 旅設・設偏の改條工m
展示室限面の塗替、床クイルの張柱、ビクチャー ・レールの取付、 I

作室のシャックーの版付、写埒・作品條理施設の新設を実楠

五年報のfll行

l莉 ．V．西洋美街餡年報~1 を刊行

昭和 42年附iF業

- IJ~炭会の開催

1 平常りt 6月から 3月の間 17 8日間開催 縦洸者総数 13 1、
1 9 2人

2 巡回股

イ 鹿児晶会場（腿児島市立芙俯館） 4月 27日から 5月2I日i

で (25日間）．剃覧者総数65, 5 5 4人
ロ 香川会場（香川県文化会館） 11 月 18日から 12月 10 8ま

で (23Elttll) •練痰者総数 1 0 6. 1 3 4人

5 特別殷

イ デュフィ回頴展（出品作品点数、油彩 80点、 デツサン等 I2 

5点） I1月2日から 12月17日まで (40日暉）磁覧者総k
.6 1, 9 I 9人

備考 この成覧会は、 r目のlJ粟として｀察．京および京都の二会
場で実施した。 ・

暉 1会場（点都国立近代美術館）昭和45年 1月 5日から
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2月 18日まで(41 H間）凶虹者総数22, 9 9 3人

ロ ボソペイ古代美術渡（出品作品数、絵皿．：ブロンズ、テラコッ

ク等 20 5点） （蔽売新聞社と共泄）

4月 7日から 5月 28日まで(45日iiIl.）紺聟者総数 32 4, 2 8 
2人 L＾ ボナール殿（幽年品、油彩、グワ．ツシュ、 リトグラフ等 I5 8 
点） （毎日新蘭社と共催）

・ •昭和 4 5年 5月 20日から 5月 5日まで (42日間）磁拭者総数

275,716人

二齢座 ・崩演会の肌j低

1 デユフィ回顧咲特別袖坑会

デュフイ回餡展の会期中に「デュフィについて」 「デュフイとフォ

・ーピスム」について•特別蜻演会を開催

2 ボンペイ古代美術展特別網演会

ポンペイ古代美i行展の全期中に 「ポンペイの古代炎術をむかえて」

「古代イクリアの死都ボ，ンペイ」 「ポンペイの脱史とその生活」

「白銀時代の趣味と文学」・ •「古代演 J!tll と仮面」 「ポンベイの美術」

について特別隔洸会を開催

一美術作品の開入

；一者名 1作 品名 材質

7メデオ・
モジリアニ

ォ•ノギュスト ・
ルノワール

バプロ ・ビカ‘ノ｀

‘’ 

カリアテイ ー ド 1テンペラ、紙

裸 姉 ． 油彩、豚布

三人の浴女 I阪 画

三人の女

製作年代

1 9. 1. 0項

1922~23 

I 9 2 2 

四旋設 ・設備の改條工県

冷房Jliに地下水を使用していたが、 「姪染初用地下水．の採版の規伽i

町関する法惇」の施行にともない、地 F水を使用することができなく

なり 、 ．9康えるため、冷却搭を新設した。
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このほか、本館の外！代のコー キンーグを改経した。

五陳9IJ朗新営奴地脱入

陳列朗新営のための敷地として、本釧北側隣接地の究永寺所有の士
地2,2 0 B而．0:2l!t.開入した。 ・

六年村．の刊行

閑立印洋炎・術餡年税瓜2を刊行

(4) 因立国語研究I折

昭和 41 年股および42年度における、おもな（d！究題目は． 次のと•おりである。

(I)現代語の文法の闊査研究（話しことば研究室一昭和 4-0年度から鞣戟）

(21 勅囮 ・｝腟詞笞の慈虹用法の記迩的研究（柑さことば（仇究室一附和5

9年度から服税）

!3) 日本言語地図の作成のための研究（地方言語(rlf究衷—,it1和 4 0年度から
糀税）

(4) 全旧方苔文法の対比研究（地方言繭研究室 ・話しことば研究室一昭和4

1年1Q:Uli始）

(5) 中学生の言語衛いに関する研究（出語教育研究室一昭和 40年度から甜

税 ）

{6) 幼児の言証発達に開する準備的(JI究（国語教湾研究室一昭和 40年附 ・

4. 1年度）

就学fiij児沌の言語能刀に脚する全因潤査（園紐教育研究室一昭和 42年

隧II[J始）

(7) 苔臨の表現検拒と伝達効果のlilf究 （言語効果研究室一昭和 38年度から
糀萩） ~ ． 

98） 明治U~ ·lt即iの調社研究（近代謡研究室一昭和 3 0年1をから梱絨）

(9) 背泌情報処理ロ・関する基礎的研究（第 1負科研究室一昭和4-0年l(f.から

梱醗）

0.(I) 社会構滋と苗語との関係についての基礎的研究（第 2資料研究室一脱帷l

4 0年1もから服戟 ）

闘 現代狛の炎記法に関する！紐（第 5資料研究産ー昭和 41年度圃始）

u~ 硲子ilt祖機 ＇ し‘

による語菜閾立（苫紐iHい距社 ":-1wn,1oi 渥ー1f1和 40年限から琳祓）
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これらの閥査研究によつて、 •この・2 年llllに得たおもな lif究成果は、次のと

おりである。

1 「 日本営糾地図」の刊行 ••..．

昭和52年度以来、．40年1閉まで方言の分布状況について行なつた臨

地！輯訓立の結朱を・様集し、これを昭和40年隧以陥6か年計i前で「日

木言飴地図」として刊／了している。昭和42年度現在、第 5集まで刊行

した。

2 中学生の淡字習得に関する研究

義務教育修了までに,.'どれくらいの淡字をどのようにして習得するか

を、昭和58年度から 8人の中学生について 5年110追跡糾近した。その
結果ほ、過去3回にわたつて、中f柑報告として出した。：

. 5 'fl.t学前児消の言語淫力発述に関する全図閑査

就学前段階における文字の統み布ぎの全国的水準を確かめて、 ［日語教

育の基礎智料にすることが目的である。昭和 42.年度以降5年にわたり、

幼椎園児を対糸として、文字（ひらがな）の読み密き憶刀臥1生を行なう。

なお、4I年度には、予備関祉として文字（ひらがな ）の読み忠きおよ

暉数詞の潤査を都内および近県の幼稚隔を対象として行なった・・°
し、

4 t［子計算機による籍槃調査

・国語問題解決の基礎資料を得るために、開印l*たびたぴ大fいのt!i益 ．

濶査を行なつてきたが、昭和 40年度瑾子計算淡の羽入を機として、昭

和4I年度 1年間の新闘 5紙（朝日 ・紺日 ・状売）を対段とするJfJMli用

字の紺究を行なつている。

その完成は、昭和 46年J(f.の見込みであるが、 45年9的末に約 60万

紐の処理結果についての中間発表を行なう予定である。

5 日本芸術院

日本芸術院は芸術上の功絨顕著な芸術家を侵遇するための栄+}機関で、

第1巡（美術） 、第 2部（文芸）、第 5邪（音楽 ・演刺・葬踊）から成

り、院長 1名、会艮 I2 0名以内で糾紐されている。

蜘 4・1年 5月I1:-J文化局の§t足に伴い社会教柑局所営から文化局のIYI'

愉となつた。華術況はその事契と して旬年、 年 ffりを辿じて芸 f村上の瑣希 •

-59-



ク

な菜禎をあげた者いい囁1つているが、・両年度の受慎者は次のとおりで

ある．。

ア 昭和4 1 年 I~（第23回）恩賜賞および日本芸術院賀

恩似項（評論）故三宅Iii.I太凰、・日本芸術院貨（日本画）上村松滋、

（日本！叫）佐藤太消 、 （洋画）•島村三七雄、（エ芸）没見防之、 •

（咎）金子幽帝、（建築）佐籐武夫、 ・（評論）．伊藤整、（評論）中村

光夫、．（洋楽）渡辺悦雄、 ．（舞踊）吾妻徳桃。

ィ 糾｛和42年！を、恩附貨および日本芸術院賞

ウ 昭和 42年度（第 24回）恩賜賞ぉよび日本芸術院賞

恩賜貨（建築．）藤島亥治郎、日本芸術院賞 、（日本画）伊東万畑、

（暉）佐竹徳、（i年画）服部正一郎、 （盟造）”北村治謎．（t立） 北
出搭次郎、（隊芸）安頑召朋、（響）村上三島、 ・（小設）親野菊、

（消元）消元志寿太克（文楽）野沢吾左術f1り ．` 

.. 
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一
1． 文化励の乱撤と所掌半務

tl) 文化局の組織

r.. —-- -: ----- -- ----- -’—— . •• I ピ土ユースコ困Ii噂冦］
化課II ；• -寸東京国立近代美術館 l

］ピー下I,. 

I 曰固立匝洋美―雨7エ
I 
r---1幽立・・国語研究所 1

著作権課

I三下石」 し--4日本芸伯紐l

（` 公文化）月の所寧事心

⑬文化紺

t 文化（文化財保殴法に規・定する文化財に係る事項を除く。以下同じ。）

の振峡に関し、企圃し、及び援助助言を与えること。

2.・叫語の改瓦及びその普及に関すること。

i 著作樅の登録等峯作椴に関ずる事務を行なうこと。

4. 教育戟員．学徒、研究者、塔作家．芸術家、国際的な文化及び巡動奴

恥関する会合の参加者等の諸外I・Nとの交悦：に関し、条約その他の固際

約束に従い、国院的販決めを交渉し｀及び締結する• こと。
5. 教育｀学術又は文化に1関する困際的諸活勁．紀ついての各部局の事務の

辿給調整た関すること。．

6. I岬内に沿けるユネス？活拗に関し、法令案を作成し、及び法人の設立

を認可する こ．と。

1 日本ユネスコ］司内委員会、囚立近代美術館、国．v．直洋美術館、旧．v.9:1.4

請研究所及び日本芸裕院に1掲し、予算案の準備その他の他部局に狐しな

ぃりげ務を行なうこと。
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8. 文化の振りい及び砦及のための袖助死IJIIすること。 ._,.. 

9． 文化に関する記蔭．講付会その他の1位しを主催し 、又ほこれたな/.l]

すること。

1 0. 文化に闘するff料を収束し、作成し、及び利用に供すること、0

1 1. 念応llYする情報資料の収集及び宗教b19本との辿格にrかすること。
1'2. 宗教法人の規則等の認証を行なうこと．o ．` 

（注） 「文化」とば、芸術および固民娯楽、文化財保設法に規定する

文化財．出版および著作れならびにこrれらに愧するl出民の文化1り
生活l祠：I:.のための活鋤をい う。（文部省設訊法第2条第 9分）

(）文化課 ’・

1. •文化（文化財保護怯（昭和 2 5年法律第2.14号） に規定する文
・化財に（系る出瑣を除く。以下1司じ．°.．）の捩躾化関し．．企圃し、及び

述絡糾整すること。

2. 文化の特及に関し｀企piiし、 及び援助と助営を与えること。

3. 生活文化及び固民娯楽に I~ し、次に掲げるホ務を行なうこと。

ィ t予料の収巣及び提供に関すること。9̀• 
ロ 展示会 、 硝附会その他の催 •Lの主催又はこれらへの参、1)l1に f関す
ること。

＾ そ(/)他tkti叙文化及暉民娯楽の向上に関し、援助と助言を与え
ること。

4. 邸l.ti}、音楽堂その(lhの文化籍設に閑すること。 ．

5. 恥’f.近代英術館及び1•I4 → .．¥]．jl§洋美術館に関し、矛第案の野jiその他
叫鰭濁虚しない4i務を処即すること o， ヽ

6. 文化：r．i！りする団体({1環の所掌に狐する．ものを除く。）との述絡
に関すること。 ． ．． ． 

. ·.• ・; ・. ・'・., 
〇苺 lf.i 牒

1. 文学、背楽、哭術、演[!IJそ叫IIの・!!."-術，に閲し、次℃掲げる事務を
fi tcうこと。． ． ． ． 

イ 竹料の収梨及び提供にll'jすること'o

ロ 殷示会その他の
芸術の向 t.id関する他しの主催又はこれらへの
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参加に関すること。

＜、 そ9の他芸術の向ヒに1月し｀援助とi麟を与えること。

・ 2. 日本芸術院に関し亀予窮案の準備その他の他紅浪訳；伍しないi1，け務

を処Pl！すること。

3..芸術・に1・関する団体との迎絡に関すること。

〇 国 而練 ・

1. 印紐叫女良について閾査し、及び企111ijし、並びに政肘機IJIJ、教肖

虹 りその他に対し。その昔及を図ること。

2： 国立因話研究,Y他：関し、予算案の準{fiその他の他，部局に試しない
｝J［務を処狸すること。

5． ローマ字に関する幽近価究を行ない亀及びその結果を和l}flに供す

ること。

4， 公月1文の改箸についての調査及び企画(CIPJすること6

5. 文部省の出1扱物の用語及び用語法を審迂し．9.iiに釈文体を定めること。

6， 外直人に対する 1:l木暉f釘りの実施に1¥Jし、し｝「り的、技術的な援助
と助苫を与えること。

7. 国立1；甘語研究；；斤設股法（昭和23年法titiH2 5 4沿）叱I関する事

務を処雌すること。

8， 国語寄議会に関すること。

〇著作楕課

1 著作椛法（明治 3,2年法律m3 9 号） 、 9月 1;l~裕作権条約の女加に

・伴 う著作栢法の特例に関する法Ilt（昭和 31年法律・i.218-6号） 、希

作権に関する仲介業務（-t1¥.4する注11t(昭和 14年法律筍 67号）及

ぴ土包皿炉法（明治 43年怯律第5＿包主とその｛蒻作権に関する条

約及び法令に関する事務を処煎オること。

2. 内外の著作権紀関し、関査 し、貸料を収集し、及びこれらを利）H

. IC供すること。

3. 培作権itij［如審議会!'Cl縣すること。

O t月院文化課

1 教育戦員．学徒、研究者｀希作家、・芸術磁 l麟（Iりな文化及び述
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蜘叫に関する会台の参加者等IT)浦外国との交快紀関し、条限叱

叫諒約叩濃い、 1'叩的JIt決めを交渉し、及び締粘すること。

2. 教肖．学術又は文化l'CI紺するI涌原9！り諸活動K．ついての各部局の翻

(i1l1栂代関する i、のを含む）の辿絡刹整に関すること。

5. f:I木ユネスコ11訥委員会K.I関し、予煎案の準備その他の他部烏咄

しない事務を処狸すること。

4. ユネスコ活動に9月する法律（昭和 27年法律第 20 7号）にi対する

．法令案を作成し、及びttill勺にお叶るユネスコ泊勅に1N．し、法人の設t

の如Iその他のH本ユネスコ凶内委員会の所革．に属しないホ務を紅

すること。．

5. i1頃から派；gされた・学牛の受入れに関すること。
6. l月内におけるi巾際文化事業及びこれを行なぅ団体等に対し、援助と

助営を与えること。

〇宗務課

1. 宗教に1関する情報惰和の収集及び提供（C関すること。

2. 宗教団体との述絡に関すること。

＆ 宗教法人法（昭和 26年法律祁 12 6灼）に関するqi務を処預する
こと。'

4. 宗教法人神議会にi関する．こと。
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2. 文化）句関係の各容諮会(/)審踏状況ー'.!,i

3叫輝誠会

lll 開催回•奴

(2) 審厳 ，事瑣（総会）

0文部大臣から栢閥を受ける'

0諮llu琳jfilCついて

()特議会の述営について

II 

(4 1. 5.1~43.5.31) 

総会

淡字部会

1 2回

2 7「自
かな部会 2 4回

小委伍会 5 I61 

llf，j催年 月H

（昭和41年）

. 6.15 

7. 8 

1 0. .5 

. 1 1. 1 1 

備 考

•（第 5 8回）

01虹輝策の改善の具体策vcついて'• 9 1 2. 6 

（昭和42年）

” 5. 2 4 

” 5. 2 9 

II •7. •2 4 

” 1 0. 6 

9/ 1 2. 1 5 

(Jf.!.t和43年）

II 3. 1 S 

” 5. 2 7 （第 69位1)
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。
(2) 

シ柑教ij：人布議会

Ill IJUil雑回数

特誠1い（i（総会），

件 名 開催年月 1:l 偏 考 lI 

（昭和 41年）

｀ 
｀ 0;．紅務行政．it．び冗宗教に関する諸閥地 7. 2 6 

について

（昭和 42年） ．

〇宗務行政並びに宗教に閥する緒I閲題 5, 3 1 

について

＇ （昭和43年）

〇宗務fj政並びに宗教にl対する諸1m起 3.26 

K．ついて

゜(l/ 
12) 

裕作樅制1虻恭誡会

開催回数

給 会
・

帝誠4嘩（総会）

総 ．会

1 4.回．

3 liil 一一． I fl：名， :--

I 
｀ベルヌ条約ストックホルム：改 iE案

I 
t))検討rr.ついて ．．．

j3ぶ作権及び朕接権這する法律草
i ;t;（文化即店） ←いて

I叩輝岬ll"談会第 6・小姿員会審
距甘呆報告について

瑾紐介業務制I.~ の改苦に関す

繹申案について

1◊:•作町1I介業務制度の改釦に関す
繹 Ih

• I i()ストックホルムにおけるペル，ヌ条
I的改正会議の桔米．について
ヘペルヌ条約ストックホルム規定の

批准紀ついて

|0者作権法の全部を改iEするi紐案
（りl3次案）について

9沿作権法菜について
！ 

----、
竺二［こ旦．—―
（呻41年）箸
ヽ

I 1 0. 2 2 

! 1 1. 
[1"1.14 

tt): 
4.26 

7
 

，
 
0
,
 

5. 1 0 

9. 1 9 

1 0. 2 4 

（昭和43年）

{ ： : 14 

7・ 

迷•作物使 J·fl粕分科湘

議会（持ち紺り）

故定件叙 36

4
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5． 文，（I．,、局 予涼額柑瑣別表 (HIl和41. 4 2. 11 3年度）

〇 文化閲予淋総砧表

分 ・ 昭和 41年朕
前 沿F 皮 昭和42年剥

lざ． :f 算 甜 予'・算 額 予 算 ~, 
千円• 千円 千H•• ．． ↑、 ． 

文 化 • 練 4.7 2 8 ~.4 8 0 8 7.368 

芸 1村 課 117.530 1 8 1..6 5 0 152,257 

固 語 誅 8. 0 2 2 9. 1 2 8 ., 4.0 11 

堵 作 樅 課 5,11 8 . 4,4 9. 1 5,269 

因 際 文 化 課 1 0 1, 0 5 7 5 7, 5 5 8 122,9881 

宗 務 課 2.3 2 2 'I. 6 5 9 5,7 2 0 

小 計 238,777 .. 2 57,726 3. 85. 6 1 5 

n本ユネスコ固内委トi会 1 1 s. 7 7 o・ 101.776 1'25,202 

|| 東点 ！、り立近代美術館 181,738 106,58.3 1.58.227 

点都l対立近代炎柑何{ 4 5,228 

旧立西洋美術館 144.713 86.635 263,385 

困立趾 簡研究所 121,573 94,349 1!19.850 

F.l 木 華 街 院 7 6. 7 8 2 6'5,8 5 5 89.205 

小 計 640,576 45 7.1 98 801,097 

ムに 計 879.353 714,924 1.186.710 

沖縄援助（文教槻係） 2.8 7 o. 0 3 5 4 8 8.6 0 9 3,2 54,953 

-

i 年 股 Itl和~ 5年度 削 年 段
備

ら 餌 額 矛 算 甜l 予 筑 額

千円 千円 千l.lj

4,7 2 8 117,409 8 7. 5 4 8 

11 7, 5 3 0 2 0・5.0 6 6・ 1 5 2.2 5 7 

8,022 1 2,581 1 4.0 1 1 

5. 1 1 8 4,833 5,269 

101,057 8 5.1 0 9 1 2 2.9 8 8 

2,322 3,690 3,720 

258,777 426.688 3 8 5,6 1 3 

115,770 146.670 1 2 5,2 0 2 .. 

1 8 1 7 3 8 2 4 5. 4 5 2 1 3 8.2 2 7 

.34,730 45,228 

1 4 4, 7 1 3 1 9 7、82 1 263.385 

121.573 1 5 1. _7 8 4 139.850 

7 6. 7 8 2 9 7. 4 5 7 8 9. 2 n 5 

640.576 87j,914 8 (I・1,097

8 7 9. 5 5 5 1. 2 9 8.6 0 2 1.186.710 

1.870,035 4.076.-019 3,254,953 

考
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項

． 

咋謳l英術鉛賞指導

牡ゆ年貨楽演廓1等音及

合且炎術菌育成

計

昭和 4 1年度ヤ苅l領事項別表

．． 

昭和4.1 
前年度 ．比紋培

年ヤ箕甜度 ． 面 △棟額’
嘩 考

千円 千凸 叩

1. 1 5 2 tOOS 1 44 絵画、彫刻、工芸約10 0点からな

る近代羨術名作股を全国4ケ所で巡

回展示する。

2.91 8 2、472' 440 t 各種鰭池袷 1. 1 6 9千円

Ill 中央指祁者胡判会

(2) 演虹渭営会 8地区

(3) 合咄閉羽会 6地区

2. 貸料作成 Z 7 5千円

3. 音楽演鄭1等醤及貨補助

1. 4 7 4千fll

補助対象 2 2県

H?, 67.000円

・ 65 8 

゜
、658 全固淡衛餡利用作品目録作成

9' 

4.721l 3,480 1. 2 4 8 | 
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課

語

因5
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•• 

誅

術

芸

。
7 

； 予年昭和算4度額1 
前年産 比較増

備
.. 

i I む 項
予算額 今液額 ： 考

千円 ・千円 千内
， ． 

• 1. 5 8 6干illli I I 芸紺迅奨および芸術祭 12.9 74 10.041 2.933 1 芸術選奨 ・

.2 芸術・祭 1 1, 3 8 8'f-Pl 

｀ 
亀`

， 
新人美術作品買上 1.51 8 1.5 6 7 1 51 ' 9: , 

； 

j 

県既代表作選抜殷 3.03'8 2.7 2 2 51 6 
, : ． ． 

芸術団係邸体補肋 10.0.000 167.500 .007,500 

＾ 

I 
I 

I • --| ' ' 
計 117,530 1 81.65 0 ~04100 

I 
~ 

i 

＄項
比較増＇ ・

△, r減.額 9, 9 ＇， 傭
：： 

” 

• •印 ： • 

洞A留学生のための . 1,621 1. 日本栢教科甚の紺

捻逍牧材

2. 辞典の編摂

｀ 
5． 日本西救＃lilfe'.会

.', .. ·• 

！）剪9"＂X訊 1.9 01 1 5 7 7 5 24 因掛シリーズの編梨fii
• , 

晒苓祓会 t4 4 0 1.24 9 1 9 9 会詔運営代等

．． .. 

・ベ ヽ

St 8.022 9. 1 2 8 1.106 

ー

円

円

千

千
9
1
1
6
5

伯

考

99千円

ー し
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昭柑41 前年度 比餃増
備ぶ 項 年度

ム減額予算額 予算額

千円 千円 千円

芍作権柑坊 1.4 5 9 t1 25 ・ 31 o i． 寄作椛貸科刊行i，

： 

2. ペルヌ条約OO係碁

5． 粁作権関係法令阻
徹底および若作招息

4. 万国条約関係峯務

・s. 若作権侵害防止対
： 

筈作権制度改正革培 2.01 2 1,786 226 1 新法脱閑醤および

2. 隣接権条約加入It

滋偽競

3. ストックホルム会

輝権訓度容謀会 1,6¢7 1.582 85 

； 

.. 

； 

計 5,11 8 d.4 91 627 

‘Iq }h文化課

.. --— — 
g
 

項
昭和41 

年版
子・筑額

前年駿

予算額
3 

比餃均

△減笥
備 考

--r-I 琳屯lと6)文化交流

.
,
1
9
9
,
 ．．
 

ー，．

ー，

I
l

I
I
I

・・

・

・
9
 
.
.
 ,
 ．．．．
．．．
 
,
 
..
 
,．
 

和

3
'

笠

円

円

の

業

の

の

育

ぶ

と

と

体

等

等

団

細

'

g

叩

紐子
泣

者

交

揺

締

栢

衿

it
助

碑

頌

翠

畑

．な

怪

文

甚

印

f

t

t

t

者

頃“
‘

・

ヽ

＇

ぅ

吐

"
-、

ii

叉

文

文

学

フ

●

●

●

9

,

．，i.
9

9

9

.,
9
9
9

.
,

．，. 

・
・・・1

ー．，
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ー

1

:
I

!

！

•

9

.
9

,
9

.

千円

t 7 9 8 

2. o 4 5 

・ 4.59 9 

2 5.9 U 5 

17.148 

6.7 5 7 

千円

t618 

1,795 

4.245 

2 1.95 8 

15,856 

い082

千円

180 

24 8 

554 

1.967 

1. 29 2 

67 5 

質科作成箱

1． 海外勁務者子女教育研究集

の開催

2. ．降クぼ勁務者+女教背対策迷

会の開催

5"．救育賢料の作成

2
 

1

2

 

日仏会的

日伊協会

B独1砕 ．

1 学者招致

5人

2. 9 0 5千円

8 4 7千円

8 4 7千円

ノ.. 
．』

絡

”. 

6,8 3 0干円

2ヶ月 ＂ 
2. 学者派汎および受入れ

1 0. 3 1 8千

ー

2
 

畏Wl~汎

短期派遺

5 0人

2 A. 1 0ヶ月

5 }、

2週問

？ヶ月

日本における・フランス印岱：

3 3 1千

ti会

円

フランス話致員の79ンス店1

2 0• A2 ヶ月（片fけ派遣

ilJ 

姓）

6. 4 2 6千り
・

ー74-
-75-



昭和41 前年甑 比較増 7 
事 項 年度 儒 考 I 予算預 予算顆 .．△減額

千円 千円 千円

アジア・アフリカ就固 26.669 

゜
26.6 69 .. • 

への教育協力
： 

j 

』

埋科殺育のための協力 n.1 21 o・. z 3,•121 1. fl1.科数育指導者派遣・
・'
2.軍科設備供与

•.· 

枚脊指導者招致 5,54'8 

゜
ふ548 アジア・アフリカ5ケ国より各1人

lit 5入 1ヶ月招致

園際会譲等出席 28.47 6 16.599 1t877 外国旅炎 2 6,9 5 3千円

外国留学旅費 t.523：千円

国涙分担金 13.567 1 1. 143 2.4 24 暉版権同盟 1. 9 7 b千円

註際計数七ンクー 1 o. 0 8 0千jq

固際教育局 .4 2 1千円

ナボリ臨樺実験所 1. 0 8 0千円

螂ドキユメンテーション連盟

1 0千Fl

.... .. 

. ' •.. 
！ ： 

！ 

•, 

； 

計 1 01.057 57,558 43.71 9 ..,・ 
一

• —76-

----l 1 999, ． 

、-

ャI“ 

課

務

.. ― 

乃i

9-

叙法人法が墨営並び

埠孜翠

狐ft科の収巣作成

紐法人の行なう単菜

絃

序臨 A疇会
．． 

． ． 

ゞ

計． 

昭予年和額4甜度1 

• : .. 

千円

1.1 ?3 

10~ 

759 

55 7 

2.522 

前年度 比蚊増

予算栢 △祇窃i
俯 考

千円 千円

91 0 21 3 ．1. 禎面閑査

¥ 2,英地諏•̀  

1 0 I .. 9 5 .. 

5 9 6 5 05 

26 0 7 7 

＂． 

1,659 663 
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---、.
附和 42年反千麻額．よ＃項別表

（）文化課
~ 

昭年tl 4 度2 帥年度 比較増
佃 ：m 項

△減額
．． 

考
予算額 子算頷

千円 ｀千円 千円

文化行政の企画閥査 2,205 

゜
2.203 1 中央芸術文化結劫紐謝

76 

2，地方芸街文化活動状況約
.. 

• l44 

旧国立近代癸術館施設 41 8 O' d 98 国立近代美術館（京橋）移転

利用符胴査 施設利用等鵠査 ： 

地方斑布l哭徊誓貫指導 t1 58 t.1 52 6 絵函・彫刻・エ芸約10 0点カ

・' る近代美術ネ作殷を全固4ケ9

・ 回展示する。

全即美街節育成 658 658 〇目．録作成 ・

柑少年音楽演割等糀及 2、931 2.9'1 8 1 5 1 各種講密会 t18呵

(1し 中央指芍者講習会

(2) 演劇I閉習会 • 8地区

(3) 合咆籾習会 ：61駆

2 資料作成（前年同額）

27粁1

5．音楽演劇等将反費補肋

t4 7 4祁

Y• 補助対象

約50市町村分 I 

1希阻村 .5_0,000円 l 
__.:. 

-78-

.... -—--口 比較-妍-！「
----

項
昭年和4朕2 前年股

応＂り； ぷ 考

！ ,-r .--

予冥額 △減額 △滅裔i

千円 千円 千 ~l

j ：＇ 紗年のための芸術 20,000 

゜
20,000 5眼、 中央1回、地方4回

! igg 計25公演

・、 村少年のためのすぐれた甘楽、

？かを選定し、中央ならびに地方

・I 

公演を行ない、併せて鉛貨指材

.. 
る。

． 1 関催13数 1種Itつき中

， 公演、地方4

2. 種 類 祈戯オペラ

5樟類

文r凶粒絡傭伐祠助 00,000 

゜
60.000 ホール、恥示坦等を併せ持ち、

芸術文化瓶典の拠点となる文化

の籾股炎（人口1U万以上の都
. ; 

1鉗を目憬）を補助する。

1施設当り 15.0 0 O'flll x 4施t

・..、 ． 

.. 

・ • 

？・

［ 計 87,308 4.728 82.64 0 

演邸

巡IP.J

す

公演

方

設

に

市
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〇芸術・課

I炉“
前年度 比較増

“ 
項 度，

干算額 △減頷・ 予•算額

千円 千円 千Iq

芸術遠奨および芸術祭 1 1 7.578 1 2.9 7 4 4,60.4 

．̀I月雌課
-v-

信 考

新人焚祖作品胃J:

現代美術演抜脹

1,5181 1.518 

“°99| 3.90 58 

芸術家在外研 修 ・I s.062 o I 5.0<>2 

芸術困係団体植助 1122.0001100.000 I 22,0 oo. 

1. 芸術汚斐 3.1 90叩

・・（前年度1.58命 li 

＇ー＇

｀

9,
 
.
.
 
,
9

•
1

;

．
ー
・

'

,
'

分

）

R
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：
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嘱
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ふ
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;

セ

00
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料
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へ
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年
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台
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絨

文

1
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ー計 l1 5?．2 57卜17, 5 5 0 | 5 4.7 2.7 

年予昭和苑4．ぽ閲2 
前年朕＇ 比較瑚

偲 考
子坑額．． △減級

- • 一

千円 千円 千円

譴脆策 の検討 2,798 :o 2.79 8 当用浜字 ・現代かなづかい ・送りが

なのつけ方等の国語施策を検討し、

位暉：・拓誡会の碑蚊科とするほか、

寧間題の棺決と佳1詔施羽の改筈に
.. 

蚊するための経ttである。
： •, 

1. 怪l附施策の意見関資1898'flIJ

団体2.000、斜A2.000人

2 罰語施策閲係砥料の作成

900祠

翌駐孜村の抵興 1.9 08 1,901 7 隣シリ ーズの編糸刊1行笞

採い＾に対する日本酎 7,414 ~.681 . 2.7 5 5 1 日本釈敷科布笞の編集刊行

孜W '1.5 85千円
，. 

2 某本5用例辞典の紺染fll行

2.14r朗

1 5 日木栢教育研i甚会の開催絡研刊

全岡2か所各4日1月

参加人只 1 0 0人

.. 4 日太31i教百の実銹洞背 1.001千iq

教育投(1,1350孜育者1.SOOA
．．． 

' 5 祝聴党教材の作成 2.0 0呼 9

日本籾牧授J.!I峡面(2を）の製作

笥 摂寄訊・会 1.89, 144 0 4 51 会 涅営伐等

計 1 4.011 8.022 . 5.989 
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〇者作栢謀 0 l討除文化課

• 一
---... 

押千4； 項14 ． 度額2 
前年艇 it校増

俯 考

“ 
項

う’算領 △祓割

r＇ ----・ I --・ 

ぶ 頂
昭年和4度2 茄年度 比較培 ・ 

伽

予算額 干笥．項 △減額
考

千円 千円 千円 千円 千円 千円
＼ 

著 作招事務 t4 4 3 1.4 39 4 祁外困との文化交流 1. 798 1.79 8 〇 前年どおり

嗜作権村料刊行及び開査15 2千iq 貸科作成等 t 7913千1

ペルヌ条約及び万OO条約l則系事岱

./，． 6 4 2千円

咤作招思想陪及徹底（宅作潅講習伍

昂外勤務者子女教育の 4,990 '2.043 2.9 4 7 淘外勁務者の十女に対する教育体制

帷迎 の一府の整価をはかるため、従来実 4

応してきた下記1.2ぃのはか、新ら

全困7地区開催） 6 6 9干円
'たに日本人子女教再痴汲に対する教

官用図柑貨料の整憐、および舟駒l子•

亮作権制皮改正ぶ務 2.025 2.01 2 1 3 ・ 女宵囮月する研究指定玖を尖施す

る。 ., 

新法説明＊および説明会
1. 渾外勤務者＋女孜甘研究集会の

1. 2 0 3千円
開催年1回台加者60人

1 1 1千円

隣接仰条約加入に関する 2. 部外勤務者十女数肉対策連絡会

淋儲銑 4 8 2千円 の開催年41可逃員16人

275千円

ストックホルム条約加入に測する 3.如咋成，等 1,659千円

準寄費 5 d 0千円

＇ ： 

祈規

4． 在外日本人子女枚肖施設の枚官

著作権制度癌絹会 t801 1.66 7 1 34 
： 

用図社F沢科の後縞
2.3・乃叩

新規

s.姻国子女牧甘協力研究指定交の
計 5.269 5.11 8 1 51 実施 , 0校 5,1千円

： -___..., 

暉保文化交流団体磁業 4,905 4.59 9 500 1 日仏会餡
Z.905千円

｛t補助 ( II~菜比補助（定叩靱力）
1.365千円

•一
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● 9一，l•l ■9 99.....-•-··----- r-・ 
如年年4 2 祢年度 比較増 傭本 攻 皮 巧
干算額 予算額 △滅額

千 千円 把

{2) 臨時事薬資補助

法宝義林(4蝦ttili第5生欠I

1.54 0千内

2. a紐協会 847→~000-'ffり

事築代補助（定割禎肋）

3: 日伊協会 84 7→9..0 0命

事業費補助（定渭補肋）

文化迅定硝紺釘祁との
文化“必l<i!

4 03 4 9 25,905 16,444 

文化協足糀結治との 18.0 51 17,148 905 1 学者招致 .6.83呻

学：月交11;1. 文化協定締砧困等からの学者

如致 5 A 2カ月

＇ 2.学者派渭おと況入れ

I I, 221'fiり

長期応E 2^ ．1 0カ月

短期派．；棧 5人 2カ月

外柑1旅it(日当・宿泊料）

増 9呻

日米1閑の文化牧＃．に屈 1 5,54 I 

゜
15,541. 1 アメ りヵン ・フィールド・サー

する＾切交流の促淮 ピス艇紐．渡専費、オリエ・ソテー

シ言ン実施

11,80呻
.. ．． 

等空椀債上科（東京一すンフラソ

シスコ片道） 1 152命

-84-

--— —— 昭和42 
g 項

干年算度碩

把

... 

9ンス栢研修 6.7 5 7 

.. 

ジア・アフリカ諸関 26,6 7 5. 

碩＂臥力

渾ffのための究力 ． 25,125 

- -, 4• 一一l幽● •• - - - - - ----・―l 
蘭年度 比較増

予共額 △減額

千q 柄

6.7 5 7 

゜

•• 

．、 •• ． 

2.6，669. .. 4 

23.121 4 

.. 

,....8S  

“ 

オリエンテーショ；；火

2. ハワイ求叫tンクー

渡飢ti.

・航空貿（束京＊ノル

@ 111,600円？0人

中等学校珂和‘“;t

” 祁 1UA 1 
8太即教師

3 招 19回H畔生会

補肋

（財団法人駐1僚粒廿阪

肋金）

前年a6り

. t u るフラン傘袷！

50名 2迎FLり

2. フランス匝教冑のフ

2 0人？力月（片遠

1. 理科教育指i“＃尿霜
5人 61)月

289叩

への牧汎抒

2等片辺）

25呵tl'.J

人

＾ 人

暉 tt

500呵

会への•t15

551千円

9．ス紙逍

~t) 

42岬 9

229千丹
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I二 J(; 
唱芦―- -•___ 償 ・ 考

粒宵指導屯招致 3.54 8 

国院会塩 Ill郎等 I26.855 

吋 親分担金

..、

計

17,41 B 

3.54 8 

2, 即科設傭筍の供与

28.4 7 6 I A¥6・21 :1外国探貨

1 5.561 
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1122.9881101.057121.931 

外 I留学旅費

げ 1そ

， -----~... 

.̂ ；K 務森
;↓--

＇ り1 項

I託法A法の渇営
伍暉並びにR科の
課作成

I 

I象敦法＾害盆会
I 祖法人の苔茂遠営適
i!-..it研絡

• I i ---- —· •一
州

額

較

波
比

△

ほ

額

年

算

前

予

2
皮
額算

4
 
祁昭
年
干

臨・9年記念刊行費

E
6
1
2
 

•l 初

612

13 7 3 1 9, 3 7 5・ 

352 I 337 

98~ I o 

400 

゜

呵

゜

偏 ガ

o Iうち究政法人の行なう本染調査

（前年同茄）

宗救法人の行なう4t染の火li粒を把紺

するため、そのホ哀6I"(.J．往知・規

根・行理迎せ方式等な閥企する。

（第5年次）

1 也而紺it

＂1胡 1次潤充 5.000法I、
{2)第 2次叫fr. 1.000法人

.2．尖地諜を 2 5法人

15 

983 l牙瑣布政の証力の強化・究教法人

の符即迷裕遠紐・法A泡政の硲揚

薮ほかるため、都道府県および,ii

数法Aの半務担当者に対L研りいを行

なう。

（対象）

領 ＇央研r:,;4 6 4人 l 
(2)地方研~: :~~) J 
（研溢日程）

1.006人

5日間 （朽団） （Jヵ1,'I・ボ ）

2A 2人

4 oo I明沿以後宗孜関係沿米法令掛

計

.L
1
.1
 

3.7 2 o I 2,s:2 2 I 1.3 9 8 

-86-= 
-87-
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賂和43 年股予算額単瑣別表

0 文化牲 -
昭利143 前年庶 比較増

偽りt 項
年予抒炭隕 予算額 △誡箔

考

： 
千円 千円 ，叩

文化行政の企洒開充 2.559 2,123 Aい6 1. •中央芸術文化活勅状IR随

2 地方芸術文化活劫状況渭そ

•一 昭和43 ， 
酌年朕 比較培

: :Jr 項 千年 ． 碇
予諄頌 △減m

偏 考
箕額

； 

i-
千円 千tq 訥

2. 植類 オベ9、新ぼ1..能、

i 
狂言、文楽、父叩※

I国五ィヒ活動伐 1 0.00 0 ・. 93 0 9.0 7 0 2 0逗府県 O 1.500千円

1房 補肋率9/5、紋jl}j1,000千円

埠方文化紺設芍還営指 012 6 50 .:. 44 俎国美術鯰利郎乍品目鮒乍成
尋 i3万文化施沢幣偏父 7 5.00 0 6 0.0 0 0 15,000 ホール、過示喝等をあIっせ持ち、 tu

フイルムセン9ー調査 200 

゜
. 200 閣立近代美内鯨（京嬌）移転後の t拗 涵術文化m典の拠点となる文化維

1t l暉餃利用等潤査 ― 

設の砲設贄(/1.1110万以上の茄市

1 2 1館を目福 ）を補助する。
； 
ヽ

I呻BW等立ガ呻代芙街鯰約殷

゜
589 o ~89 

1褐投当り15,000千ltJx5祐設

j 

地方巡1美術‘R指遠 ¥083 1, 11 9 ^ •5 6 紋両・彫刻・エ芸約100点から

なる近代美術名作磁を全翌4ケ所

で巡r日股示する
計． ．：・ ・ 117,409 86.579 3 0.83 0 

冑少年音楽演劇筍符及 1.5 6 8 'l.394 ヽ 26 1． 各種請習会

＂l 中央指導者店習会
はJ 潰dll讚翌会 8地区

(31 合咽溝背会 い地区

2. 資科作成

廿少年のための芸術活 26.587 19,968 6. 61 9 青少年ためのすぐれた音楽、紅

動 ． ． 
等を選宛し、中央ならびK地方穿

公償を行ない併北て贅賞指サをす?,

1 開催日数 1積につき中央1公

演、地方5公演 」

-8 8-． 
-89-
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〇送術誅

：前年裳 I，比較焙
---. 

昭和45 
俯

I 
事 項 年 度 考

+筑 m⇔ +算頷 △減詔

千 叩 祠

•; l・l:l 語課
.--__....．．,．’’ 

比`了汀
i 

昭年子和算4度領5 
前年度

, iP 項
予算額 △減節

紺 考

i 
芸菊選炭及芸街奈 50.8 29 17.,086 3 3.7 4 3 1.'芸術逸奨等 ぅ．17 5呵 -i 千円 千可 千すり

｀ 2. 芸術祭 47.656荊

明治10 0年記念芸術祭特別主艇

公演を中央および地方において行な

I i ， ，I•咽●払に対する~ 日本聾● 
6,3 5. o . 6.895 .::. 559 日本甜教科併の作成符

う。 釦研 絡策の検討 2.01 2 2.602 1 0 国語施須を検討し、固唇癌款会の箱

＜ 
滋資料とするほか、固源I叫目の解決

.. 
祈人美対作品只上・ 1. 4.1 2 1.41 2 o・ ； 

と国酪施策の改きにirする
・. 

現代災街選抜屈 5,709 5.689 z.o ・1 県槌代実作迫抜駁 2.854=f1Il lll語教育の批興 1,786 1.7 74 1 2 国箔シリーズの編集刊行等

?． 中央股選抜服 Z.8 55-1,り

中央の美術団休の各派股における 渇沿 審綴会 1,847 1.8 4 5 4 会談述営炊芍

入賞作品10 0点による巡同紹介嵌

芸術家在外研修 11,576 5.060 6,516 1. 4 2年派消4人絣国旅tt

5.488千円

ヽ

I 
2. 4 3年度派潰4人往路旅貨

l>.088叩

新進芸術家 d名を海外ぬ尉いし、

1年間の研疹をさせる。

芸術関係団体補助 135.540 117,000 18.54 0 創作活動裕芸術I関係団休助成

： 

計 205,066 146.247 58.81 9 

！ 計 1 2.581 11い 14.:::,.s33 I 」
： I 

-90-
-91-
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。
著作権謀

- ．← 

昭年和4度3 前年度 比較増
偏 考りt 項

干策額 干搾領 △減額

叩 叩 千q

も作復り1 務 1.346 1.5 93 A 47 窃作権資料刊行及調査 .1 2 

ペルヌ条約及万園条約瀾係填務

59 

細権思想贅及砥底 62 

（如権店習会、全1罰7地区）

苓作権制度改圧祁秘 t89 7 . 1.9 7 5 ヽ 7e 新法説明薔及説明会 , t 1 5 

隣接権条約柿入に関する鴻伺費

4A 

.. ストック＊ルム条約加入に塊す
渇貨 5 1 

贅作権制度帯探会 1,282 1.7 85 .c, 505 会運営代等

行（乍権扮争調停委員 308 

゜
5 0 8 落作権法改正(44年1月予定

の紛争を処理する経伐~

委員5人年61111

計 4853 5.1 55 ~ 320' 

。国際文化課

一
', 
・・1.'ii,．． 11・9991.i,.. ‘.191_I,1;1・1.，ー，．，．，19.1.＇ー19,1.1,．．．．．． 99 ... j,119‘.1.9., ．． 
庄匹命

一 昭和45
比紋増 I．• .．.．＋,.,・ •一•- ..,.--•一•一·•` 

前年度

む 項 年縦 儲 ガ
干’賃頷 干駕額 △減額・

1刊 千り 、 千円

嘩文化父流が務処理 ふ615 6,500 115 詔外即との文化交流 1.675祠

， 浪外勤務者子一女数村の推退
• 

4.942千F1

文雌交汰淀締皿との文 4 2.041 40.23 7 , 1.804 
化交

,. 

： 

学 者 交 換 17,96~ 17,986 c,. 25 学者招致 6.7 7日円

学者派逍及受入れ 1 t192千q

8料りの文化数料に関 14.02 2 15.520 At498 ^P'S焚学生派誼．オリエンテー

する人物交流の促進 ション実施 11.790納

ハワイ束丙七ンクーヘの教ff笞

派遣 2.23呻 l

暉 llt1の文化殺肖に関 3.5 25 

゜
5325 学者派屯

する人物交流の・促逸

フランス諾研修 6.731' 6.75 1 

゜
フランス料耕刊会(50 /¥)及

フランス諾教員訳遣(20人）

”7 • アフリカ緒国 29，79 5 26.6 46 3,149 

への教冑協力

碑産菓教育のための 26.2 7 8 25. 1 25 3,153 理ぼ：ft協力4ケ固
1 8.51 7叩

りカ 産業教脊協力1ケa.1 7. 7 o 1'fi,q 

.. I 

一92- -93-



項 . t Ii昭年和A度5 
一

；ド
前年／足 比較増．

偉 i i 
・ 考

. l'f箕詔 ，う3打碩 ， △減領 I 

9' 

"”者0m|
千円 祠 千サ

3,5 t 7 3,521 ム 4 5ヶ国各1A 1ヶ月
9 ・, 

.＿ ＿...-・■,・ •― ’’■ , 
ト9....・・--一'’ ＇ 

J頁
附年油4皮3 前年庇 比較増

闘 考半
+算顎 予冥町 △狡頌

＇ Ii乎・牧.法人法の速営
千P:I 千 千q

569 569 

゜I 

I 

i 
l迎祭文化交流l!il体出菜 4658 4.6 59 ヽ 1 1:1仏会餓、・日伊協会、日独訊会

費補助 ： 
i ，名“坦滋びにf柑科,o 1. 2 7 6 1.2 7. 6 

゜
暉調1t 51 1千り

,', 

.；{.)J~作成 宋教資料し）収集作成 1 03千` I
‘'， ’' , 

屈会梨笞に必•投な経 .o・. 4 2.4 9 5 .o4 2.4 9S 4 3年度予 53,{i2呼円は総務
窄教法人の行なう事業調免

貨 牒へ
66呼り

困椋会紺等出席
I ff.牧法人 ，＂会 35 5 3 3 5 

゜
会試迎営没

固際分 ・担金
； I 名投法人の背噸連営適 937 95 7 

゜
宗務行政の指専力の強化・赤教法人

I I ~.•化叩t絡 の笥煎述‘祖.涵"：化・法人意．設の16揚

等をほかるため、都滋府県および守

教法人のilt務捐当者に対し研修を行

なう。

（対象）

中央i)f~ 4 6-4人

地方研修(5地区） 60 2人

（日程）
.. 

： ヽ
5日佃、訟師2人、助酋者2人

咄治百午記 念刊行炊 575 400 1 7 3 「明治以降宗＃坪淮史」の船U讚

， 
； 

！ 
・: 

．． ． ． ： 

計 83.1 09 1 20.537 ..:.37.428 ・ 
l ！ 計

ヽ

3.69。l15.5 1 7 173 I 
i 

•. 

-94-. -
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4. 文 ・化屈各拙 ~j
t-・

ー•`
名 称 目・ 的

（文化課）

地方芸術文化行政

状況洞査

・調 査 ・卑 項 j 

-
t 都道府県16よび癖都市教育委

貝会の芸術文化予筍について I 
！ 

2. 文化施設の殷讚状imcついて

3. 都道府駄指定都市の年間行名ャ．

全ほI公寸美術館所

菫作品調査

地方における芸街文化行政

の現状を把樋L、適切な磁策

を行なうため謁査する。

全即公立癸術鮒相r．の作tit貸 '
借に孜するため聞究する。

(I莉開課．）

困沼の労得状況等

1tll11する隅査

義務牧fれにおける国語の習 ：

得状況竹について潤査し、も

つて固面の改嗚IC$rするとと

ついて

4, 芸術文化の振mt面Kついて
5. 芸術文化団体の現状kついて

ム 文部省に対する要望‘ ・

釦咋認、作者名、生没年、一］

製作架寸法笞 l 
翻 1演字表の潰字のうち、盗月1限字I
・別表に掲げるものを除いた隕キ(969

キ）をさらICA鰻．（94 字）• B萩

も1C、学習指導上の細資料 (1 0 l字）、 C紐 (19 8*）、 D
を得るため、主として甚力杓 硯(27 4*）ぷよびE択(50 2字）

た漠字に渕する間覇について の5段階に分け、このうち41年匠は

調在する。 . C級のヨミとカキ、およびDRのヨ:

ICつい、て"”.:4:2年度l'l;,"が6よ

びE綬0)ヨミ．とカ・キについて闘査した；

また、 41炉庄i文別に人名用菱キに

関する調査を行なつた。

閥森の実旋状況

結米 I~! 理

公表状況

方英貨文化行政の

t」

固公3'（央｛り飴斤政

目鍼」

3 9年成It尖洸i

用炭今冴lj汲It関

1!Jit沢糾史を含

昭和42年庇文で

年にわたつた詞

結采を餃査招告祝

刊行する干定で

., 

. 

； 潤 :IfIll/. 点 閥査鴎 閻
製葺祗 11.l1 調査ブj法

ま たは期間 期 間

伍府尽 覇;ii40年度 悉皆 b 4 1, 9 「地

”よび指定都市
” ヽ ．． ・． へ1.10 

羽
．． 

. - ．． .. . -.. 

I 

昭和41年位： 悉情• b 4 t 1 o- 「全

l 
41.11 

吼和42叙
42.8~42.9. 作

昭和40年1足 テストKよ 4 1年朕 陀

1 . る畑輝 7丹 10月 した

紺和42年生 する

．l • ． 42年度 め、

1 21えの児童•生 6月、 の4

蔓を対象とした。 査

(4 1 年度 •4 2 とし

笠とも小学校6 ある

既、および中学

校1)1年生と5年

l●) 
一 ＋・・

-96- -97-
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名 祢 月 的

~一~ ー・

瀾 査半瑣 I 
． 
一

暉表況に関する意 当月洪字表、現代かなづか 当用漢字表、当用限字籾,~、当

見収媒 Iい送りがなのつけ冠現行 1用漢字字体表、送りがなのつけ方、
の固罪表記の甚浪について、

これらに深い関係のある戦務

,vcたずさわつている関係者の

意見を収集して固爵表記の改！

普に関する参考資料とする。

日祖栂訊態躍

現代かなづかい、その他関遼問題K

ついて、それぞれ制定の方針および

その内容の曲題点についての意見を

求める。

呻文化交滋の碓朕に伴い I（個人調査）

外I.(;!人に対する日木廂教討を 1 l村内の日本語救投者の哭態を絹査

充屯饂させる必裸距）；iす Iする。

ます石まつているれりから、

それに応ずる具体的方菜を立

てるのに必要な基硲伏科を得

る。 （橙関調査）

国内の日本籾教育橙関および外僭

人学校における日本教育の実態を

調査する。

9--
即査時点 詞森実施

濶脊方法
関．fl.：甜果処 PiI

塁石範朋
士たは期間 Jり .Ilii. ・公表状況

—-釘関係省約30 0 昭相42年(IZ 闘惧たよる 昭和45年 ぼ掛寄益および~1：1i11itf

名、沿道 ・出版関係 記入報告）杉 2 月 政のための役れとして

粕 20 0名、学識 式の典型課 暉紺課9C保管する。

現紺只9羞う100 査

名（各横l;'J'¼'通じ、
ら'

錢から推屈さ、れた

6) 

U這教師速饒の 昭和42年度・ 疇による 昭和42年 報佑構として刊行し、

会仇外国＾に対す 記入祁告形 11月20日 嘩方1111にのみ配布

る,3木慈枚惰学会の 式の悉皆閲 l 

合且および日本咽 査' 1 2 月 1• O H 

孜甘研修会・講やI会

の受均者

,1., 13本附J教育吋'l 昭和42年

の課程を股けてい 11月7f.l 

る国立およひ私立 l 

の大学 昭和43年

．．3 -殷外l舗＾・留 2月2・9 A 

学生笞を対象とす
： 

るそのtuの日本箔

柘‘t楼関

,3Iそ呪也主使な外

湿人学校

-98-
-99-
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名祢 L 目
l .  

的

(~I頃文化牒）

海外費り洛者の子・女に

関する調査

・；・

悔`外勁務者の十女の実態を

把撰Lもつて榊外勧務者子女

教育の推進をはかるための随

燎の企面立案に資する。 ' 

i:_]ー
，

碩取査籾

1. 海外働務者およびその子女の政

2. 帰固 した蠍呉およびその子女の

敢

3. 帰OOLた子女の編入学状汀

4. 帰困した+•女の在外中の救肖

（宋務諜）

宋放法人の行なうな 宗教法人の行なう，公益ポ業 第1次‘

染＃茂 ' ＇ • その他の半業について、 その 翫の分野、洋業の権船、現在行な

3 

は向と突態を把飛し来数法人 つている半菜、過去に行なつた環冴．

9・法の運用に妥するとともに宗 碑行ないたい出莱、関迦渫．窓
' . 

数法人の過正：な運営のための 兒と希望

参資とする。 第2次

出凜の目的、組織・規定等、役況負

利用者、収容者祁、支援団佑等、詑

設、収支等収益の使途、邦菜状況

諏 r.l1体・教師・信 宗教団体孜、教師数およ確 神比寺院、教会、布教所その他に

徒数別 徒数m哭嬢＇を把釦し、もつて 分頬し、教師数応：？いては男女Pl;c

宗が行政の参考資料とする。・ 呻するc

・綱査時点 I 
洞 査範 隈 鴻査方法

・調森央施 聞社紡梨処お！
・またほ期間 おJ rn1 ・公 表 状柑

悉皆 e l窃041.9.1 2 '梅外子女教育咲覧に9iJ..

召外に出Aを派遣し 暉 lJ會40句司記 ： .~18.15 録

ている全ての会社、 中の1年間

訟げ、＊学等
., 

., 
・；．

： ＊． ・'

．． 

26府県の10n oo• 41 拍出 b 42 部内費科
. 8.. ・8

窓教法人 42 43 

,． 

.l:和のうちljl梁を行 42. 抽出 b 42 部内代科
ふ 5 . 3 

itつている宗粒法人 43 43 

681昆、
:. ， 

： 

紅閲府限宗教団体 4 2. 1 2 悉皆 b 42. 1 2 部内沢料

:, 

-'-1 0 0ー ー101-



5.，文化 iiu各課の廿料 の作成状況一痰

覧
．
婆局ヒ｛

 
文省部

・
文斗

）

序

別

課

仔

化

務

植
叉（
実

俎 名 紺別巻号
一

” “ 
脳査報告野・地方芸術文化行政の1碑

便撹 ・ 目録l全国公立美術館邸紐作品目録
“ ” 

賠和 41年炭

昭和42年股

昭和 40年佼

1 日本両
. I: 
．＂ 洋 II屑

（芸術課）

広 報 f.t 料 I第 21回芸術祭のしおり

第 22回芸術祭(I)しおり

便毀 • H 録lm6回印国立lli品！這
I . 

第 21回文部省芸術祭総況

第7回県殷選抜展111．品目録

第22回文部省芸術祭総覚

昭和41年皮

昭和 42年股

昭和41年／を

昭和 41年1虻

昭和 42.年脱

昭和 42年腹

（国甑課）

教科恨l外lill人のための H本語読本
、9

哭 務 行 料 1国・狛審議会報告掛

現行因函表記の基埠代ついての間瑚点

現行の1月語表記の払埠'

初級 1~7/Ail6 

中級 1~9外面

If,;. 7 

“ 

初

再

版

版

--

ヽ
付哨• r ! lIIi 'iil 型 ページ致 fi1行年月 発 格 備 ・劣

-
文． .部．.,省 Ii 111 ： 

3 5 52 4 1年 6月 売

” 85 4 2年 10月 ‘’ 
II 

“ 1 6 2 
4 2年 2月 ‘’ 

，， 

” 56 4 2年・ 3月 . // ” 

“ 
； 7 5 4 2年 12月 “ ” 
:・ 

●’ 

： .. 

A 5 44 4 1年 7 H 文 i,，1; 省 非 7”しt 

” 45 4 2鉢・ 6 H .. .,． I ” 

3 6 24 4 2年年2月
，， II 

B 5 87 4 2年 5月 “ 
99 

B 6 24 4 5年 2月 I/ “ 
8 5 7 9 4 3年 5 •H ・ “ ” 

： 

A 5 98 4 3年 5月 文 ≫部 省 琲
?; 9．C .• 

“ 355 
，， ” ” 

・. 

A 5 31 5 4 1年 7月 大祓省印lSll船 9 0 0 

3 5 4 6 4 2年 8月 文 部 省 非
売

A 5 285 4 2月1o N 帝国地方行政
1 9 0 

学会

“ 
，， 4 5年 1月 “ ” 

~ . 

-102-
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稲旗1

・広報没料

辿 ： 名

児藪・牛．徒の曲い力の瀾査

(Wl和54年投；）

各稲漢字淡字種一泣

閥牡射告 I 掛 日木紺教育実態勘査報告繁

(:ti'作権躁）

爽 務 竹 料 I着作権制1む瑞犠会答申説明揖

（著作椛法の改jE及び隣接樅制限‘O)

創設について）

堵作招制度特績会答申

（若作樅に1関する仲介業務制度の改
咎について）

洒作権及び憐接，権に関する法律卓案．

（文部省文化局試案）

活ff.ftti去の全部を改正する法律案

（第5次案） ．

浴作権法案

9 - - -――-・ 
｀ 糾≫i巻号 l

聾シリゴ
6 5 

“6  4 

1 ~ 3祖

若作権制度の改I卜KI態する1周係-団体の 1第 10集

意見 ‘

，／ヽ

若作#9制樅紫議会審試記録

希作椛屯件と苓作権判例

ー104-

第 1 1梨

(l) 

新訂培袖版
｛＃藉係男者

（＇若作招ツ '!

ーズ 12梃

-

..---—---• 

---

~J 型 ベー●致 • fり行年月 発 ．行 ．．者

. 
.3 6 3 2 6 4 2年 ．5月 大日木 ri<IIi.If 

: 

"’ 2 1 9 4 3年 •`3月 東＇ 洋 館

3 5 24B 4 5年 5月 文 部 省

. ' 

8 5 1 1 3 4 1 ~ 7月 文 惰 省

B 5 7 3 4 2 年• 5月 ” 
、／

B 5 55 4 1年 10H ” 

8 5. 3 5 4 3年 1月 ’’ 

.A 5 1 2 0 4 54  5月 ” 
B 5 3 4 4 1年 9月 ” 

B 5_ 2 8 1 4 2年 1月
” ．． 

； 

B 5 5 2 7 A.1年 11月 ” 
B 6 158 4 3年 3月 ” 

. 
ー105-
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価 格 (iij 考
●● 

5 1 8 

252 

非 光

非 売
≪● 

. “ 

” 

” 

99 

99 

” 
‘‘ 

” • 

” 

“ 
9 9 

‘’ 
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稲 別 迅l 名

ペルヌ条約ストック 3ツレム改正案

（仮訳）

“ 

--
―-

紺｝ilをサ ！
＇ --- ---＇ '(［） 1 ,．, ！ 
I 

(ll) | 
“ I (Ill) 

B!RPIの営郎および換構に関する第
2回政府Ih限,,り家委員会報告（仮訳）

文学的及び美袷的希•作物の料渡VC 関す
るペルヌ灸約ストックホルム規定 ． 
（仮訳）

ストックホルム知的所有権会滋第 1委
員会裂告沿

“ 布 2 委 l位 • 第 4 委目
会報告褐

文学的及び美祖的洛作物の保設に閥す
るペルヌ条約（ストツクホルム規定
（仮訳）

ス・トックホルム知的I9i有楕化会繭報告
掛

第 9回箸作．樹政府曲委員会記録

：•;型—-＇ 
5

5

5

 

~
 
.. 

便 、ti 目 ，i I者作権ll¥l｛糸法令集
“ 

第 9号

昭和4.1年版

1日和42年版

B 5 

ページ数

1 5 3 

1 5 6 

ffl行年月

4 1年 9月

4 2年 1)］

月

H

4

1

 

年

年
2

2

 

4
.

4
 

2

j

 

5

5

 

4 4 I 4 2年 ．7月

; s I 133 I 42年 12月

必
m
,1
 
芍

B 5 1 5 9 1 4 5'if. 2月

9 5 | 4 4 1 4 5年 5月

2 s 1220 I 43年 5月

3 5 I 1 1 3 

i. 5 I 1 2 o 

}. 5 

4 5年 5月

4 1年 5月

1 I 8. I 4 o年 5月

発行芯．I｛di 岱
―-•. I •一
文部省
（文化局名作権森）

/I 

” II 

“• ” 

，， 

，， 
” 

.” ” 

” 
，， 
“ 

JI ” 

（困際文化謀）

指導手り1 掛 1泊外での家庭学情指導の手びき

実務切 料 lが外十女教mmi

01ltlino or Education in.Japan 

｀ ` 

小学校紺
( 1 -3 さ牌）

” 
(4~6学り：）

1 9:6 8 

—~ ~ ---

A 5 I 2 1 -1 

:, 5 

" 5 I 1 o 4 

;• 5 

238 

1 8 

4 2年 5月 1文祁省 I非売

4 2年 6月

4 3年． 5月

4 5年 5月

” 

” 
II 
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-・・ 袖 別 逍i 名 紺~F.I{籾
： 
ページ数・ ページ故

刊行年月・ 発 行 者 値i格 jjj 芍

吋 口`

(;(< 務 謀） ' • 

I 
尖 務 t} 料 栄務 lIt 烈

鉱 I.1~18 I l ' 
” 宗教’年溢 4 1年骰

11}1治以後 宗教l!!J係法令類纂

！ 

4 1年6月
文 部? 5 2 8~ 6 0 ~ 4 5年 2月

省． 非売

!， 5 1 1 3 4 2年 6月 ” ” 

A 5 1,120 .4・3年 3月 . II 

’’ 

ー1.8- ー109-
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6.・文化 Jfu主要行瑣一既 ・ ・(41年 5月～ 4 5年 5月）

文 ・化 課 ・ しゴいL：• 術 紐 匡 即
-,. 
視 沼作権諜 固際文化諒 宗 務 謀

_＿---9 : 

4 1年月・ 5 1 第22L01日本芸術
I 

I 
5 月
.,・ 院tt授霞式

I 
．． 

11．呻潤証紐会答 ．

印説明会 （衷京）

i4. “ （大阪）

1 1 “ 
．（福岡）．

~ 

6 月 24 全国文化相当主育深 1 4 日本芸術院峰季お会 第8期暉虹紐叫＇ 
長会状 1 3．困I厨審頷会訊58むll:'：'

9ーI0呻極噂習会 17~21 ・A.F.8奨学生lH

（秋田） 発前オリエンテー・

会
ション

.. 

7 月 25~2.4 合円講翌会（岩 1 I~廿tl4 1年肪芸術祭 8閲語客話会第59回虻 lヽ8 ，， （栃木） 8 フうンス派哨大学教

（岩手） 執行委員会第1回総 ・全句誤箔の習得贖 .' 只4t行会 l 

会 調 （当用涙字(1)--{iS) 1 2 沖綺［夏牟恋臥繹会

(6 :fj泉） 想邸団オリエンテー

18~21 日本開教肖研g ツヨン

会（現腹者匹刃l 28 ” 叫式

25~50 同 （初心者笞 .,・． 

習）
ヽ

8 月 6~7 ” （和歌山） ，
1 2 , • 日米教tf文化迷莉日

本委員会

.' 
30.,．海外勁務者子女幻'，
： 

ヽ 対策達紺会

-~ 

9 月 5-4 濱fil窮営会（は阜）

5'-4 合咽切”＃会（福井｝ I 
8一9 ，， ィ（長野）

， 
！ 

10-11消患1~'8/会r （北醗l ＇ ． 

22~2 5 ” （広fr1,)―’ -

20ー21 II(大阪） 1 柑潤夏呑認定潤石9会
,.....2 都如rfmm碑人

29~30 “（高知）
洪師団報告会 半印祖甜絋会

10. フ9ンス歴携習会 ・ （広品）．

2 7 沖11!1派癖i印腿委

＾ 

且，，，オ乃絃リ・団エ式ンテ・ーツヨ

""T・110- I 
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文 化 課

-．0月I1 3 輝愁汲会（疇I
映両 I

6~9巡回美術駿（山形）

22~25沈劇箔密会

（凍京）

25~11 ·6 巡[~I癸街屈

（宮城）

29~30 ・演劇闊習会

（徳島）

5 1 全閤文化担当主管

"戸月 7 芸卸恵紐（音棄
槃b¥li)

12-27巡回美術貶

（福/:,)

19~20 i資卸溝翌会

（熊本）

26~27 ” （京祁）

ヽ l ，， （山形）

謀ヽ.I 
利芸

1芸併奈祝典

芸術条(.10~11月）

22~28芸術祭地方公演

「中山怜一独唱

会J

徳品高知、愛媛．

岡山

--..., 
関割，.~ ! 
-・--..) 

＆ 国語省緑会第60器！
紐 l

67、国語教育研究協拭会

（佐賀．）（群馬）

1 8.1 9. 同 （奈良）

10~1 4芸術祭地方公演 1t国詔審槃会第61医

「法村友井バレエ 総会

1 団公慣」 1下句呻の習得状況親

褐烏、山形、秋田

宵森

1 4 B本芸術院秋季総

会

19~25芸術榮地方公演

「映函の歴史をみる会」

愛知、福岡

30~12 • 1 5芸術祭各部
門審査委員会

査（人名用漠字）

(6都県）

1 2月 13-4 合哨費習会 1 1 6 芸術祭執行委員会第 6 呻四会第62厄l

（鹿児島） 2暉会' | 総会
シ4 11 (1lm) 

9------」

—• — 
国際文化課 ． | 行作権課 宗務課

26.27 都道府的~叫~ □ 一蚤21部疇習会 25 A.A諸1．蘭数育指導
• ` 

（鹿児品） 者肴致 昂粕主行牒長会品
''● 

;1~28 ” （東京）

（鳥．取）

’‘ 

．． ., 

； 
.' 

.. ・；

.11-18 ‘’ 
1'9~20 4 2年縦国貸・

（貫山） 自費沖鞄学生選抜

・21-22去作楕法改正耳：案 ．試験実施

（文化局註案）

設りJ会（・東京）
．． 

', 
， I 

I 
i 

！ 

｀ 
I 

I 
ヽ --
？ 

： 
I 

； 

I 
! 

一
, 9. ,̀ • 
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沢̂U" 

一
化ー文

月

一ー＇」□
1
4
1
—
 
.
.
 ＇| 

―-----. 芸ー・ロニ・ピL!＿竺二．
21 痒付祭投貨式 ・ ・ •— 

2 月I7~s全困文化担当者溝溶
会

3---9第 6同県展選抜製

9 .，9 受賞式

13~18芸芍i消況送考委員

会

3,月 18昭和41年縦芸術選奨

受貨式

25 日本芸術成1む選考委伍
会 ‘

28俵秀癸術作品質上披露

l ! 

4 月

！
 」
！
 

5 月

6 月

i
i

!

i

i

•

I
:
i
'
i

ー

'

.1

ー

1

1
9
1
,
1

—
ー

'

_

_

_

 ,•I;.,̀· 

仕

一

そ

）

．
）

も

森

邸

屯

匝

同

4

汐

．

一

拓

3
 
5

5

[

i

(

 

紐

紐

．

の

用

暉

会

-

会

．

疇

心

4

Q

 

.• 

旬

2

h

 

2
 

執

．，
賞

．．．

．

三
〗

]

釦

[

-

m
負

5

式

豆

委

2

貨

113
行

第

授

日

0

、

6

5
 

2

1

 

ー

l ' 
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--―― I 抒 も作 tt 課
因王傑文化こ録汀1 ・宋

杓 課

I 12 

I 

21 

対策述絡会

25 日米教甘文化述紺H

本和凡会

上句 A.A緒固へ廻科数

育指導者派況

so 琉球大学内地研究呉

I 
報告会

、..

:,, 4 配費・自炊沖裕学生

, • オリエンテーション

1 7琉琢大学内地研究負

オリエンテーション -

.,, 
1 6第 4回日英混合委員会

22筋1回日印湿合委員会

.. 0.... 

6. フランス府阻俎瑚浩会 6祁逍府糸ク財孜法人りi務主

7 .E WC奨学生出発 行誅長会訟 （東京）

8~1 2 A. F.8奨学生出

発前オリエンデーンヨン’

21 H油細幽臼吟
I 

← --

j 

・ーし
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[-．―l， ―言―て下一 芸 術 紐

7 月

8 月 r-5減校浪劇謂音会 9~10 晒和42年度芸術

l ｛祝島） 家在外研修副虞選考

8~1.1 巾学校演お閲沼会 委員会

（大阪）’

9 月 1I9-. 1 0棺劇Ii9営会 ・ I 
（北滞道）` ， 

25~1 0.8巡巨l癸術屈

（右山）

50~10.1 合唱阻習会

（三頂）

． ． •.• ． 
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一I 

困 栢
..，, ..＿ --..， ... 
該

10~14日碕如‘i砒玲

（初心者寒習） ! 

24閾寄出会第65[叩e; 
会 ・ ‘ ＇ t ̀  
- ' ， 

25~28 Bね紐1燭砂！

墨紅翌） l ． 

I ．． 

， 
I 

I 

6臨諏螂66iql鯰会

15~14覇輯肖暉碑

会 （r/6Itt1) 

1 7ー18 間 （香川）

~7- 28 同 （千葉）

I 

--―- - 三;_~｛ヒ：ロニ―7
’― 

褪 作権諜

が～28若作郎月習会 5沖哨夏季芦窃砕改会焙師 ，9Rヽ 文法人哭f暉iお会

（神奈川） 団オリエンテーシ!Jン

5海外勁杯者子女牧w対祖
速絡会

8 日米私¥J文化連路日本委A

会湛外勁f昧註i宵対燎連絡4ぅ

23~24 A,F;S奨学生焙

試オリエンテーション

25沖纏夏季認定講習会石悶

団結問式

4.5（大阪） 1 e（香川）

1 日米孜計文化達絡日本委 2・3 宋孜法人尖栢m作会
員会 ・ | （熊木）

4 A.F.8吟生出発

17~9/5 日米学外会諏

50沖縄社季認定＃笞会坊師

暉砂

12ー15咋呻吟 ．・, 1 13米牧柑文化遁硲日本委
（青森 •)| • R会

26~27 ，， 21 沖帽派還教育指昇委負オ

（和歌;ii)1 ・リエンテーツョ汲螂式
25海外勤が者子女収冑研究

協力校迩絡協給会
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i-・  

I 
l| • 1. 0月

11月

1 2月

. 4 3年

1 月

・文 化 課 芸: 術 諜 店1 紹
—-• ・i 
;!~ ---， 1全困文化担当王怜訊長会

2 -
戯 ・芸術祭(10.F}-11月）

l ！ 7~8痢!JII湖沼会（山§!） 1~29'中央癸名湘麻受貨

13ー22巡団美術展（石llJ ．、作品股 ：北海消 秋田
14~15合唱諮習会（新潟） 7~1 2芸術祭地方公演 I 

| 
29~11.12巡回焚術展 「牧I叫1佐癸バI，，，・エ団公

（呑/JI) 演」愛紐三箪、徳

31~11 ・1 合明窟習会 島、高松

（長崎） 26.~31 芸術染地方公演

f攣l団銃A会公涌J • 
青森、秋田、山形 ．

福島

17芸術懇談会（文学） 13-26中央美術団体受賞 1 ・ 2 同 （祖8)

25~26演邸演畜会（百奇） ， ： I 作品底 岩手、山形 I I 7~2/29日這牧育尖態
25~26合唱防習会（郎） 1 4 日本乎術院秋季総会 i 謁査 （僚関）

！ 
I 20~12/10 26~1 2 ・ 1 0巡回美術設 j 25-28芸術奈地方公演 阿（傾人．）

・（桜崎）： iI ． 「吹両の1製史を兒る会l

！ 
愛知、磁岡'

95暉 .領員会飢67」●● 9 9.10合唱岱宵会（高知）
!1一15芸術祭各部門審査

II 演劇納習会（島根） I 委員会
会 ！1 l 18芸術祭執行委員会

癌2回認会

2-7~28演創翌刑会 -27．芸紺祭授・文式

l ＇ （加貨）

29全固文化担当主管屁長

寧

2 

-ー118-

！ 
； 

！ 

．＂ 

荼 ：作権謀

一ĉ7屯作権坪翌会（痣烏）

”~20 “ 
（福岡）

”~51 ” 
（島恨）

28-2.9 、9 （愛知）

・, 

； 

：一• _ 

l . 
ヘ

佳「際文化諜・. I 、.a.9,: 務 ―l 諜 I 

5 l::l米故・r't．． 文化連絡日本 ・ 5・ 6都道府麟紐）、;,.・・1 
委員会 ・ 務．連絡i紐威会

1)~11/2 A．滋国教背 （神奈川 j

指導者招致 12宗牧法＾央枯研応会

（甘森） I 
，． 

.. 

ヽ

6-7 A.F.S紺学生の第 7・8宗枚法人決詐研謬会

・5次送考 （策京）

1 5 日米教育文化連絡日本

委員会．

1 8~20 4 3年朕固代 ・自

貨沖喝学生碑総

実施

15沖統派遣教員指潟委員

報告会

i 
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文 化 裸 芸 術 ・課 因 腑
•一→

没 I 苓作搾課 iii1際文化課 宗 洛 洗

2 月 を 5合屯渭池冷（北海道） 2~8第 7回峡底選抜展 暉表記に1扇する意9,{（9~< 
10-11 演印l謂習会（呑川） 8 ’’ 疫賞式・

一 ― 1 ・ 2都追孤紐法人1Jt;22 A.A諸固へ理科教w・
指導者出発 翁 森長会語（東京）

1'1~18 ” （宮城） 1・2.,.;21 芸術洒奨選考委員
＇ ・会

．． 

3 月 1 2'．1 3 •全国文化担当者講 26 日本芸術院貰淋考秀戻 18廂晦碑細68F,'j
4 習会 会 総会＇

1 6.1 7 演劇携習会（石川） 29優秀哭餅乍品貿上田＄ l 

l 

： 

| 

！ 
l 
I 

i 
： 

11',1,'i,99 .. ,i・・・・・―-――

,1 日本．心学校派遠匹師打

合せ会

•’ .. -. ”， ’ • , 

K1 7中索民国の教育指

導者招致

27 潟外勤務者子女教育

“ー・・ 研究協·W哉•会・Cい奨、
'2 8 ・ E 学生の迅

考 ・・

： 50 琉球大内埠研究浜

, • 
報告会

； 
4 月 12昭和42年度芸術選奨

i ． 投賞式
I 
I 

i 

5 醗 ・自貨沖蠅学生

オリエンテ:...ジョン
.. 

: 1 7. 琉球大学内地研究位 ．

i オリエンテーツヨン

I 

＇ 5 月 17昭和43年艇芸術奈執 27 佳滞向紐算69fcil i 2 7、ハワイ大学印似鵞習

行委員会第1同総会 総会 I 
25芸術祭懇談会

I ！ 
20-22昭和45年度芸術

寮在外研修制度渭考

委員会'
ヽ

会派唱教員選考

．． 
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7
ぃ 文化局所管の公益法人

0 文化謀 ・芸術課関係

＜財団法人＞

゜
法人数総括表

団楽響交

本

kH
 

日

朝

対

＂

名

‘

,

＇

‘

,

‘

 

ニ
●，．， ．〗•
9:
i
l
l
i

. g'i□i
l
廿廿i'ー1
|
'1
1
,、II

li
1：
刀
．．
 
i

，
 
．．
 

，
 

•• 
l
 

称 代 表 省 所
~
在 地

（昭和945年5月51日現在）

区 分 財団法人 社団法人 計

文化謀。芸術諜 OO係 4 5 , 56 1 0 1 

固 距 諒． 関 係 4 5 7 

宅作権誅 OO 係 4 4 

，． 
国際文化諒関係 1 2 4 1 6 

宗 務 諌 関 ・係 1 5 1. 28 1 7 9 

t 計 21 2 9・5 3 07 

大阪 ’国際フエ
ステイバル協会

駒村

清少年文化センタ•一綱田琴次..． 1 

．芸能文化；研究所' ,

探日本文化財．団郡.,.. ・. 
倉 ・彫 ；•田 ・館高

術・・院「
日本美術協‘会 ．団

本日

安井臼太郎記念会

斑新日木画文化協会 1辻

育’会癸

脅

術

癸

教

棺

棋・ 院

院

光
．
有

新三郎

伊能

細川設立

小

日本書迫孜育協会

社 1松海

訊売日本又併楽団

遠山音楽財団

民主音楽協

都山流尺八楽会

石揉啓十郎

前

遠

会 1和

中

橋

田

柳牧

本

田

杭本

大．屋

次

賣正

幹

英

森徳

道’淳

東京フィルハー
モニー交響楽団

B本民謳腐・会1高極
如．衛音楽研究所 蕊，Jil宗

山

掬太郎

元

泉 ．

郎

雄

尾稀

術

一

敦

数

党

塔区高輪2丁目14の23

}：印は文化局認可法人

—|——- l □-| 
大阪市北区中之Kb2の22

新朝日ピル3階11逆54.4. 1 

絆馬区向山3TEl15の22

可 中央区銀座束1の2

該一郎・I台東区谷蘇昧王寺町20
英

台束区谷中4TB2の3

台某区上軒公l獄妥ケ丘4 大14.t20 

品）II区大吟子町5-900のり 1町l32.12.1 o 

千代田区平河町2丁B9 
北野アームスビル205

板抵区岱紐台1の29
‘’ 

港区l民布我恐．坊町18

千代田区神El:I杵保町10>60 

港区麻布烈町22

昭40.10:20

昭21.9. 2 

昭42.9. 4 

昭29.5.14 

昭33.5.2 0 

昭4111.22 

昭219.1 5 

昭18.22 5 

o:｛5 2. 4. 1 
昭35.11.2 

千代m区内幸町2の2
n本放送会館内 I P/:!1 7. 4.2 7 

中央区銀座西3の1紅知lj氏1勺IP邸 7.9.15 

碑西新詑？Tlil13の12|財i?.7.12. 1 

千代田区外神田4丁目10の 1li/,40. s.22 
6考 三久ビル内

港区赤坂台町26

中央区13本投兜町2の55
偕成ビル 1

［召57. 6. 8 

新宿区侶栢町18

昭27.12.1 

，珀40.1..9 

-1京都市北区紫麟船屈町12|f:ii40. 5.1 7 i 
:,.__-..., 

＇ 
ー123-
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~/--― 
- --0-.. 

名 称 代表~者

（音）正釈

春

※杵

（釦劇）逍

探邦
日

勝

会 1中島利

所

会

会

益 ，屈会

大岩と

坂口守 叫港区麻布三河斜15の1

新宿区戸塚町1丁目 ．
早稲田大学演劇博物館内

現代演・ 戯褐会 1福 • 田

偉楽）柘．若 会 栂若 ．六閲中野区東中野2丁目 6の14

ぱ学）日本文学担輿会 1池島信平I千代田区紀翡品社ピル内
日本近代文学鰍 1伊

-B 会 1土

吉川英治
国民文化霰異会 1野

『

・州新朋文芸緬輿会 1佐

（茶送）国際茶沿文化協会 1千

今

不

高

東京

四 Ilヽ

草

日

拓

林

原

月

京京大学新聞社 1辻

. [（一殷）．13.本将棋連

腐 l千

齢 l千

膚 l水 田

官休会l三韓

流 l小原

在一巴ード巴竺:ol
之IIrr宿区市ケ谷左内町5 昭31.9. 8 

き1台東区＿I:野駆1丁目 5の22I昭56.8.5 

征存1港区六本木1丁目4の12

豊1目黙区”町861

師清二港区芝二本榎西町2

屈

間省ー1
文京区音羽町5T目19.

訊社内

藤 亮 ー1新宿区矢来町76:＇

嘉代子・1京都市且区小川通守芍上
ル本法寺前町615 .,：・

宗 ・窟 ，， 

宗左戸嗜上泣小川通翠之’内J:.
ル本寺前町5,97

事夫I奈良県大和郡山市小泉2・252

誓兵衛I ~京区千駄木 5丁目 15の15

長霙1:区附宵山5丁目 17の14 
会 1勅使河原蒼風港区赤坂 7• T目 2 の 21

如日本いけばな茎術協会 l勅使河原．蒼風1千代田区神田駿河台1の6

※勅使祠原和風会 Im.故河原和風1世田谷区新町5の481 

（出版）日本出版クラプ赤尾好夫I • 新宿区袋町6

．束京大学出版会 1神立 肱l文京区本郷7丁目5の1

昭42.8.18 

昭 5.9. 5 

昭38. 5.20 

昭36.10.24

昭1ぷ？．2

昭38.3.15

紺58.1225, 

昭41.3.50 

昭42.1U18

昭22.4. 1 
. ・. 

~24. 5. 2 

昭24. 5. 2 

昭32.3.20 

昭40.12.20

匹 0.9. 9 

昭509.50 

昭41.11.50 

昭42.12.27 

昭29.・8.11 

昭26.1 2.1 4 

昭22.11.20
一寸

四

谷
．
部
．川
村

9

本

阿

徳

・中

会

念

院

院

駁

院

盟

芸

通

追

．芸

追

協

協

育
．

称

数

・古

誓

道

変

追

逆

・全

合

栽盆

＊

＊

・

書

せ

浪

•
•本
＊

＇

5
日
本

、本
本
本

日

日

全

大

B

B

B

8

副

g

‘,' 

名

汲

鉛
術
~

ー

↑

僚

e1

9
 
..
.
 
9,
．,‘!
1
1
9
.,
．1
 ...
 ，
 

••... 
,．
i
i
 .
.. 

• ;•[.,'[ '-,'
,9:|1_ 

．．
 
,i
1
9
JI
i
l
什
：
ー
~
月
，
．iー
•
9
;t.i
ー
ー

，．9．1,＇
’ヽ•I

代 表者 所 在

！情叫文京区本郷7丁目 3の1

＜社団法人＞

月原 • 田 b賽 ］渋谷区千駄•谷••2 の59 已

侶・ir

珠社三上繁太郎

日本芸能実浣家徳川夢声
汲団ー体 ．協闊会（褐原駿雄）

瓜美術，会辻

興 美 術 院伊床

戻：l辻 ・
・日本美侑家 ．速望村・・井正絨

日本面府、児

現代エ注美術家協会山

日本陶磁協会彬沢

国 際版画協 会 1恩地孝四郎

林大f.1本図・案家協会

B
 
本 幽

~

紀

画 院

会

岸

河

宮

玉

崎

野秋邸

＊ 

三室甜

眩苓音檄レユート協会

汽日本民族音楽協会＇

． 液日 本ギク 一 連盟l小原

一
安

永

正 遵

永

庄ニ
覚太郎

彦大郎

郎

昇

哉

井 口甚成
. •し

青少 年 音痕協会1
エ．．Cイーズ ．． 
カニングハム

永田 町郎

藤 ・ 複

益 道 音 楽 ．会

安

正

I ·—•• •一 ー，
地 設立；杓可B
. I.  -•一

台束区上野公図不忍池畔 印40. 2. 9 

毎茂2の57 | 8(i4 t 9.22 
I 

悲区芝琴平町34共和ビル

港区西新拉1丁目 4の12

世田谷区玉川翔田町944

合東区上野公配内

中央区銀座束5の2
ー ・ ・芙術家会幻内

屈湛区中村北町1の15

台東区束上野4丁目 10の17 

中央区鋲座束2の11

渋谷区原宿5の266

昭42.5.25 

昭29.2. 2 

昭30.12.1

昭33.4.30 

昭34.6.1 2 

昭59.212 

昭41.2.2 4 

昭25.10.1 3 

昭29.2. 9 

功
I•京都市上京区，島丸辿り上立売
上ル相田寺r11前町647 | ii£l58. 3.25 

京都市上京区、烏丸通上租芯前
下ル相国寺門帖町682

l叱35 4.2 2 

世11:1谷区玉川央沢町2の5の4I詔 42.3.27 

港区赤坂4丁目10の56
山脇学固内

郎 1翌島区四年5の752

京敬 し台東区谷中コ6町48

栂吉 千代田区神出神保町1の40

壺島区千川町2の22

中央区銀座7の5m7ビル内

沌区麻布三河台町1!>
六本木ビルl““, 8.2 4 

大阪市附区上本町4の613.昭37.12.1 7 I 
昭17. 4.3 0 中央区船地2T目8の9

港区赤坂5丁目 9の1
, I, 紀侶ビル内

中野区中野2T目21の4

9日36,3. 6 

＇月27..2.1 s 

昭52.5.2d 

昭28.10.1..s

昭40. 9.2 4 

昭40.12.20

聞41.6.13 

昭41.11.22

ー124-
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•一
名 称 代釈者 設立詐可

（音楽Xザ日本紆吟学院岳凰会

⑤踊）・ ・日本箕踊協・会

渡辺杉平

高橋

（演劇） a本恢劇凶会1北桑秀

孜汀演劇研究協会 1山 下みえ

日本俳優協会l荒 911

日本喜鍋人協会 1校本健

（能楽）能 楽 協会l観世・元正

祝世九尽会 H観

（映画）日本映画俳優協会 l池

・ば学）日木文芸翠協会 1丹

（評論）

〇道）茶追砥千家淡交会 1千

全日本煎茶道連盟l加

（四）密田 穎道

叩） ・日本写真文化訊会「

（出阪）日本祈聞協会萬

該一郎

世武雄

部良

羽文

シナリオ作家協会 1八住利注

日本放送作家協会 I安遠＇鉄翁

日本批窟作家協会l松本
日本児煎氾暉1砕 I浜田

B＊児揖文学者包会 I,J、出

日本評論家協会

院l岡村

姿日本章・道院 「

嵌古流松豚会池 [B

可
・

惰

鰈

情張

広介

正吾

宗室

廉慈光

江清月JJ

イチ

条卯作

直次

．`所 在 地

文京区西片2-12-23 

中央区銀座8丁目5
中銀座ビル内

中央区媒地4丁目 7の7 . 
共栄ビル内

浜松市神立町490 ・、．I・昭30. 2.1 

中央区銀座東6の9
新橋沢鱈虹IJ館内

千代田区有渠町2の1
日本劇場内

新宿区矢来町60

浪谷区千はケ谷4丁目 19

千代田区紀尾井町5
文芸春秋ピル内

池区赤坂新町4の14 

中央区銀座西7TS1
硲通銀座ビル内

北区中里町171 

世田谷区北沢2丁目 1の15

文京区本駒込5丁目 5の15

新窪区四谷1の7

---
H i 
I ..., 

゜
I 

昭45．廷

昭30.1四

昭28.12.2 

昭34. 6. 1 

昭37. 2.1 

昭27.9.1 

e
 

8
 

文双区扶楽2の25の6
松東ビル内l昭20. 9. 1 

日本尊門新聞協会I有矯 駁二

昭26.4. 2 

昭21.7.27 

昭2S.12.1t

昭57.4.50 

文声音羽2丁目 1.2の21 1昭58.131 

千代田区三崎町2丁目 12の2 昭56.6.25 

千代田区富士見町2の16
店欧会餡内'

1昭38. 9.11 

粘区赤坂田町7の2 ・昭57.12. 6 

京都市上京区小川通寺ノ内上
ル百々町557

• 1昭28.1.24 

京都府宇治市五ケ庄黄槃u.l瓦1昭414.50 
福寺内有声軒

昭 ． •6.12.1 7 

昭41.8.15 

昭41.9.22 

代表名 所 在

日本噛籍出版協会

・日本出版取次協会

石 ）ii・・数
.. 
野 ・111l省一

辺・伝
應 ・三郎釈全国地方所岡協会

！ 
. ---： ： 名．称
・1

:—---一9, （鰈）日本出版匹会広岡

i 全国出四協会 1•石 ．JI I 数鵡
; I 日本雄誌協会

［ 
池

後

和男

珀

___.-—•1 
地 l匹立許可日 ・ 
-・-・・--・・・・・ 

文京区水道2T目6の3 昭21. 5.1 5 

千代田区神m疫祠台1T目7 召121.6.2 9 

式田区神田陵祠台1Tn 7 |FB21 5．れ

新窟区袋町6

千代田区神田殿洞合1の7

新祖区柏木1の98

昭40.4. i 

r,il2.8. 2. 6 

昭45. 5. 2 

- ＇ 

6 ~ 

•
9
9
.
,

．

ヽ

・
1
9

..
 ,．，
 

•• 
,．．

．
．
、
：'
，

ー
、
，

＇；・
・・

詔2と12.8 

千代田区B比谷公lll1番遠昭2t7.251 
I 

千代田区西神田2丁目8の7|OO27, 7.20 ! 
ー127-
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゜
届1語課．関係

＜財団法人＞ ゜
国際文化課関係

く財団法人＞

名 称 代表者 所 在 • 地 設立許可日
， 

： ； 

カナモジカイ 伊返忠兵術 品川区西五反田1-/大1和-証9 昭13. 9，28 ． ． 券内

日本のローマ字社 安 ll1 第五郎 文京区音羽町3-．1 9;． ： 大 4. 5. 5 

栢準 、ローマ 字 会 石坂泰三 中央区銀座2・-2犬倉本館内 昭1_3. :2.1 9 

日語文化協会． 昭，13. 2.1 5 

＜社団法人＞

日 本 ロ… ー マ字会

ロー マ字 ひろめ会

帝同 C ーマ字クラブ

赤堀 四 郎．京都市左京区吉田本町27

大10. 

．
 7

3

 

2ヽ

ーn5 

2
 
ーu5 
2
 
昭

。
芳作権諜関係

，＜社団法人＞

大15. 

3.1 5 

日本音楽著作搾協会 堀内敬三 港区赤坂1丁溜目1の12 昭14.12.20
池明産ビル内

帯作権資料協会 安膝 、誼 港区新橋2丁目 12の8 昭36. 9.22 
産田ビル内

日本著作梃協議会 中島健斌 萩田区日比谷公園 昭25. 4. 1 
市政会館内

日本文芸湛作信保餃同盟 丹羽文雄 千代田区紀尾文井芸町春5秋ピル内 昭14.12:20

一

名 称 9代

石

氷

表

-,: 
• i I! 仏会・鯨．． 
： ~, 
I! B 独協会
:I a 伊・協 会: I 11,,. : 
,Im際文化掘輿会
:I 
｀ 音日国際教育基金

8本ジ貫ン ・F • 
ケネデイ記念基金

9イリビン協会

石坂泰

三井

ば

面
．ぃ

村
．

岸
．道

樟

野

I• 上田

佐•藤

者

高

正二郎

信

量．侶

甲午郎

顆

i餞原調和クラプ

I:本 9‘ イ 協` ・会
l国 際教育協会l国際平、和 協会 ・北村徳太郎国際文化交友会•I中
｛ 

縦

陽

介

熙

... 
喜一郎

野与之助

一

所 在 地

千代田区神田殷河台2-5

千代田区大手町2-8

．捲区赤坂表町3-:-2 4 
| 
港区芝白金台町t-55

中央区八正洲3-7

港区麻布飯倉片町12 

千代田区丸ノ内2-18 
岸本ビル

北区滝ノJI嗣ケ原
旧古河別邸内

中央区日本墨室町2T目1

碑
目Ii.！区中根町21 1 ・ 
千代田区神田鏑町1-6 

沼津市木負583 

設立許可日

大13.3. 7 

「 ー

昭28.1216

昭3t8.14 

昭 9.4.11 

昭39.10. 2 

昭39.1Q.28 

昭1o. e. 6 

昭10. 5.24 

昭18.2.1 7 

昭214.1 5 

昭56.1.28 

＜社団法人＞

—
双
ガ
・

ン

進

ト
チ
ル

ン

臨

ペ
ッ
i

松

口

大

熊言
i>;,＇i

・
1
.

.
 ‘, ．．
 
ー
．＇
．．
 

•• ,.,
‘‘
.
*•99 

..
 

平 籾

本

明

原

千代田区有楽町1-7 

港区赤坂台町2

大阪市北区茶屋町62 

中野区黛宮5-18 

昭27.4. 9. 

明57.6. 1 

昭32.12.1 4 

昭52.9. 1 8 
J 

ー128- ー129-
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゜
宗務課関係

、＜財団法人＞

.. 
名． 称 所在地 ＇、 設立許可日

,， • . 

札 伐 彰 律 会 •北..海 ． 這 昭'21.10.12

白 石 斑 敬 神 会 宮 ・ 城 “ 7. 1 0. ..1 • 4 

仙台甚密教吋年会維持財団 ” 明40..6. 5 ・ • 

豊 • 安 財 団 山 形 "43. 5. 7 

粗 数 設 持 財 団 千 薬 大15.10.16

浅 卒 蜆 音 大 慈 会 束 ，．京 昭＆ t30

伊 勢 神 宮 開 ．社 ” 11 2 1. 6.1 9. 

※伊勢神宮 ・式年透宮奉屈会 ” w4t1 t 8 

太 田 慈 ・光 会 “ /J 2 8. 2. 3 

大 船 即 音 協 会 ” 、,32. 2. 5 
・ 

キ ブ 協 会 “ ”5 1. & 1 6 

祐 舒 教 済 美 会 ” 大 6.12. 2 7 

甚督教視聴茂七、シクー ” 昭30. 2.28 

I 
紐 将 救 信 交 会 ” 大131 1. 2 1 

碁密教育年会国際委負幹事財団 • If 

“ t 1 0.1 1 
茄督数伝道 後鋭 会 ，， 昭23. 7. 1 3 

※キリス ト 教文柑センク ，， 1142, 5.22 

馴 徳 会 “ 
,, 4. 5.. 1 5 

国際宗教同志会追盟 . II u24. 5.50 

国 際 宗 教 研 究 所 “ 
,, 2 9. 5. 4 

金 光 軟 ｀ 束 京 寮 ” 大 9. 5.1 4 

在家 al!B宗浄凪会維持財団 II 昭25.1 a 9 
在 日 本救世 軍 財 団 .” 明45. 1. t 9 

慈 厚 会 ”. 昭31. 9. 1. 1 

浄土宗 報恩明’照 会 ‘‘ 大 3. 9.26 

浄 土 宗 奨 学 会 •11 昭 8.1が 1」

,＇i
.
＇9
-

0
`
 

： 

浄

宗

宗

壁

其

•9

.I 

新日

.:世

全国

全 ・

全

日 本 仏 ・教

日 • 本•¢教 ＇尼倍

音洞宗欄信徒宗門・綬持

宗共・済

嶺

甘

直ヽ

咄

'土

勢

敬

徳

界

洞

洞

曾洞宗

太

統
平

＇ 東京

東

束

B

a

B

B
 

日

月

京

洋

・

蓮

．日本

日本
L--'--

＊ 

青

蘭

、 ' • 一・・-- ・ •一・“?

宗 う` 布数資団 1東 京！ g14 4. 22 0 ! 
復興後

福

太

生
：
宗

壁

少

宗

宗

両

洋

子

会

数団体連合

典普

年教

教

本

祉

同

山

・放

基 • 督．教女

来京基名教背年会繕持財団

本

大・学

宜

磁 ｀

数

数

宗

宗

逮 ．． ＇ 正 ：

日宗十..万

基督教

基

布

督

仏

会

維

娼

教

峯

協

化協詞

及

学

維持

送

子青

持

教

維

羹

教

宗

7
．持

・法

助

．

人

援

協設

財
・_.含

財

統

結報

文 ；化

法

財

団．．
 

協

．

年会

財

年

財

成 ・・・会

遥

恩

燦麗

，会

会

会

餡

会

会

会

会

団

会

団

rn
団

会

会

団

団

会

会

人団

英裳 ’'泰顕

日本キリ’スト数青年会岡留．維持財団

会

会

日本キリスト教女子肯年会雑持財団

会

会

” 

“ 

II 

II 

“ 

“ 

” 
”’ 

H 

“ 

” 
”
”
 

” 

大15. 

昭25. 

大13. 

昭 9.

、'28. 
" ', 

II 2 6. 

，， 5 8. 

II 3 2. 

”5 6. 

II 3 4. 

”11. 

明42. 

I、4o. 

3.1ヽ

1. 1 1 

i1 1 

2.1 5 

ス

5.2 5 

6.. 2 7 

8.2 3 

1. 2 8 

5.1 9 

5.3 0 

32 5 

7,1 0 

,, 3 7. 1 2.1 6 

昭35.1 1. 

昭

大

大

7
 
2.1 0.1 1 

明36. 

昭17. 

,,33.12.26 

1 

大1,5. 

a
 
Wl3 6. 

餡29. 

ー

H 1 2. 

5
 

人

3, 1 1. 

0
,
 

0
、

6, 2 1 

9. 2 9 

4
 

4
 
3. 2 5 

4.1.s 

8.1 0.2 0 

0
、

1

2

1

 

。̂
2

.9
9
 

2
 
2
 

‘“
 2
 
昭
一

8.1 9 

2
 
6.1 4 

協 ｝ 
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―---
日 本 宗 教 研 究 ・ 会 束 京 昭29.12.22

1 
方 広・ 寺 写 ・ 経• 会 静 岡 ブ~1 4. 9. 1 5 i 

日 本 牙 教 速 盟 ． II ”1 9，9. 2 9 其宗本願守派束揮蔽区教学財団 愛 知 、/14. 5.1 3 

a 木 本 蜀 苔 協 会 ，， "2 4, 4.1 9 名古屋基督教．で 年会紐持財邸 "14. 2.26 

日本 B 馘 学校肋成協会 ，， ． ,,35・2.18 伊 勢 神 宮 保 敬 会 三 煎 昭28.12. 2 

日本ハリストス正数会維持財団 II 明41.10.15 三’囚 仏教 数学 財 t11 “ 明58. ~20 

日 本 仏 教 讃 仰 会 ・ “ 昭21. 4. 8 真宗 •高田派十万人蒻財団 ，， 大 8..2.28

箱根芦の湖国際藍道湯
:. ，， !'28. 3.26 錦 ・賎 寺維持・会 財 団 滋 賀 明35. 7. 4 

’’  

地 山 教 育 財 団 II . 大 1.・a2 o 天・台 ・宗 腹 •‘持 財 団 ‘’ ，， 4 t 4. 2 3 

不 学 道 会 ．． ，， 昭58. i 6 天 ・ 台 宗 ・教 ・ 学 財 団 ・ ‘‘ 
大12.. 9. 5 

墨 財 団
；． 

横川如法 ：経会維持財団※仏 教 興 ‘ /9 ，， 42. 5.12 ‘’ 昭 3. i 1 5 

仏 教 伝 道 協
会．． .. ,・ ，， 

N 4 0.1 2.1. 4 其宗大谷派本山訊救湯紐持財団 ,ヽ 6. 7.29 ，， ” 

仏 教徒文化交流協会 ” ，， 31. 3.28 廷陪• 寺 教育 助 成財 ・ 団 ” ，， 4，a 人22 

法 輩 宗 数 → Û. 財 団 ‘’ 明44. 1 2.2 3 慈 日 ．保 ・ 存 会 京 都 ” 6. 8. 1 0 

本門法葦宗殴 ．法財・団
,, 大． a・1. 2 大•• 谷 ：＇ 数 育 財 団 ”‘ 朋41. 2.25 

襄 教 維 ・・ 持 財 団 “ 明43. 5.2 3 大 谷 籟 人 会 ．財 団 ，， 大15. 4.2 5 

四谷ミ ッシ言ン甚督教会維持財団 II 昭15. 3.30 大谷本 馴紘持 財 団 II 昭 6．入25 

時 宗 総本山 護持 会 神奈川 明41. 7. 加 ＇ 蔦 ・信 徳 •財 ・団． ，， 1110.4.16 

法 葦 ． 会 東 京 昭18.12. 7 呉 教 ・会
，， 明52. 9. 1 2 

円 兌 神．奈川 光山数学伍興吉田財団
” 大111 0,15 

寺 藤 樹 会 111 0. 7.24 
.. 

円 覚 守 ．三 宝 ， 会 ，， .，， 2・ 6. 1. 1 0 光・ 明 修 ・養 会 昭18.6.10 

横浜基匂孜青年会維持財団 、・ 大 心 '6.30 憮 ・奉 ・ 仕 ・光 林 “ :“ 4.a12 
” 懺 奴

II 
"1 4. 4. 4 

横浜差督敷女子官年会 ” 昭10. 9. 4 浄 •土宗西山禅林寺派本末霞持会 ，， 

立 正 安 国 団 “ 大14. 5.14 真言・宗 大 ・覚守護法陀団 “ 
大 5.10. 3 

総本山本成寺思潤会 新 ．． 潟 昭 5.12.10 真言来 ・智山脈藪学・財団 “ 
昭53, 2. 8 

a・ 韮 宗 信 教 会 富 山 大11.. 4.1 0 真宗大谷・派本廟維持財 ＼団 “ 
大 11 1 2 1 

其序山元派本山証該寺織持財団 福 井 "1 0. t20 真 奈 学 研 究 ．財 団 ’ 
珀 2. 2.1 2 

正 法 翫 ’馘 会 財 団 ，， 、11 1 • ム 5 其来興正 ―，，，教・学財団 ” 
大 8. A.2 6 

身 延 山 • 四 恩 会 山 梨 昭 .8.. 8.2 2 真宗••仏 光寺派匝法財団 “ 
明45. 5.1 6 

※誓光 寺日本忠塁 段造営攀讚会 ，， 42, 8.31 真宗仏光寺 派 本 ・末共済会
，， 昭13. 3.1 6 ¥ I 

長 野

警 光 守 保 明39. 1.1 0 真宗 •本顧寺派讃法会財団 II 明33.1 2. 7 
存 会 II 

大12. 2. 2 • 6 -0I j • 
B 袋正宗数学駁法財団 大1o. ・a.1 z 其宗本願寺派本山永代法祇財団

，， 

静 岡

152-. --133— 
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祁

総

大

大

智

天台 宗紐 ー教区歌育財

長

仁

万

妙

守

山

四

．
 

櫂

天

金

文

＊
 
日

本 本山

和

駁

願

本

本

本

．本

本

本

山

化

仏

贔

・院

閾

寺

伏見稲窃

寺内

守派

固

法

末

門

内

天

泊

家

原

理

天衷

律 ・

王

宗

光

光

寺

記

神

教

歎

数

光． 1月

牧

谷

緑

大社

外

教学

寺

寺

共

仏

寺

研

慈普会

底

布教会

裏

・

保

立

．
年

教

念

変

寺

禅

持 ．

”務

肋

愕

学

・財

獄

学

究

財

持

持

財 Bl

財

財

本

財 ．団・

成財

財

．

財

財

．
青

慈

教

葦

．

菩

所

団

団
~

会
団
塾
団
庁

団

会

会

団

団

会

．
団

会

団

団

大阪基奮数 青 年会維持財団

大阪キリスト教女子青年会

宮

緯

戒

0

れ

持

斉

つ

財

．
学

哀宗•本駁寺沢山陰教区教学財団

. ..•社全

金光教布教興学お本財

教 徒

雑 持 ＇財

会

会

団

院

団

団

兵宗＊鋭寺派四州教区教学財団

京

．，・大

•奈

凡

蘭
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 ” 

都
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大

＜社団法人＞ ．

日本天主公牧仙台教区孜師社団

愛

池

桜

荘

碁

キ

茎

上

信

宗

全

登

茨ヽ9

'大

袋

普

量

リ

•P" 好
在

在日本がリカ・リホームド・チャI心教即社団

在日本イ、；ンクーポード立教師社団

• 在日本：カナ ダ合阿散会宜教師社 団

在 日本合同プレスピテリアン宜教師社団

日

督

家

教

本

品

福友

ス

数

教祈
' •• 

ト教

福

・仏

品

音

会

教

”5 

七

仏

没
'

宮

音

・大

数

伝

問

．．

数

緯

数

社

ン．

牧

数

糸

社師

道

生

婦

社

仁

社

社

社

社

岡

協

人“ 速
社

日本 パ プテス・

日本宋数放送

・日本四徒アソデレ同胞

罰

団

団

会

団

団

団

会

社

会

会

団

盟

団

ト •·宜枚団

'賛

協 会

会

在日本 1} ホームド宜数 •社団

・日＊福在ル ーデル社 1iJ1

会

8本天主公数栢腐数区教師社団

日本天主公教宮崎教区教師社団

日本天主公教脱児島敬区敬師社団
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8 ． 文化局戟員等名抱

課゚

国 怒 諒

長

. •.. , 43,5.31現在

(1) 文

諒

0

0

0

 

．
諒
c
.
 

文

化

化

局 戟

，，， 長

文化局箸．鍛官

文

長

課投補佐

諒長梢佐

専門峨員

序雇復）
総務係

“
 

ィヒ・

鹿

暉

塚

大

毛

足

関

馬

芸 I術

•長 土

諜長補佐

専門琺員

専門殿貝

資料主任

福

鳥

小

h
^

員'

海

田

課

谷

立

根

原

崎

田

羽

林

谷

(1 5名）

信 ・也

浩

正

真

明

昭二郎

毅正

醇 ，悟

紀 子

謀．（ 10名）
‘ 
生武

安

幸

源

文

則

男

信

、
治
．
男

＂ 

安

内

達 •• ・健

山 、，

総 務

”
 ，
 

係

企画調査保

“ 
指？喜嚢舟

,,. 9 . 

庶潅吋 ．
”' 

” 助屠昇
” 

正

，山'

中

口

島

小・・沢

佐

石

木

米 岡

榎

田

真

痰

鍋

田

本

取

正法地

古山

俊 ．・-

茂•子

真由美

孝

該

礼

幸

幹

節

安

子

子

似夫

夫

中．み．ち子

子

雄

子

誅長補佐

辱門員

％贔序
庶務係

’ 
柘嚢序

。
作

長
諒長補佐

妹長補佐

腺

専門殷員

庶．務係

課

著

”
 

〇国際文化，・鰈

諒長補佐 柴

専門員 , • . ·山 元嗣

専門員蓼丸 ．梼文

帽魯i―.．.，鳥野見 ・ 博
[ . ＿ •森 基泰

須 、 見• 三枝子

邪子

H
 

II 

長

金

服

天

幸

．
佐

鈴

権

佐

神

加

・篠

. (1 4名）

田智，成

栄部

文

卓
●

v
 

沼

藤

木

野

戸

沢

沼

岡

武：．山

次

寧

・
男

雄

癸代子

安部
.. 
,. 

謀 ：（1 0名 ）

智 子

文一郎

出七郎

守

大山

久保庭
， 

消水久

幸

行
，
房

伊佐男

• 子

(1 6名．）

平

晉

公

賢鳩閲武
嗜鴻贋懇当森

” 
製鳩為
“木

嗜屑鸞闘当松

“ 

係

）

係

）

長

・

長

暑
．

II

規
係
．
II

、．＇
｀
（

駒

法

呼爾討

” 

II 

押

安

苅

米

百

佐

木

餃

加

“ 文化第ー係
（係瓦）
/I 渡

沖叩訊息‘茫佐

” 

根

行

賀

鈴

田

屈

保

・

水

原

部

川

足

竹

村

島

屁

木

木

辺

胚

数

木

久

悲美子

突

村‘光

純

良

猛

．

問

敬

lヽt 
9
9
 

涵

位

祈

雄

夫

吉

郎

雄

子

笠

治

治

昭

煎

子

男

思二郎

光 江

：，． 

、..
-15.6-

｀ 
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----
〇、宗 務 謀 (1 1名）

諒 長 萬波 教

課長補佐 河和田唯賢

課長補佐 高岡久勝

専門駁負 松野純学

専門職負 荒川元邸

・ •. ．．  

〇 転出および退駁者

湖生芳郎（文化局長）•

西郭間．幸維（文化課諌長補佐）

赤塚孝肱（文化謀聡務係長）

守屁 尚（文化諒企画調査係長）

越田秀雄（芸術課芸能主任）

庶． （保務長係,) 邸上 ＇孜

” ’、: ．太田文子
認証係 ・高野良弘

II 
，`菅 野 啓

叫忍諄 内藤次郎

’ .'ヽ・＇^‘田中 フヂ子

べ
・
，
 

42. 7．．れ退戦現国立数育会館理事

42.. 5. 1 現東京学芸大学教務補導•J!li次投

42. 4. 1 現広島大学庶務部庶務謀長

43.4.11 猿大学学術局学術綜企函係•長

41. 6. 50退賊

中城総吉（国語諜長） 41. 7. 1 ，現日本~巨嘩内委員会科学畔

塩田紀和（国面謀専門員） 42. 5．引退職．
大宮情名（国語課専門吸貝）・ 42,. 3.,31退隙

加藤彰彦（国語諜尊F'l駿員） 42, 3.. 1 現千葉大学留学生部助教捉

安斉哲夫（国1厨練庶務係長） ＇42.. s. 1, 現東京医科歯科大学医学醐紐
友部 浩（因栢諫叫咀() • 43. 4. 1 蝸富山大学学生部次長

佐々木良一（培作権謀庶務係涎） 41. 6. 30退眈

一 角哲生（固庶文化課畏）,) 42. 6. 16 現大学学術局国際学術課長

宮武正躾（図応暉諒長補佐） 41. 8. 1 現長崎大学庶務部長
岩山

.,, 

膀（国際文化諒尊門員） 42. 4. 1 現凡東京工業高等専門学校教投

河野繁蔵（因際文化線文化第一係長） 42.4. 1 現北海道大学庶務部人華課長

北川金 ・吾（固際文化腺庶務係長） 42. 9. l 現国立社会教育研修所庶務諜長
拾 r1:1 義彦（疇課町蹟） • 42: 3. 31送職

宮川正直（宗務課期門隙員）

・邪原三吉位（翁噂庶務係長）

42. 3. 51遠殿

42. 4. 1 現哨広斎産大学学生腺長

(2) 国語客謡会委員会 (4'9名）

愛川重義読売新開社餘説委負会師）主11£

阿部吉雄・実践女子大学教授

池上禎造 ％大阪大学教授

池田 、 潔斑応裂熟大学教授

石割浮一郎共同通信社記事帝査室長

（絆醗長）岩茄悦太郎国立国語研究所長

五

五

慎

松

上

窟

藤

植

洞

遠

迷
，
 
’
 
.＇ 

正一橋大学教授

六 缶日新聞社企画談査局長

郎 東京都千代田区立番町小学枚長

吾 共立女子大学教授

大島康・正束京教育大学教授

大野 晋学翌院大学教授

. ;,J,'野 ・・ 忍和光大学教授

金 ・沢 覚太郎 日本民間放送連盟放送研究所‘常任参与

木内信・胤世界経済胴査会理邪長

北島絞・衛大日本印刷株式会社社長

金田一．，春 ：．彦 ：東京外匡1語大学教授

熊沢 ．＇爾 凍京教肖大学名脊教投

（副会長）古賀;• :．逸 · ・策凍京大学名脊教授

小谷正： ．：雌 •.：大阪大学教授

井門百二夫澤細叩源ぽ） 43. 5. ~1 退峨

ー13,8:....

佐々木 ‘9 •八 邸 ．考早稲田大学教投

佐豚喜代治束北大学教授

志田 ・延 義山梨大学教裟

： ； `柴＇＇田 ，： ；武東京外国栢大学教授

高 ：木貞二能力開発研究所長

時実利彦東京大学教授
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中

長

西

西

西

西

丹

久

日

平

平

褐

細

堀

‘,'．

、,‘長会

長

部

会
只
員
委

な、ヵ

委
，
 

ヽ
（

（

 

（会 前

村

森

大

山

槙

吉

渡

‘,、長

田

岡

尾

島

祝

芳

弥ー戸米沢女子短期大学長

実法政大学名誉教授

朝日新聞社論説顧問

日本女子大学巧面原・戻

村

羽

松

高

田

林

田

川

越

出

上

戸

郎

文月t

滸

第四郎

幸

たい子．作

清

陰

訊 三

義

俊

辰

勇

夫・束京教育大学教投

男

人

元

葱

亮

男

．
 

文

和

．
本

田

．
国

‘
辺

哭

郎

茂

東京都立白鴎高等学校長

日本文芸家協会会長

東京大学名誉教授

学習院女子短期大学長 ．

東京都千代田区立今Jll中学校長

立教大学教授

家

経済団体追合会常任理事

日本放送協会会長

評 論

家

青山学院大学教投

日本育英会会長

日本経済新閣社取締役

産業経済新聞社客員

日本新聞協会顧問

内閣法制局次長

跡見女子大学教授

故 佐々木・茂

近

成

小

藤

田

林

忙

喜

案

博

英

文芸春秋社社長（昭41. 1 2. 1さで）

渋谷区立大向小学校長（昭 42. 9. 1さで） ．

東京都立新宿t祖等学校長 （昭 42. 9. 1 1で）

茂礎区立浚岩中学校長（昭 4.2.9.1まで）

9,1 .

.
 
9
.'̀
.

1

9
 .
 

.. 
9
.
，1
 .. 
，．， •••

• 
1
,
 ．

．

 ，
 

(3) 跨作権制度審謀会委員

季

（会

束

荒

安

（会長代理）稲田

浦

江

戒

麻

膀

紐

国

活

菅

田

．田

中
ヽ、．／
長

井

膝

松佐茨力迅

尻 '

能

日

本

塩

井

佐藤

新貝

原 ・

上

'中

JI I 

中 •松

新

丹

野

野

谷

羽

間

村

情

通

由

正

彦
5

勇

．穣

助

(2 9名）

国土館大学教授

法制局第三部長

日本菩音檄レコード協会会長

文化財保護委員会委員長

姻

孝

耕一郎

郎

正

雄

卓
義

穣

忠

菩之肋

潤之肋

正

文

省

毅

治

．
雄

肝

日本新開協会事務局長

験 家

弁 殿 ・士

日本音楽莞作招協会理事長

晃愛知学院大学教授

恭前・音楽寂（日本音楽家連合会会長）

夫

拮

男

新田ペルト株式会社副社長

日本民間放送速股専務理事

外務省条約局長

全固観光社交事業連盟副会長

劇作家（日本演劇協会常任理事）

一梃大学教投

洋画家（日本美術家迷照理~)

金沢大学長

？固際＇業所考柑保姦協会日木部会 長 ）

法移省民ut局長
作家（日本文芸啄協会会長）

窃畝社社長（日本む師出版協会会投）

日本放送協会囁託
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----～/---一
服 部 正

林、．．

藤

震根井

田

会長 故 江

菊

西

渋

漉

玉

丹

藤

川

・
池

条

沢

野

置

崎

修

正・入

和

屈淵威

？坂知恥醤）俳優(• 日本俳優協会常任理導）

英

豊三郎

八

秀

万

夫

雄

文

十

雄

雄一•

敬三

羽 ・保次郎

里

作 9,・ ・面．，・ 家

首都高速道路公団理硲長

作詩家（日本音楽芸作家組合委員長） ．

日本放送協会放送総局総務

東宝株式会社副社長

(4・1.8.21さで）

(4 1 4.：3 0 •まで）

“
 ”
 、
9 // 

ll 

.(', 

(4 3. 2. 1'iで）

(41 宗教法人奔忠会委員

林

（会

岡

柴

宍 口野

阿部

金・剛・::.,. 
小林... : ,(. 
消水谷

西

• 大

大

庭

長）稲

増

久

ヽ

飯

ー
諸

太

金

渡

御

石

田

田

村

．塚

石

野

田

谷

保

浦

井

田

子

辺

木

津

(1 5名）

栄治嗜吋碩総長。三煎県：神社．庁長。
洲 ，浜ら・神明神社宮司

実 ・囮ヶ岡八祐宮宮司

実行教管長道

健

罷

秀

大

恭

敬太郎

市

秀

日

．
清

文

正

， 

田 ！秀

義

股五郎

菰

守

善

徳

キ

伝

巌

順

助

典

敬

．助

雄

扶桑教管長

酵胃罪屡羹尉麟出
防全日本仏教会常務別皐

浄土宗宗務総長・上宮学閾理事長

梱観音宗浅尊寺住戦

日本キリスト教逃合会委員長・

罪蒻塁意繋翌隷ぶ牧師司祭
束京外国語大学教授・図術館長

呼炉宗教団体連合会・射釦註・
小．j‘鰐宗教七ンクー即JI• 
僻日本ホ教速盟幹事

雌韓鱈船述合会理祁・良

文化財保設委長会委員長

嬰璽臭摩罪譴督憐督・i.Ji
幅 東京大学法学部教投

真
)

、
.，
▼

ヽ
•
~
`
,
'
’

でま

゜
1

”

 

5
 
．

．
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、し

（

、
¥
（
‘
,
‘
ヽ
＼

近（

照 ．璽 ・（
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淳 昭

浄

太

”
 ”
 
f
l
f
l
f
l
 

‘
,
'
）
、
,
'
）
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(5) 日本芸術院会員 田崎威次（皮助） （4 2.t 1 5)1{: 野卯三郎 (42.1.15)

も9n.． 員 '.' 第三分科（彫塑）

腺名 氏 名 発 ＇令 ・年月 日 北村・、西．望 斎藤知雄（累蔽）
•,' ヽ

院 長 高橋絨一郎
昭和 23.・a,11就任 乎櫛悼太郎（田中） 石井勤

，昭和42.・ 6. 2 6重任
．． 

沢田 寅 • 吉 ・（政廣） 雨宮治郎

第:.....部長' 北村西望 昭和40. 6. 1 5就任
情水多嘉示 古賀忠雄(42. 1. 1 5) 

第二部長 川端康 成
昭和38. 7. 2 5就任

尚之(45.t15)
昭和40. 6. 1 5再任 松•田

.. 
第三部長 芝 祐泰 昭和40.10.15就任

,. 

第四分科（ 工芸） ．

第一部会員 ・ （ ）内は雅号
松田権六 涵村挫屈．

第一分科（日本面）
岩 • 田藤七 山鹿俺吉（情'!~)

;． 

鏑 木健．一（情方） 前田廉造（育邸）
山崎覚太郎 惰水六兵衛 ・

安田新三郎（靱彦） ．．．9 福 田乎・八郎 楠 ・部弥ー（弥キ） 井上良太郎（良斎）

臭村義三（土牛） 野田道三（九浦）. 沼五分科（ ,If)
小野英吉（竹喬） 中村恒 • 吉（岳陵）..  堡道塵中（春海）

鈴木邪祝(mH・)

棠 ．本三之助 （印象） ．． 山 ロ ．`・
三郎（蓬春 ）．

.• ． ↓ 川 村慎一郎（罪山）

徳岡時次郎（神泉） 伊藤 -（深水）

区山熊次（南風）
・'
金品政..太（桂華 ） 第六分科（姪築）

児玉 ．省三（希望） 宇 ・田 善次郎（荻郎） 吉田五十八
• 村野藤吉（蔽吾）

ヽ

束山新吉（厄夷） 谷 ロ 吉 応

第二分科（洋画） 、. 第 二部 会 員 ）内は組名

有島壬生馬（生馬） ．辻 永 ， 昂七分科（小説・戯曲） .. 

川島理一郎 長谷川 ．昇 志賀直哉
山 本刃三（ 山本有三）

小糸源太郎（小絲源太郎） ＇小 、山敬 三 山内英夫（里見硝）
野上ヤ 工（ 野上弥生子 ）

克郷鉄邪（青児） ・大久保作次郎 広津和郎
武者4路 災筋

鬼頭鍋三郎 宮本三郎 川端康成
井伏刹苅二（＃・｛暉二）

• 一14S-
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細

滝 井孝作 ・ 野尻清彦（大仏汰応）

石川 浮 井上 蛸

岩田良雄（獅子文六） 尾崎 '雄

坪田誼治 ‘ 丹羽文雄•

中山翡秀（中山差秀） （ 42.1.15)舟橋聖'—‘ (42.1. 1 5)

伊恋
ひ整とし ・北い
（伊藤整） （4＆1.1 5)． 

第八分科（詩歌）

土岐菩熙

西条八十

西脇｝原三郎

• 水原 ・ 豊（水原秋桜子 ）

第九分科（評論・翻訳）

長谷川万次郎（如是閑）

河上徹太郎

矢 、代幸：雄

吉川幸次郎

第三部会員 ( • )内は芸名

第十分科（洋楽）

近術秀磨

第十一分科（邦楽）

喜多六平太

芝 祐泰

中能島欣

幸 五郎（祥光）

栂若六郎 (42.1.15)

ー146-
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• 堀口 大学

土屋文明

原せ井いと泉んすい
荻原藤吉（荻 水）

小林秀雄

鈴木信太郎

福原＼・鱗太郎

山内・義雄

我増

昇

吉 住 ／jヽ三郎（慈恭）

山田抄太郎

宝 • 生；九 ＇ 郎 ．、 ・

杵家安彦ぽ製左術門）

I 

第十二分科（演劇）

太田照造（市川究海） 荒川 常（市川左同次）

河村藤雄（中村歌右術門）

川口松太郎

松野八露子（水谷八重子） （4 2.1.15) 

第十三分科（舞踊）

片山愛子（井上八千代） 花柳芳三郎（花柳刃応）

藤問秀雄（藤閾勘十郎） （42.t15) 

故松原情ー（滸元寿兵術） (4 1. 6, 1 iで）

故加藤鬼碩太（加藤談沼） (4 1 9 1 1 1まで）

故亀井勝一郎 {41.11.141で）

故伊藤 応朔 (4 2. 3. 3 1 1で）

故怪 田通治（怪田空穂） (4 2. 4. 2主で）

故金杉弥太郎（長竹山城少株） （4 2. 4.2 2まで）

故 内症 仲 (4 2. 8. 2 1 ・まで ） 

故和田 三 造 (4 2. 8. 2 2さで）

故中村研 (4 2. 8. 2 8 1で）

故河竹繁俊 (4 2. 1 1. 1 5まで）

故小田栄次郎（杵屈栄跛） (:" 4 2.1 1、26さで）

(6) 文化局各稲委員

ア 背少年芸術劇場企画委員

稲目

オ ペラ

（昭和 42年度［）文化課

氏 ． 名

宮沢 ・ 樅

大木正終
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新 劇

伊

福

戸

，．、
河

¢
 ..

.
 ,
 

奈

原

、
板

竹

男

夫
．．
 

倉

蕨．．
 

利
．‘、．
速

. . • ・ 能・狂言 ・・・

信

康

丑志夫

幸
慎

正

第 2部門（映画）

紅贔1評論家・早稲田大学教枝

文 楽

落語・謂訣

加

贋

小

増

観

宝

安

浜

戸

今

其

嘉

榎

ィ 文部省芸術選奨逗考委員 芸術諒

:.臼

第1部門（浪戯i)

安藤

木`茨

遠

奥

河

熙

野

竹

舶

慎

夫 (41•42. )

窟 (42) 

吾 (41-42)

信太郎 (41) 
•. 

登志夫(41) 

．瓶．． 

• 道

山''

田

、世・

• •生 ．

藤

・村

部

• 井 ·＇

本

万：里雄

弘

正 ・

元

英

吾

衛

志

造

正

雄

夫

政

作

，彦

介

博

民

郡

戸

利

原

和

司

板

倉 ・

田

康

幸

千代海 (42) 

秀

勝 (41) 

二 (41 • 4 2)演割評誌家

-(41•42) 油劇評約家
9. ． 

派殷l肝捨家
油 1評絵家 ・
知］通仰：文化部次長

夫 (42) 

暢

．米
．
銀

昌

山 ．`．，：．窓 ．

・橋

滋

カッコ内の数字は委員の就任年度を示す。

演劇評論家

演劇評論家

琵嬰康奥学教授
評論家 ・鹿応義堕大学教授

演劇研究家 ・・ 早稲田大学教投

島

田

原 義

虚~ ．

品

,..、.

飯

池

牛

荻

草

滋

品

律

蛭

双

大

吉

熙

．小

田

遠

長

丹

町

壁

野

崎

村

JI

部
．．
 

南

葉・

木

川

沢

泉

辺

山

尾

．
羽

田

‘,
 

久四郎 (41•42) 裔唇届篇累如環部長
朕・ 彦 (41) 映画評論家

将

秀

直 ・.椅(42) 
‘ 

圭之助 (42) 

十三郎(41) 

第 5部門（音楽）

正

英

節

文

秀

ヽ

正 (41) 

信 (41•42) 映倫‘常任管理委il

彦 (41•42) 映而評論家 ・日本大学枚投

弘 (42) 

彦(42) 

夫 (41) 
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典 (41) 

史 (41•42Hr楽評論家

朝(~ 2) 

夫 (41) 

雄 (4 1 •42) 音楽評綸家

行 (4°1) 

雄 (42) 

映画評協家 ・早稲田大呼数投

映面評論家

映画『滋・
日本湿i技術協会理lji
映両評給家

映画評論家・日本大学教投

映画評論家

映画評除家

音楽評論家

音楽肝綸家

音楽評論家 ・rll)ji芸術大学j劇仰Ii

音楽肝訪家・栢朋音渠大学数投

音楽評餘家

正

佳

明 (41•42) 音楽評給字

声 (41•42) 音楽評絵家
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宮 沢 栽 -(41•42) 音楽評論家
第 6部門（美術）

門 煕 瞑． 英(.4 2) 音楽評給家
岡 田 ．該 (41) 美『」術立博評物誌何釈学（エ芸芸部我） ． 

第 4部門（舞踊）
小 ) I l 正 隆 (>41 • 42)美術評染家

江 口 持 (41• .· 4 2')舞踊評論家
金 丸 重 嶺 (41•42) 写炭家・日本大学教投

景 安 正 夫 (41) 箕踊評論家
鼻嘉 門 安 雄 (42) 美術粁防家

香••• 取 仙之助(41) 細踊評論家
河 北 倫 明 (41 • 42•) 東疇評固論立家近代・美術館次・長

桜 井 勤 (41) 舞踊評論家
関 野 克 (41 •4 2) ・東京文化財研究所長

田 中 良 ・(42) 舞踊評論家、鮨台美術家
土 方 定 -(-41)・ 

闘靡恥代美術f俎長
坪 内 士 ヽ．．·．へ 行 • (4 、1、る42)舞踊評論家

堀 江 知 彦 (42) 束京国立t翡物館沢科諒必
中 JII 鋭.・之節(h2)” 餌踊評論家

前 田 泰 次 (42) 美術肝餘衣・東京芸術大学救投

萩 原 雷 ＇ 夫 (41•42) 鉗踊評論家
松 下 ．`隆 章 (41) 文化財保股委員会鎚査官.`  ， ... ヽ． . 

早．、． J I l 俊 雄 (4 1• • 42)舞踊評論家
村 田 ・良 策 ．（41) 美 術評論家

安 • 井 保 (42). 舞踊評論家
柳 亮 (41 • 42)焚術評論家

・・., 
第 5部門（文学）

第 7部門（古典芸術）,. 
伊 藤 整 (41) 作家・文学評論家

安 藤 紐 夫．（41 • 4 2) 演劇評絵家

井 本 ．幾 -(42) . 、 俳お文茶学の者水女'•子大学' 教授 ＾ —, . 
井 ． 欣三郎'(41) 能楽ff論家

臼 井 吉 見 (42) 文'学`評論家
、吉 1 l | 英 史 (41•42) 背楽肝訥家

尾 崎 秀 樹 (42) 文学評論家
; ・ 

寺 中 作 雄 (41 } 国立劇柏埋事・Iそ

加 藤 将 之(42) 歌人 ・山梨大学教授 浜 村 米 蔵 (41•42) 浪序J評拾家

河 上 徹太郎(.42 } 文学評論家 町 田 佳 声 (41•42) 苔楽1双‘綸家

河 盛 好 蔵 (41 • 42) 文学評論家・東京教育大学教投 丸 岡 明 (42) 能楽秤臨家・作家

•木 俣 條 (41) 歌人•昭和女子大学教授 横 道 万里雄 (41•42) 能楽評誌家

楠 本 慾 吉 (41) 文学評論家 第 8部門（放送）

小 松 伸 六(41) 大衆文学評論家・立教大学教投 安 束 英 男 (42) 劇作家

永 井 竜 男(41) 作家 大 木 翌 (42) 節嘲汗約叙 ・放送肝湘氾哀

平 野 隷 (41•4 2) 文学評綸家 菅 原 卓 (42) 泉り作家。祇出家

椛 田 清 人 (4°1•. 4 2)作家・児童文芸家協会理事長
：． 

杉 山 誠 (42) 演邸膚捨家
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.. "" 

南

森

和

江

永

田

．

治

武

郎 (42) 

治(942)

精 (42) 

第 9部門（大衆芸能）

芦原英・

援

左

高

南

日

本

本

橋

．

部

下

．． 涯 ．

第10部門（評論その他）
井

臼

浦

，

渋

寺

丹

井

松

沢

中

羽

①
 
審

（演

査

大

大

河

滋・・． 良 (42) 

政治 (42) 

・博(42) 

圭之助 (42) 

令

.,.. ・文学評論家

佐美太郎 (41•42)

・秀

吉

作

文・

了(42) 

（注）

委

ヽ
J劇

安

茨

藤

木

木

木

竹

光 (42) 

鶴

鮫 (42), 

見(41) 

放送評論家

．放送評鯰家

放送演出家

｀

ー

'

,

1

,

2

2

 

4
,

4
 

.
• 

）

．

 

1

2

1

 

4

4

4

 

‘
¥
、
,
`
（

雄

雄

雄

ウ．文部省芸術祭執行委員会委員

負
，

夫 (41.） 

．音楽•舞踊評論家 ・

芸能評論家・刷作家

芸能評瞼家

芸能評論家 ．

映画・＇芸能評鯰家 ・

演劇••映画・；芸能評論家

軽音楽評論家

評論家

評論家

．＇国立劇褐理専長

作家・芸術院会員

演剖評論家・早大教裟

”
 II 

＂ 
・作家

芸術課

• カッコ内は在任年度

・.. 窓(41) . 

・直太郎 (41 • 4 2.) 

翌 (.42)

登志夫 (41・ • 4 2) 
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演劇評論家

” 
H . 

•• 9 ? 

， 
•明治大学数授

郡

竹

千

戸

利

（音

司

．

越

野

＇
板

倉

村

• 楽）

海老沢
ヽ

木

浜

大

吉

、金田一

熙

小

田

長

丹

古

町

JII. 

沢

泉

辺

尾

羽

田

田

正

•和．

幸

康

幸

栄．．．

正

英

春

陥

文

．
秀

正

徳

佳

匝

敏 (42) 

興 (41•42)

史(.41) 

診(42) 
朝 (41 • 4 2) 

夫 (41 -) 

雄 (41) 

雄 (42) 

• 明 (4 1 •,, 2 ) 

郎 (42) 

声 (41•42)

・門馬

（合唱曲コンクール） ．

岡

金

柴

可

i

松

門

本

子

田

田

・

馬

散

知

絨

．
太

布

が

勝 (41) 

夫 (42) 

-(4 2) 

二(41・942) 
- (41。42) 

煎 (4.1）

美 (4 1•42)

常 {41•42)

郎 (41) 

美 (42) 

“
 “
 

・早稲田大学教授

音楽評論家・001立ff大救投

”
 ”
 

・束京芸大坊師

II ”
 

J
I
 

“
 

・早稲出大潤的

・・東京芸大約師

II 

”~ 
II 

•京洋音大助牧投

”
 JI 

”
 

0 武双野音大焙師

で．

明 (41 . •42) 合唱辿盟理氷。同立む大叫足

登 (41• 42) 指 VIi者・東京芸大助恐．投

音牙；評論家・上§碍：I弱大教捻

ー (41 •42) 戸楽家。お茶の水女大教投

音楽評瞼家

JI 
・武哀，，:野升大諾的

！
 
I
 

一
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紅

景

香

郡

坪

速

中

仁

萩

早

村

安

葬、し )

口

安

取

司

内

山

川

村

原

川

松

井

踊

網

今

能‘,̀ 

川

丸

増

横

（．映

池

牛

大

河

．

楽）

” 井

大河内

断

岡

田

遊

）

両

．鋭之助 (.42) 

美津夫{4 2) 

（日本劇映画）

田

原

黒

上

夫 (41•42)

仙之助 (41) 

正

正

士

静

雰

俊

道

．， 菊 (4t) 

欣三郎 (41•42) 能楽評論家

俊 ・

正

万里雄 (41•42) JI 

義

虚

博 (.41•42) 鏡踊評除紋

”‘• 

勝 (42) 

・行 (41 0 4 2)．. • 

・結 ( 4 1 ) 

’
 ”
 ”
 ．照明家

舞踊評論家・

．夫 (41。42) 

雄（ 41) 

弥(42) ・ 

保 (4.1). 

” 
”
 
II 

II 

II 

作家 '

輝 (41。42) 

馬(41 • 4 2) 

明 (41•42)

造 ( 41•42)

fl 

”
 ．
．
 

I
I
I
I
 

・早稲田大学教投

・作家

信 (41•42) 映岱常任委員

彦 (41-42)日本大学教投

束洋士 (41 • 4 2・)映画評論家

草

小

津 ‘

登

双

（日本記録映画）

飯

永

大

荻

小

落

滋

津

登

撰

菅

村

) 1 1. 

葉

田

戸

内

倉

合

野

田

川

（外国映画）

河

岸

草

小

梢

杉

南

深

村

山

上

様

菅

水

山

部

沢

山

本

久

荘

秀

直

十三郎 {41•42)

心

誓

秀

旦一

其

知

辰

浣

匝

英

松

春

俊

静

四郎 (41・ • 4 2)• E繹両評治家

生 (42) 

夫・(4 1• 42)

樹(41) 

“
 

祥

恭

I

I

I

I

“

 

焚 (41-42)映面肝論家

野 (41•42)

、邦(42) ・ 

弘 (41•42)

美 (41) 

-(41•42) 

彦 ．（41). 

- (4 2) 

- (A 2 •) 

雄 (41•42)

久四郎 (41) 

生 (41) 

二 (41-42)

夫 (41•42)

圭之助 (41) 

哲

•日大数投

也 (41 • 42)

邦 (42) 

子 (41•42)

II 

“
 II
I
I
 

II 
・映倫密究委蘇

”
 東京新聞社会部長

樹 (41•42) 映画肝臨家・日大教位

映画肝論家

”
 ＂ 
II 

/I 

”
 “
 JI 

＂ 
“
 英 - (41) 
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（ラ ジ ォ） 滋 野 辰 彦 (42) 映面舒飴家

阿 く 木 ． 翁．．，‘ 助 (42),, 放送作家 背 原 半 (41 •4 2) 餌台演出紋,. •. . 

伊 馬 春 部(41。42) “ 和 田 矩 ・割 (』4 2 ) 放送評論家

大 林 清 (42) 
...  

μ (yコー ド）
楠 木 懲 吉 ( 4 1•42 ) 文芸評論家 （国内盤）

●鼻

小 松 清(4.1。42) 音楽評論家 伊 奈 男 (41•42) 音紫評誌家

杉 山 絨 (41-42)演劇評論家 吉 9 . J l l ・英 史 (41° 42) “ • 東京芸大荊師
戸 ：川 、・エ ： ・マ（ 41• 4 2 ）評論家 黒 沢 陥 朝(41.) ” ・早大甜師
並 河 ':亮 (41'o:42)放送作家 近 藤 、 積 (41•42) μ 

森 赫 子 (41 • 42) 放送評論家 田 辺 秀 維 (41•42) 9 ・早大 ・鉗核大開師

和 田 精 (41), ラジオ演出家 富 樫 康 (11 1 • 42) “ 
（テ レビジョ ン ） 町 、田 佳 声 (42) p ・民族芸能研究家

、(• テレ，ビドラマ） 松 • 本 ， 太 郎 (41 • 42) ” 
飯 島 '. 正 (4 1 •42. ）放送評飴家 ・早大教授 （外国盤）

内 ．村、'',． 直 也 (41°42)放送作家 大 木 正 興 (41•42) 音楽肝函家

速 i藤 慎 ＇ ；吾 (41・ii2)演刺評論家・共立女大教授 大 宮 ，其 琴 (42) . ” 
• お茶教の水女大
助校

・大 木 登 ( 4 1•42)・ 放送 ・ 演劇評論家 焦 沢 陥 朝(・4 2) ” 
古波瓶 保・ 好 (41•· 42)

“ 
小 扱 文 夫{4 1) p 

渋 沢 秀 雄 (41 • 42) 評論家 田 4 辺 秀 雄 (41•4 2). II 

田 ロ ・柳三郎 (41) 放送技術家 皆 J I I 達 夫 (42) II ゜ 立束大京芸•投夭沐i~；も·う

中 営三郎 (,4・1。42) 劇作家
會` ．宮 沢 縦 ー (41•42) /I ・束京芸大岱i師

山
. .  

．．雄 (41°42) ． 服大大教投． Rい立•l1·
（テレビドキュ メンクリ...;.)． • • 村 田 武 “ 
相 島 敏 夫 (4・1• 4 2) 評論家 ・法大出版局長 荻 科 雅 美 (41) II 

浦 松 佐美太郎 （ 4.1 : • 42̀）！・評綸家 ； 
（大衆芸能）

荻 弘 (41) 映画評鈴家
： 

(1 部）品
， 
： 

小 倉 ． 其 美 (41.） :、 援 本 磁 民 (41•42 ) · 浜刺肝謡家 ・ ！別作宗

； 
午 狂 (41。42) ,9J作容

加 藤 守 雄 (4・'1• 4 2)放送評綸家 長 田
： 
： 
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小

左

高

南

旗

伴

真

2

安

安

小

清

中

好

伴

藻

②
)
 企高

山

）

伍

2

東

部

画

田

颯

関

大

利

浜

森

柴

戸

菅

本

橋

祁

友

俊．．
 

倉

水

原

口

井

委

梧

辺

田

・

ロ

木

倉

村

部

・・政

圭之助 (41•• 4 ?） 

-
．俊

窓

英

弓

久

俊

g[ 
絨一郎 (4 1 •:42)

尚

琴

次

｀ 米
晋

•

田

夫 (4.2)

治 (41) 

博 (41•42)

）
、
~2

2

 

4

4

 
.`
l

.

 

1

1

 

ー4
.
4

4

 

(
‘
,
｀
`
,
'
`
 

兵

彦

介

寧 (41•42)

男 (41_ • 4 2) 

昭(41•42)

二 (41 • 42)

彦 (41•42)

光 (41•42)

彦(42) 

膝 (41) 

-(4 2) 

蔵(42) 

六 (41,．4 2) 

小三郎 (41) 

作 (42) 銀

演芸評論家

II 

＂ 
柑嘩•映価評論家

洞芸評論家

/f 

芸能評論家

軽音楽評論家

演出家

音楽評論家・

映画肝論家

放送作家・演芸評論家

映画・軽音楽評論家

芸能評論家

鞘音楽評論家

日本芸術院長

雄 (41•42) 音楽評論家

次 (41 • 42) 元東京芸大教授

． 郎 (41•42) 劇作家

直．太郎 (42) 

幸

演劇評論家・明大教授

演劇評除家

II 

罰立劇場事業部長

菌立刺塙芸能部長

固立劇場演出室長

香

永

麻

菊

福

石

向

浅

柄

町

吉

戸

桜

田

江

古

桜

横

高

高

大

宮

窟

福

河

藤

取

山

＇サッf
`
 

ヽ

田
： 

久保田

坂

利

谷

田

川

部

本

辺

口

沢

井

道

挽

砂

木

沢

樫

原

内

原

雅

田．恒

JII 

隆一郎 (4・1) 

既

追

佳

英

．
鋲

滋

秀

武

歳

．
彦

正

縦

信

正

義

伝 (41) 

啓 (42) 

司 (41•42) 歌袋伎府支陀人

夫 (41-42)

ー (41) 

存 (4'I)

郎 (42) 

太 (42) 

明 (41-42)都民邸l:ibllJ.務月咄

声 (41•42) 竹楽評給家・民族芸能餅究密

史 (41 _ •42)

作 (41) 

民 (41) 

雄 (42) 

博 (41 • 4 2) 斜h師和伶家

夫 (41•42)

吻 (42) 

雄 (41) 

二 (41) 

興 (41) 

-(41) 

成 (41) 

夫 (41)

三（ 41) 

昭 (41) 

ー15.9-

松竹株式会社1,対ii取締役

”
 

束宝株式会社JJJ.務取締役

帝国はi！枯j支配人

現代演邸）協会邪lJt・及

芸術！A.;支配人

現代沈（戌l協会！μ務局J.込

日生刹坊取締役

音楽評論家・束京芸大祁師

浙！glJfi'論家・演出家

演芸評論家・剌作家

音楽評捻家

II 

”
 萬旦雄 (41 • 4 2)能楽評論ぷ

tれ劇研究会常1籾l'W

三越剥扮支配人

音楽：秤廷家

音楽評踪家・東京芸大回 ・!i

音楽評論家

NHK芸能！祁ーフ・プロデ.:,-リ-

二Juj会・JJ屯 J引投

店原欧甚!!iJ！究i月が務局長
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“'’••9.n 

友
坪
池
加
田
•
本
丸
山
観
小
古
表
喜
観
桜
野
朕
宝
飯
池
大

滋

清

登

野

淀

阿

井

内

谷

藤

中

田

．
岡

脇

．世

山

川

元

竜

、

’．
間

多

世

村

．
田

生

出

．田

黒

．．：野

水

J I I. 

口

• J I I 

．部

帷起子(41.)

士 .'行(.4 1) 
・. 

作太郎 (41) 

周

濫

安

｀
 亀
元

弘

ー(42.） 

江 (42) 

次(42.). 

明 (41 • 42)

雄 (41-42)

正(42)

志 (41) 

久(41) 
!.. 

幸（．41) 

実 (41) 

昭 (41) ・ 
、,',

馬 (.41) 

万作(41) 
．． 

大五郎 (41) 

英

心

義

辰 ・

俊

直

久

長

慎

法村・友井バレエ団代表

．舞踊評謗家

二 (41•4'2)

日本斜踊協会慈務局長

能楽評綸家

作家

民族芸能研究家

能楽評絵家

II 

能楽協会理事長

能楽評論家・東大教授

-.:.... 
H 

• H i 

“
 能楽協会常務理賽

“ 

雄 (41) 

美 (41 • 42) 映画評綸家

・信（ 41• 4"2) 

東・ 洋士（ 4 1 •~2)

彦 (41 • 42)-

，
 
JI 

II 

”
 

，
 ”
 II 

----`マ-----~• ！ 

i 

I 

•東京女子大教授

樹 (4 ,1 • 42) ' ,,・ •日大教投

光 (41 • 42) 映画・稲音楽評綸家 、

治 (41• .42) 映画評論家

-（ 41 •42) 教育映画製作者連盟事務局長

ー160-

鈴

熊

③
 

阿

伊

内

田

南

安

・坂

藤

坂

中

小

涸

磁

安

蕊

其

小

郡

木

木

岡

木

罵

村

-
•

宮
伊
特
八

．口 洞三郎 (.42‘) 

江．．．治

ii 

本

根

本

山

林

井

村

藤

板

山

玉

司

西角井・

田

隈

尾

奈

別 委

田

天

翁

寿

菌

朝

井和夫 (41) 

朝

，卯

正

幸

恵

光

正

正

安

治

進 (41 • 42)

堂 (41 • 42}

助 (41 • 4 2). 

郎 (41•42)

也(41 • 4 2) 

郎 (41042)

開'(41) 

ー (41) 

—•(4 2) 

郎 (42) 

之(42) 

郎 (4 1 •42 )

男 、(41•42)

穣 (4. 1•42)

博 (41) 

介 (41) 

雄 (41) 

勝 (41 • 42)

駁 (4 1• 42)

次(41) 

雄 (41•42)

しげを .(41•42)

四

負

貞

郎 {41•42)

義 (41) 
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日本映両製作者速盟寸；務局，I足

弁友会理事長＇

放送作家

”

I

I

 

放送技術家

放送評絵家

日本放送協会放送総局総務

”
 ”
 “
 H 
ヽ

芸能局長

放送業杓局長

放送総局総務

芸能局長

放送英務局投

日本民間放送述盟．寿務理小

射務局長

”
 

日本菩廿機レコード協会会長

浪芸評綸家

芸能汗論叙

紀伊国総ポール支配人

鍔即評踏家・年•大教投

民族芸能研究径i• I即］：院大教採

’
 fl 

’
 8本fi年tfi常務理出

衆禁院文教委只長

、一 ‘`亨←



床 次 徳 ニ(4.2) 衆議院文教委妓長
西 森 菊（ 41) 文化財'1岳；；；；；委．［i 会'ii務局次•J・9:

•一 木 総 吾 (41). 参誰院文教委員長
小 Ill 他 三い 2)． 

/.' 

大 谷 藤之助 (42) “ 松 下 條 迄 (-41•42) 
” 文化［仕芦{、:ff

前 田 音t 徳 (4 1 • 42)＼ 日本放送協会会長 森 岡 良 夫 (41 •42)
” 些9釦tH:謀 J•.:

足 立 正 (41•42) ・日本民間放送迎盟会長 寺 中 作 雄 (41•42) @j立期如闘t•[＜

城 戸 四 郎 (4:1 • 42) 松竹株式会社社長 柴 田 小三郎 (42) 同立！判均常務刑‘•i;

松 岡 辰 '· 郎 (41•42) 東宝株式会社社長 ④ ラジオドラマ ・テレビドラマ公硲脚本器査且

小 幅 琢 也 (41•42) 大蔵省主計官 （ラ ジ オ）

・乗 富 光 義 (41•42) 大蔵省主計局文部係主査 秋 元 松 代 (41) 放送作鋲

谷 ・川 和 穂 (4i.) 文部政務次官 伊 馬 春 部 (41 •42) /1 

久保田， 円 次 (42) ” 南 江 治 郎 (.41) 放送評給家

招 田 繁 (41) ＇^ 文部事務次官 蒲 生 芳 郎 (41) 文都省文化｝；り1<

斉 藤 正 (42)
，＂ 
H 安 、遠 他 二 (42) 

“ 
岩 問 英太郎 ( 41•4 2) 文部省大臣官房長 坂 木＇ 肋 - （4 1) 日本放送協会芸能肪i足

諸 沢 正 迫 (41°42)．文部省大臣官房人当誅長 中 山 卯 郎 (42) II 

渋 谷 敬 ， 三 (41) ・ 文部省大臣官房総務課長 （テ V-'、ビ）

！ 
阿 木 翁 助 (41) ；り）作家吉 里 邦 夫 (42) /1 

井 内 戻次郎 (41•42) 文部省大臣官房会計課長 植 草 圭｀之助 (42) ヽ

蒲 生 芳 郎 (41) 文部省文化局長 内 村 匝 也(41'42) “ ： 

I 彦{4 1) 安 達 飩` 二 (42) II・ 江 上 煕 “ 
安 達 健 二 (41) 文部省文化局審裁官

I 
楠 田 芳 子 (42) /1 

内 山 正(42) ” 
蔀 ．生 芳 郎 (41) 文部省文化屁技

胞 海 信 也 (41•42) 文部省文化局文化課長 安 達・ 飩 二 (42) H 

雄 (41) 文部省社会教育局視聴党教氏長育
i 

坂 本 朝 -(41) 日本放送協会芸能．/.;}北石 JII 宗 i 

五十・嵐
； 

中 山 卯 郎 (42) ＂ 淳 (42) ， 
文化財保護委員会、事務局長

・, 

村 山 松 雄（ 41) 

福 原 匡 彦 (42) “ 
-'-162....! i -163-
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工 文部省俊秀美術作品買上選考委負

雄 (41) 嘉 門 安

故

河

小

小

清

田

富

中

宮

柳

．
山

北

林

絲

水

9

、

水

村

本

ロ

倫 明 (41 • ~ 、2)

雄 (41 • 42)

源太郎("'.2) 

行

多嘉示(42) 

憲

惣

研

=＇ 

硲

三{4 2) . 

-( 4 1•42) 

-(41) ．． 

郎 (41•42)

亮 (41) 

春 (41 • 4 2) 

オ・. 芸術家在外研修制鹿選考委員

術） ＂ } （美

河

高

滝

宮

土

村

大

田

平

皆

宮
音,1
,
 

北

田

口

永

方

田

楽）

木

辺

島

J I l 

沢

倫

博

修

．
悠

定

良

正

秀

正

達

縦

明{4 2) 

隊 (42) 

造 (42) 

- (4 2) 

ー (42) 

兼 (42) 

興 (42) 

雄 (42) 

郎 (42) 

夫 (42) 

ー (42) 
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共術課

美術評論家

東京国立近代美術館次長

東京園立近代美術紺館長

日本芸術院会員

日本芸術院会員

美術評綸家

国立西洋美術館館長

日本芸術院会員

日本芸術院会員

芙術評論家

日本芸術院会員

芸術課

ぎ術評論家
II立近代美術館次長

美術評論家 ．

“~ 

“ 
塁塁喜肩屡向館館長
喜罰箭賛翌博物館館長

音楽評綸家

”
 
II 

II 

”
 

r̀
 

i
 ：
 
i
 l
 

［
 

力

救

桜

早

舞.1, 

古

光 ．

（演

阿

遠

．踊）

安

井

JII 

河

杉

千

阿

井

岩

大

熊

長

中

林

山

沢

吉

）

木

籐

竹

山

田

劇

、

・

部

口

淵

野

沢

佐々木

架 田

沢

田

井

田

正‘

俊

武

，
夏

翁

慎

是

祝

知

芳

年

夫 (42) 

勤（ 42) 

雄 (42) 

夫 (42) 

・弥 (42) 

．助{4 2) 

吾 (42) 

登志夫 (42) 

誠 (42) 

也 (42) 

固語表記に関する意見収集協力者名紐

（昭和 42年度）

仁

郎

郎

晋

龍

繁

武

造

-
．
太

代

虎

悦

千

筵甜玲祁令象

II 

”
 ”
 ”
 

刺作家

浪劇評論家・共立女大教投

II 
・早大教投

”
 演出家

国栖昧

夫

己夫

文

栄

教科祁協会代表

NHK総合放送文化研究所次長

国立国語研究所妓

学習院大学教授

東京教育大学名許数投

日本苔箱出版協会1J9務｝莉•J乏

束京外国語大学教投

全日本広告述盟l,I．秒理・:.!l

東京教育大学教授

印計数理研究所第 2研究部lぐ

内閣絃濁！大臣官房広恨釦ミ・

印：：新即協釦彫li課長
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大

山

和

本

勇

文
一
・
雄

日本経済新即取締役．

束海大学教授

任都栗．

林

東京日本頒七ンター所・長

・キ 国暉の翌得状況等に関する匹査協力者名晒

（昭和A1年度） （昭和42年庶）
国立国恋研究所国語教育研究室長

• 教育評論家

束京都新宿区立愛13小学校教勘

束京都教育委員会指導主専

屈美学薗短期大学教授

次： ＇

芦．

石 焦 修

) I l 

小

上

塚

塩 田

志

沢

瀬

戸

中

村

・.) i l 

高
•
野

芳

紀

桂 ”

節

栄

茂

槃

夫

和

国栢課

志

紫

雄

東京都束村山市立八坂小学校教詮

束京都宵梅市教育委員会指導主慕

東京都江戸川区立上一色中学校教綸

東京都背梅市立第6・中学校数諭

ケ

水

望

山

谷

月

本 孝

み~．

暁

大

修

逸

ち

甚本照用例辞典編染委員

閲．立同語研究所第 4研究部長

日本研究センクー路師

千葉大学教投

大阪外固朕大学助教投

佳1語諌

（昭和 41年朕・昭和42年度）

野

村

持

田

木

，

橋

尾

谷

藤

鶴

宗

保

雪

寅

ク 日本距教育調査研究協力者名餅

（昭和41年度）

閲語課

束京日本腑学校校投

早稲田大学教技

千葉大学9姐師

束京外国距大学助教投

因餘学友会日本甜学校校長•

束京外佳l語大学教授

国立匡1瓶研究所~;りをことは研究室iょ·

日本研究セ ンクー討師

芳

浅

麻

池

木

釘

小

斉

鈴

高

戸

野

生

田

村

本

、
出

藤

木

橋

川

煎

．巡

宗

久

詞

修

子

男

踵

男

春

子

忍

夫

敬

束京日本語学校校長

亜細亜大学教授

千葉大学教授

早稲田大学教授

束京外国語大学教授

国際基督教大学助教授

炭応義塾大学助教授

匡i際学友会日本蔀学校校長

東京外国甜大学教授

．上智大学教授

"""16・6-. 

コ

|

|

_

1

9

,

1

ー

〗

浅

木

倉

阪

鈴

．

．裔

西

水

伊

林

子

男

男

子

忍

夫

弥

修

煕

大

匡I際学友会日本配暉I叫l校伐(.
昭和 ｝ 41年瓜

匝i立固荊研究所第 4研究部・長( H ) 

外国人のための、日本語教科沿編集協力者

（昭和41年度 ・昭和42年度）

~i 罰．i訟

背

木

、
菊

固

窪

倉

柳

村

池

松

田

持

雅

宗

窃

祝

tt
男

硝

昭

男

男

千策大学助教投

早稲田大学教投・

東洵大学助教投

東京夕湛間大学腐印

束京ク！菌語大学助教投

千我大学諮節
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小 杉 商 束京外国語大学謂師 吉 田 行 詭 日本放送協会放込総局総務

斉 藤 ． 修 鹿応義塾大学助教授

柴 田・ 俊 造 国際学友会日本語学校諮師 チ 「宗教法人の行なう祟業調査」の協力者 宗務課

下瀬川 郎 ’ 務師

鈴・木 忍 ヽ 校長 柳 J 11 啓 東京大学助教授

高 梃 夫 束京外国語大学教授 森 岡 消 美 束京教育大学助教授

高 ＊ さよ子 日本研究セン，，―助教授・ 阿 部 龍 伝 日本宗教連盟理41

那 須 操 子 国際基督教大学講師 滝 沢 清 8本宗教逃盟琳務局長

森 田 富美子 国際学友会日本語学校熊師 吉 留 俊 雄 束京都総{務4局2年行3り部さで•指）芍諌長

小 JII 清 弘 ” (4 2年4月～）

ク 海外輝者・子女教背対策連絡会協力者 (43.5.51現在）． 井 門 富二夫 津田摂大学教授 (43年4月～）

固際文化課

井 上 義 夫 ．東京都立秋川高等学校長

て前 浦太田菩馳磨）郎 東京学芸大学教授（附属大泉中学校長）

岡 山 侶次郎 三菱商嶺常務取締役

超 智 啓 介 外務省大臣官房領半課長

片 桐 ・良 雄 伊藤、9忠商事常務取締役

菊 地 庄次郎＇ 日本祁船尊務取締役

下 条 進 一 郎 大蔵省匡l際金腺局総務諜長

下 野 由太郎 東京都教育委員会人班部長

玉 1 l. l 弘 之 束京銀行取締役人硲部長

生 江 毅 男 桐朋学國女子中学・高等学校長

花 村 仁八郎 経団連専務理事

日 高 第四郎｀ 学習院女子短期大学長

蕨 本 ＝ 郎 ・ 三井物産副社長
水 沢 腺 束京海上火災保険会長

山 下 静 経済同友会事務局長
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